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　　　プロローグ







　そこは、『石の世界』だった。

　見渡す限りの石、石、石──石造りの壁に囲われ、石造りの建物が立ち並び、石畳の道が複雑に入り組んでいる、そんな世界。

　そこへ踏み込んだ大抵の者が、「西洋のどこかの都市みたいだな」という印象を抱くことだろう。とりあえず、日本ではないことはすぐに理解出来る。

　背の高い壁と街並みを見て、「テレビで見た城郭都市ってやつに似てるわね。城は見当たらないけど」と言う者もいるだろうし、ゲーム世代の若者たちの中には、「裏路地に武器屋とか冒険者ギルドとかありそうだよな！」と興奮する者もいるだろう。

　そして空を飛ぶソレが目に入れば、年齢など関係なく、「ああ、今俺（私）は現実じゃない、どこか別の世界に来ちゃったんだな」と実感するに違いない。




　ソレ──『竜』と呼ばれる架空であるはずの生物を見てしまえば。




「竜っていうか、『ドラゴン』って感じだよね……あれ」

　とある民家に身を潜めていた三人のうちの一人、小柄でメガネをかけた少年がそう言うと、隣の短髪の少年が頷うなずいた。

「そ、そうな、西洋ファンタジーとかに出てきそうなやつな。いやあテレビ越しじゃなくて生で見ると、バツグンの迫力だぜ。迫力あり過ぎて……か、体の震え止まらねえわ。なあ赤あか峰みね、俺らどうしたらいいんだろうな？」

　残す一人──赤あか峰みねと呼ばれた少年は、窓の外を窺うかがうの止め、肩を竦すくめてみせた。

「どうすっかって言われても……俺たちなんかがどうにか出来るわけないだろ？」

　赤あか峰みねを含めた三人は、そのファンタジックな世界に似つかわしくない日本の制服姿である。

　彼らは、ただの高校生だった。

「────っ！　き、来た……！」

　風を感じ、赤あか峰みねはそっと窓の外を見やった。

　近くの建物の屋根の上から黒々とした巨体がゆっくり現れる。

　溶鉱炉のように赤々とした血脈が罅ひび割われのように体表を走っており、口くちの端はから炎を滾たぎらせ、金色の眼球をぎょろぎょろと動かしている。とてつもない迫力に、赤あか峰みねはごくりと唾を飲み込んだ。

「お、俺らみたいな高校生があんなのと戦えるわけないだろ！　護身用だか何だか知らないけど、こんなもの渡されてもさあ……！」

　そう言って両手で握りしめていた、『ショートソード』を持ち上げてみせる。他の二人の手にも同じ物が握られており、窓の外から差し込む陽ひ射ざしでちかちかと反射していた。

「おい有あり島しま、加か藤とう！　剣よけろ！　見つかっちま──」

　言いかけたところで、爆音とともに破壊の嵐が吹き荒れた。

　赤あか峰みねたちが身を潜めていた建物の二階部分が、凄すさまじい突風と炎によって吹き飛ばされる。

　そしてそこから覗のぞき込こんできたのは、黒い竜の首──

「やべえ逃げるぞ！」

　赤あか峰みねたちは窓のあった場所から外へ飛び出し、瓦が礫れきまみれの道に下りた。

　しかし、逃げる間もなく竜の羽ばたきによる衝撃波で吹き飛ばされてしまう。

「痛っ、つぅ……！　おい大丈夫か、有あり島しま、加か藤とうっ!?」

　赤あか峰みねは慌てて立ち上がり、すぐ傍そばで尻餅をついたままの二人に声をかけるが、返事はない。

　呆ぼう然ぜんとしている二人の視線を辿たどって頭上を見上げると、悠然と羽ばたいて降りてくる竜の姿があった。

「あ、はは、僕、進級記念のいい思い出になると思ったんだ。まさか、こんなことになると思わなくて……」

「お、俺も安心安全だって言うから、興味本位で来てみただけでさあ……」

　有あり島しまと加か藤とうはぶつぶつと言い合っていたが、どすん、と目の前に竜が降り立つのを見ると、薄ら笑いを浮かべて叫んだ。

「これちょっとクソゲー過ぎない？　別のゲームやろうよ！」

「よっしゃ、そうしようぜ！　赤あか峰みね、リセットボタン押せ！」

「はぁ!?　んなもんあるわけねえだろ！　いいから早く立てって！」

　しかし二人はあらぬ方向を見て、「クソゲーだ、クソゲー！」「こんなのリセットだ！」と力をいっぱい叫んで動こうとしない。

　赤あか峰みねも恐怖のあまり、二人と一緒に叫びたい衝動に駆られた。

　だが、はっきりしている一つの事柄が頭を過り、足に力を込める。

「しっかりしろよ！　ゲームみたいな世界だけど、ここはあくまでもシャトー沢城ってマンションの『ダンジョン』の中だろうが！　死んじまったら、本当に死んだままなんだぞ!?」

　赤あか峰みねは転がっていたショートソードを拾い上げ、有あり島しまと加か藤とうの前に出た。

「なら、やるしかねえッ!!」

　半ばヤケクソになって剣の切っ先を竜に向ける赤あか峰みね。

　しかし、竜のあざ笑うかのような鼻息だけでひっくり返されてしまう。

「くそっ！　やばい、やばいって……！」

　慌ててショートソードを拾い上げようとした時、がばっ、と竜がその大きな口を開いてみせた。

　そして喉の奥を震わせ、そこに赤黒い光を滾たぎらせると、

「なっ──ちょ、ちょっと待──」

　赤あか峰みねの制止を聞かず、竜は業ごう火かを吐き出した。













　　　第一話　チームメイト







　翌日、昼の十二時半。

　欠伸あくびをしながら二年四組の教室へ入ると、「おう赤あか峰みね、やっと来たか。どうだった？　冒険者体験会」と声がかかる。近くの席でたむろしていた数人の男子生徒が、興きよう味み津しん々しんといった様子で顔を向けてきていた。

「見ての通り、遅刻するぐらいしんどかったわけだけど……有あり島しまと加か藤とうは話してくれなかったのか？　今日休み？」

「来てるには来てるけど、ほら」

　彼が示した窓まど際ぎわの席には有あり島しまと加か藤とうの姿があり、有あり島しまはぼーっと窓の外を眺め、加か藤とうは肩肘をついたポーズで停止している。

「ずっとあんな調子で何も話してくれねえのよ」

「あー……まあ、あんな目にあえば仕方ないか」

　赤あか峰みねは有あり島しまと加か藤とうの下へ向かい、「おーい」と二人の目の前で手を振ってみせる。すると二人はびくりと肩を震わせ、「ああ、赤あか峰みねか」「よーっす」と気の抜けた声を出した。

「有あり島しまたちは夜眠れたか？　俺、あの黒いドラゴンに追っかけられる夢見ちゃってさあ。夜中に飛び起きて、そっから寝直したらこんな時間だよ」

「寝れたならいいじゃん。僕は一睡も出来なかったんだぞ。そしてほら、この顔だ……」

　そう言う有あり島しまの顔はげっそりやつれており、隈くまは深くて目は血走っている。しかし、気になるのは加か藤とうの顔だった。

「お前どうしたんだよ、顔腫れてんじゃねえか」

「いやぁ俺もひっでえ夢見ちまってな。寝ないようにほっぺたぶっ叩たたき続けてたらこの通りよ。おかげで一限目から出席するマジ優良生徒なわけだけど、痛いし眠いし、たまにドラゴンのこと思い出して体が震えて酷ひどいもんでよぉ……って、今も震えてるじゃーん！　あっはっは！　あーッ！」

「お、落ち着けよ！　ドラゴンはもういないから、な？　ほら、教室のみんなが変な目で見てるって！」

「はぁ……はぁ……オーケー、落ち着いたぜ。しっかしよぉ、お前はなんでそんな冷静なわけ？　神経極太君なの？　俺たち危機一髪だったんだぜ？」

「危機一髪って言っても、結局あのドラゴン、見掛け倒しだっただろ。炎のブレスはただの『赤い空気』で熱さはなかったし、助けに来てくれた『冒険者』の剣に一突きされただけで風船みたいに破裂するし」

　有あり島しまと加か藤とうの二人は、恐らく昨日のことを思い出したのだろう。困惑なのか苦々しさを表しているのか判然としない表情を浮かべた。

「まあ、確かに拍子抜けだったと言えば、そうかもね」と有あり島しまは肩を竦すくめる「でも、おかげで死なずにすんだんだ。ダンジョン創造主のドラゴンに対する知識と想像力不足に感謝だね」

「ん？　想像力不足……って、どういう意味？」

「どういう意味って……昨日色々説明してあげたってのに、もう忘れちゃったの？　というか、これぐらいのこと知らないなんて……赤あか峰みね、昨日も思ったんだけどさ、お前もしかしてダンジョンについて何も知らないんじゃないのか？」

「いや、何もってことはねえぞ」

「じゃあ何知ってるのさ」

「ほら、あれだろ？　ダンジョンが現実に現れたのは『Ｍｉｇミグ』って機械のせいなんだろ？」

「いやそれ基礎中の基礎だから。知らない人なんているのかってレベルでしょ」

　有あり島しまと加か藤とうは顔を見合わせ、同時に溜ため息いきを吐いた。

「おいおい赤あか峰みねよぉ、五年だぜ、五年。日本中のマンションでダンジョンが発生してからよぉ」

　そう言って加か藤とうは視線を窓の外に向ける。赤あか峰みねも同じように外へ目をやると、遠くにマンションが幾つも見えた。

　その内の何棟かには巨大な電光掲示板がベランダ側に設置されており、ある一棟の掲示板には【マンション危険度☆☆★★★　攻略進行中　東京都冒険者ギルド】と表示され、別のマンションの電光掲示板には【全ダンジョン攻略完了　住民の受け入れは一ヶ月後（五月二十一日）より開始予定】という文字が横に流れ続けていた。

「言っちゃえば、ダンジョンつーのは人の頭の中の世界みたいなもんだ。『Ｍｉｇ』ってーのはそもそも脳を活性化させる機械でよぉ、頭ん中にアクセスする機能があったわけよ、でもバグっちまって、情報を勝手に吸い上げてダンジョンっていう形で現実に具現化しちゃってるわけ」

「おお、アホっぽい喋しやべり方だけど内容が小難しいから頭良さそうに見えるな。でも、今の説明正しいのか？」

　有あり島しまに視線を向けると、「まあ概おおむねは」と言って彼は頷うなずいた。

「補足すると、頭の中の情報っていうのは知識とかイメージのことなんだ。だから、ドラゴンが現れたとしても、ダンジョン創造主──つまり『Ｍｉｇ』使用者に『それがどういう理屈でそうなっているか』っていう具体的なイメージがないと、昨日のやつみたいに中身スカスカのものになっちゃうんだよ」

「あー、そういえばそんなことを昨日も言ってたっけ。しっかしお前らほんと詳しいな。いつの間に勉強してたんだよ」

　感心していると、またも有あり島しまと加か藤とうは呆あきれるように息を吐いた。

「なあ有あり島しまよぉ。俺らの知識って常識じゃね？」

「とりあえず冒険者を目指してるなら、知っておくべきことだと思うけど」

　二人の眼差まなざしに居心地悪くなり、「い、いやだって今までは俺には関係ない世界の話だと思ってたからさ」と赤あか峰みねは弁解する。

「でもよぉ、ガンガン特番やってんだろぉ？　事件起したＶ＆Ｇ社のこともそうだけど、ダンジョンと冒険者も専門的に解説したりしてさぁ」

「俺のバイト漬け生活知ってるだろう？　ほら、ちょうど五年前なんだよ、色々忙しくなっちまった時期が」

　それを聞いた加か藤とうは表情を曇らせ、「あー、そういえばそうだったな」と漏らした。

「中学の時は早朝新聞配達、その後すぐ学校。放課後はお前らと遊ぶか、もう一仕事するかして、家に帰ったら寝るだけだ。高校に上がってからは朝も晩も働き詰めだし、知る由よしもねえっての」

「それはまあ……仕方ねえわな。あ、そういえばこの前コンビニでお前の母ちゃんに会ったんだけどよぉ、ちょっとやつれてなかったか？」

「やっぱ加か藤とうもそう思うか？　お袋、俺の進学のために金貯ためるんだ、とか言って働き過ぎんだよなぁ」

「ほんとマジで聖人だわ。うちの場合は親おや父じが蒸発した時点で学校辞めさせられて、働きに出されるぜ？　借金あったら尚なお更さら──」

　と、そこで有あり島しまが加か藤とうの肩を叩たたき、「加か藤とう、そういうのは口に出すもんじゃないだろ」と窘たしなめた。

「あっ、そうだな……悪い、赤あか峰みね！　ちょっと調子ぶっこき過ぎた」

「今更気ぃ使うなよ。それに冒険者になれば完済なんてすぐだってことが分かったんだ。むしろ笑って聞いてられるぐらいだって」

　すると有あり島しまの表情が強こわ張ばり、身を乗り出してきた。

「ちょっと待て赤あか峰みね！　お前、冒険者になるつもりなの!?」

「そ、そりゃそうに決まってるだろ。だから冒険者体験会に参加したんだろうが。お前もそうだろ？」

「いやまあ、そうなんだけど……でも辞退してもいいんだよ？　何で冒険者になるのが当たり前みたいな話し方なんだよ」

　有あり島しまだけではなく加か藤とうも怪け訝げんな表情をしており、二人の態度を見た赤あか峰みねは、昨日の体験会からこの時間までの間に下した二人の決定が何であったのかを察した。

「もしかして、二人は冒険者にならないのか……？」

　訊たずねると、二人は気まずそうに顔を逸そらし椅子に座り直した。

「昨日も言ったけど、僕は記念になると思ったんだ」と有あり島しまは言う「夢見てたゲームの世界が現実に現れたんだ、せっかくだから体験しておこう──って、そんな気持ちだったんだよ」

「まぁ俺も有あり島しまと同じようなもんでよぉ……まんまドラクエがやりたかっただけなんだよなぁ」

「そんなこと言っといて、冒険者になりたかったからこそ、そんなに知識蓄えてたんじゃないのかよ？　いいのか、こんなに簡単に諦めちまって？」

　有あり島しまはすぐには答えず、心底悔しそうな表情を浮かべてから言った。

「確かに、あわよくばって気持ちはあったけど、目の前で本物のドラゴン見て痛感したんだよ……ゲームの冒険が楽しいのは、それがフィクションだからなんだってことに」

「なあ赤あか峰みね、お前も辞退しろよ。今日の入団式に出なければいいだけなんだからさぁ。あんな危険な仕事、マジ止めておけって」

　加か藤とうに諭され、昨日のことを思い出し、赤あか峰みねの心は僅かながら揺れ動く。

　しかし、すぐに思い直すと、二人に向かって言った。

「いや……俺はやるよ。ようやく今の生活から抜け出す希望が見えたんだからな」

　有あり島しまと加か藤とうは顔を見合わせ、「それを言われるとなぁ」とぼやく。

　そこで昼休みの終わりを告げるチャイムの音が鳴り響き、クラスメイトたちが戻ってきた。

　赤あか峰みねも自分の席へと歩き出すのだが、背後から有あり島しまの声が追いかけてきた。

「赤あか峰みね、これだけは忘れるなよ。昨日のドラゴンの炎はダンジョン創造主の想像力不足でただの赤い空気だったけど、翼が巻き起こした突風は本物だったし、すごい威力だったんだからな」




　放課後、赤あか峰みねが電車を乗り継いで向かったのは、霞かすみヶが関せきにある総務省消防庁だった。四年前に国によって『冒険者ギルド』が設置されており、赤あか峰みねはそこで行われる入団式に参加する予定だった。

　四年前まで消防庁が入っていた合同庁舎二号館を通り過ぎ、幾つか角を曲がると、真新しいビルが見えてくる。そこが新たな消防庁舎であり、東京の冒険者ギルドの本拠地なのだが、それを目の前にした途端、赤あか峰みねの歩みは急激に遅くなった。

（危険だとか何だとか……有あり島しまたちのやつ、何でビビらすようなこと言うかなぁ……）

　『総務省消防庁　東京都冒険者ギルド総本部』と刻まれた大理石の向こうに、建物の入り口が見えている。だが、昨日の恐怖が蘇よみがえり、ついに足が止まってしまう。

（しっかりしろ、俺！　稼ぐんじゃなかったのかよ！　バイトも全部辞めたんだから、やるしかねえんだぞ！）

　頰を一発叩はたき気合いを入れたところで、「おい、邪魔なんだが」と背後から声がかかる。

　振り返ると、同い年ぐらいに見える目つきの鋭い少年が立っていた。

「え？　あ、悪い」

　横に避けると、彼は迷わずギルドへ向かって行く。もしかして、と思った赤あか峰みねは慌てて後を追った。

「なあ、お前も入団式に参加するのか？」

「そうだが？」

「そ、そうか、俺もなんだ！　俺以外に参加するやついないんじゃねえかと思ってたから、少しほっとしたわ」

「昨日の体験会には五十人近く参加していたんだ。お前だけが残るなんてのは変な話だろ」

「それもそうなんだけど、友人二人が辞退しちゃったもんだから心細くなっちまっててさあ」

　自動ドアを潜り、広々としたエントランスホールを抜けてエレベーターへ向かうと、場にそぐわない少女の姿が目に入る。

　エレベーター前で待っていた彼女はこちらに気づくと、肩ほどの長さの髪をなびかせてこちらに顔を向けてきて、「こんにちは」と花のような笑顔を浮かべた。

「二人も入団式に？」

「ああ、そうだけど」と赤あか峰みねは頷うなずく。「って、聞くってことは、もしかして？」

「ええ、私もよ。ちょうど良かったわね。エレベーターが来たところよ」

　まさか女性の志願者もいるなんて、と赤あか峰みねは小さな驚きを抱きつつ、二人とともにエレベーターに乗り込む。

　そして十階のボタンを押すのだが、そこで「ちょっと待って～！」という声が響いてきた。

　慌てて扉を開くと、一人が飛び込んでくる。

「いやーどうもどうも！　乗れてラッキー！　あ、十階押してもらえる？」

　そう言って顔を向けてきたのは、ショートボブヘアで、身長は百五十センチあるかどうかの小柄な女の子だった。

「もう押してるぞ。お前も入団式？」

「そうだよ。そっちも同じみたいだね。よろー」

　軽い挨拶を口にする少女に浮かんだ笑顔はあどけない。どうやら年下らしく、中学生ぐらいに見える。
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（何だ、こんな小ちっこいやつもいるのか。冒険者ってそんな危険じゃないのかもな）

　近い歳としであろう彼らの存在は心強く、単純なことに不安はすっかり消え去った。

　十階に到着すると、一同は案内板に従って第二会議室へ向かう。赤あか峰みねは、「他にはどんな奴やつらがいんのかな」などと気楽な考えを巡らせながら、会議室の扉を開いた。

「ん？　あれ……？」

　するとそこに待ち受けていたのは、冒険者になろうとする大勢の同志たち──ではなく、並べられた空の椅子と、奥の演台の前で待ち構えていた、ギルドの職員らしき三人だけだった。

　一人はスーツ姿で厳しい顔つきの女性で、隣の二十代後半ぐらいに見える男は、防火服をスマートにしたような形状の冒険者用活動服を着ている。残す一人は白衣姿の白髪混じりの男で、彼はすぐさま赤あか峰みねたちに気づき、声を張り上げた。

「やあ、よく来てくれた！　冒険者志望者だね？　さあこっちに来て座りたまえ！　ほらほら、さあさあ！」

　赤あか峰みねは他の三人とともに演台のすぐ目の前の席に座るのだが、背後の空席のことが気になって仕方がなかった。左隣のショートボブの子も、そして右隣に座るセミロングの少女とその向こうの目つきの鋭い少年も同じらしく、視線に落ち着きがない。

　その間にスーツ姿の女性は演台の前に立ち、赤あか峰みねたちの様子に構わず話し始めた。

「さて、さっそくだが入団式を行う。まずは入団を決意してくれた諸君に、多忙の消防庁長官に代わり次長の私が謝辞を述べよう」

　次長と名乗る彼女はそのままスピーチを続けようとしていたので、赤あか峰みねは慌てて手を上げた。

「あ、あの、まだ他の人たちが来ていないみたいですけど、待たなくていいんですか？」

「我々は三十分前からここで待機していたが、来たのは諸君だけだ。つまり、そういうことだろう」

「えっ、そういうことって……？」

「昨日の体験会で恐れをなし、冒険者になることを諦めたのだろうということだ。まあ……当然の反応だろう」

　『当然』という言葉が妙に響き、居心地が悪くなってきてしまう。しかし、何となく横に並ぶ三人を見やると、彼らは逆に落ちつきを取り戻していた。

「よって、諸君には敬意を表したい。昨日体験してもらった恐怖を乗り越え、ここに辿たどり着ついた強き意志には大いに期待している。その期待を表すために歓待の式典でも開いてやりたいところだが……私もまた多忙のため、諸君に任せることになる『冒険者』という職務について説明を始めさせてもらう。が、その前に……まずはどの程度の知識があるか試させてもらおう」

　そこで白衣の男が黒い物体を持ってきて演台の上に置いた。

　それはピラミッド型の土台の先端に湾曲した円盤が傾かしいだ状態で取りつけられた形状をしており、土台にはスイッチがあった。次長がそれを押すと、円盤の表面に様々な色に変化する幾何学模様が浮かび上がり、縁ふちのＬＥＤランプが緑色に点灯する。

　そして彼女は、「これが何か分かるか？」と言って、射抜くような眼光を赤あか峰みねに向けた。

「は、はい！　何かのアンテナかスピーカー……ですかね？」

　すると、「えっ」と左隣から声が聞こえてくる。ショートボブの子が信じられないものを見る目を向けてきていた。

「もしかして俺、変なこと言った？」

「うーん、変なことと言えば……そうなのかな？」

　ショートボブの子が確認するようにセミロングの少女に視先を向ける。赤あか峰みねも顔を向けると、彼女は困ったような笑みを浮かべた。

「えっと、『Ｍｉｇ』は知ってるわよね？」

「そりゃな。さすがにその名前を聞いたことないやつはいないだろ」

「あれがそうよ」

「えっ!?　そ、そうなのか……もしかしてこれ、常識だったり……？」

「そんなことはないと思うわ。知らない人はきっと知らないわよ」

　少女の慈悲深い笑みにほっとしかけるが、彼女の向こう側の少年は呆あきれたように溜ため息いきを吐いて言った。

「しかし、知らない人間は少ないだろう」

「あー、ははっ、そうなのね……いや実は俺、冒険者に興味持ったの、つい最近なんだよな」

　気まずさを苦笑で誤魔化してみるが、少年は興味なさそうに肩を竦すくめると、「代わりに俺が」と次長に向かって話し始めた。

「隣の彼女が言った通り、それは『Ｍｉｇ』で間違いないでしょう。正式名称は『精神干渉波発生装置』、その形状は一般公募で送られてきたデザイン案を採用したもので、最も販売数が多かったモデルです。他二つのモデルがありますが、三タイプ全てに同様の不具合があり……この世界にダンジョンなる奇妙な世界を創り出しました」

　少年の説明を聞き終わると、「その通り。素晴らしい解答だ」と次長は感心してみせた。

「反応を見る限りでは、みな知識を深めて来たようだな。一人を除いてだが」

「……もしかして俺、場違いだったりします？」

「いや、そんなことはない。責めているように聞こえたのなら謝罪しよう。知識の多寡に関わらず、多くの者のためにギルドの門は大きく開かれている。意外に思うだろうが、『Ｍｉｇ』の名前すら知らない者が冒険者になることもあるのだ。だから安心したまえ」

　それから次長は演台の上に置かれていたリモコンを操作し、スクリーンを下ろした。

　そこに、演台の上にあるアンテナタイプの『Ｍｉｇ』と、円柱型、そして東京タワーに似た形状の機械が映し出される。

「これら『Ｍｉｇ』は、本来、精神病の治療や子供の学力を向上させるためのものだった。仕組みは、脳内電気信号を『Ｍｉｇ』に送信するマイクロチップを体内に埋め込み、『Ｍｉｇ』は受信した信号を解析して、その者にとって最も効果的な干渉波を送るというものだ。

　……しかし、チップは近くにある『Ｍｉｇ』全てにデータを送信してしまう不具合があり、処理しきれなくなった『Ｍｉｇ』はデータを外に放出してしまう。それを近くの『Ｍｉｇ』が受け取り、同じように電気信号を放出してしまう。それを繰り返すことで──」

　背後のスクリーンの映像が切り替わり、今度はとあるマンションの一室が映し出される。

　何の変哲もない生活感のある部屋だが、中央には奇妙な虹色の球体が鎮座していた。

「──このように、我々がダンジョンと呼称する『イメージをマトリクス具現化する空間・フイールド』が形成される。その目で見て、その身で体験してもらった通り、この球体の中には部屋の主──『Ｍｉｇ』使用者の脳内イメージの世界とされる、異質な空間が広がっている」

　そこで次長は一息置き、再びリモコンを操作した。

　スクリーンが天井に上がっていき、同時に背後のブラインドが横にスライドしていく。露あらわになった窓は天井から床までの大きさで、少し首を伸ばすと東京の町並みが一望できた。

「説明を聞いて察した者もいると思うが、『Ｍｉｇ』は家庭をターゲットに作られた商品だ。Ｖ＆Ｇ社の経営戦略によって日本中のマンション居住者がこの商品を購入し、そしてマンションのダンジョン化事件が起きた。

　我々が担当する東京都内でいえば、約十二万棟あるマンションの六割がダンジョンと化しており、現在進行形で冒険者によってマンションの正常化が進められているが……一向に完遂の目め処どは立っていない。その理由は単純。東京のギルドに所属する冒険者の数は約三百人しかいないからだ。なぜこうも人手不足なのか……知っているかね？」

　ふとそこで、赤あか峰みねは昨日の体験会前の有あり島しまたちの説明を思い出した。

「ダンジョンに入るには年齢制限をクリアしなきゃならないんじゃなかったでしたっけ？　ええっと、確か最高年齢が……」

　言いい淀よどむと、右隣の少女が「二十五歳よ」と囁ささやいてくれた。

「そうそう、二十五歳！　だから慢性的な人手不足……なんですよね？」

　それを聞いた次長は、「よろしい」と言って頷うなずいた。

「では、なぜ年齢制限というものが存在するか知っているだろうか」

　それについては聞き覚えがなく、赤あか峰みねは「お前知ってる？」と左隣のショートボブの子に助けを求める。すると彼女は、「ええ？　そこは知らないのか……」とまたも目を丸くしていた。

「人の脳みそは現実世界で生きていくために、歳としを取るにつれて一部の神経を退化させているらしいんだよ。そんで現実のために調整されつくされた脳みそは、ダンジョンっていうヘンテコな世界を受け入れられなくて、拒否反応を起こすんだって。具合悪くなっちゃったり、最悪廃人になっちゃうとか」

「へぇ、それで制限かけてんのか」

　なるほどなー、と納得していると、「あくまでも二十五歳は限界値だがな」と横から少年の声が聞こえてきた。

「ダンジョンによって制限は変化し、ダンジョンの難易度が高くなればなるほど若い人間しか入れなくなる。つまり……十代の俺たちには、とてつもなく大きな期待が向けられることになるはずだ。多くのダンジョンに潜ることが出来るんだからな」

　そして少年は次長を見やり、「そうですね？」と訊たずねた。

「そこまでの自覚があるとは、あっぱれと言う他ない……プレッシャーをかけることになるだろうが、あえて言わせてもらおう。その通りであると」

　次長はその無感情な顔を険しくし、鋭い視線を浴びせてきた。

「諸君は何らかの願いや夢を抱き、目的があってここへやって来たはずだ。それは構わない。我々は出来うる限りそれを尊重する。だが──」

　ドンッ、と演台に手を突いた次長は声を荒げて言った。

「これだけは忘れないで欲しい！　『冒険者』に『ギルド』と、テレビゲームを連想させる子供騙だましな名称を使用しているが、本来ギルドは『特殊空間救助隊』という名であり、冒険者はそこに所属する『特別救助隊員』だということに！

　ダンジョンを形成する『Ｍｉｇ』の機能を停止させれば、ダンジョンは消滅する。よって、君たち冒険者の任務は、ダンジョンのどこかにある『Ｍｉｇ』のスイッチを切ることで間違いない。間違いないが、『Ｍｉｇ』の傍そばには必ずダンジョンに取り込まれた『Ｍｉｇ』使用者──つまり部屋の主がいるのだ！　その者を救出するのが我々の本来の在り方であり、目的である！　したがって、ダンジョン攻略はあくまでも人命救助によって為なされるのだという意識を持って行動して欲しい！　そして世間にその偉業と功績を示すことで、我々の存在意義を示し──」

　言葉に熱が帯び始め、怒鳴り声になろうとしていた時、「はいはい、そこまで」と白衣の男が割って入った。

「まったく、これだから役所の人間は……あのねえ次長、君の話、長くて退屈なんだよ。しかも顔が怖いから尋問でもされているかのような気分になってくるんだよね。ほら見てみろ、四人とも君の鬼気迫る様子に戸惑っているじゃないか。彼なんて脅おびえているぞ」

　白衣の男がにやついた顔を向けてくるので「い、いや、そんなことはないですよ！」と赤あか峰みねは首を振るが、実際のところ次長の迫力に圧倒されて体が強こわ張ばっていた。

「……室長、私は彼らに必要なことを説明しているまでだ。自分の出番まで黙っていたまえ」

「何が必要だって？　本質とか意義のことかい？　馬鹿馬鹿しい！　ここはギルドだよ？　ゲーム世代が憧れた『冒険者』という夢の職業を斡あつ旋せんする組織だ。成り立ちや本来の名前がどうであれ、ギルドと名乗ることが決まっているのだから、彼らに夢を見せなくちゃいけないんじゃないかと私は思うがね」

　彼はそう言って一歩前に出ると、赤あか峰みねたちに向けて話し始めた。

「初めまして！　私はこの東京都冒険者ギルドの長、つまりギルド長ってやつだ。まず言いたいのは、彼女が言ったことは忘れてくれってことだな。救助隊がどうとかっていうのは、『若者を利用して危険な目に合わせるな』っていう世間からの批判を回避したいがための言い訳でしかないんだよ」

　それを聞いた次長は鬼の形相を浮かべて口を開いたが、封じ込めるようにギルド長がまくし立てた。

「冒険者は夢の職業！　ゲームみたいにダンジョンに現れる『エネミー』を退治するもよし！　トレジャーハントに勤いそしむもよし！　最後にちゃんと攻略してくれれば、ある程度の自由にやってくれていい！　ただし、それは特別な力をもつ者だけに許された特権だ！　それもまたゲームと同じ！」

　ふと背後に気配を感じ、赤あか峰みねは振り返る。と、そこには白衣を着た女性が立っていた。他の三人も同様である。

「体験会の最後にお渡しした契約書はお持ちいただけたでしょうか？」

「へっ？　……あ、ああ、はい」

　鞄かばんから書類を一式取り出し、渡す。白衣の女性はさっと目を通し、笑顔を向けてきた。

「こちらのサインは直筆でしょうか？」

「そうですけど」

「では、どのような事が起きようと全ては自己責任であり、ギルドより求められる協力には応じなければならないという内容を、十分に理解し、納得されているということですね？」

「も、もちろんです」

　すると白衣の女性は笑顔を顔にはりつけたまま、ポケットから何かを取り出す。

　それは拳銃のような形をしており、銃口にあたる部分には鋭い針が突き出ていた。

「あ、あの、それをどうするおつもりで……？」

　言い知れぬ不安を覚えて赤あか峰みねは中腰になる。が、白衣の女性は背後に回りこみ、押しつけるように座らせてきた。

「準備はいいようだね？　よーし、ここからは授与式だ！　さあ受け取りたまえ！　誰もが夢見る、摩ま訶か不ふ思し議ぎな力を！」

　ギルド長のその言葉を合図に、白衣の女は後頭部に拳銃型の注射を向けると、容赦なくトリガーを引いた。

「ッ!?　いッデェェ!!」

　激痛のあまり地面に倒れ込むと、「んがっ!?」「ぐっ!!」「痛っ!!」と次々に声が聞こえてくる。見れば三人も首筋に針を撃ちこまれたらしく、もがき苦しんでいた。

「な、何だよいきなり……！」

　刺された部分を気にしていると、白衣の女性が目の前にスマートフォンらしきものを差し出してくる。

　受け取ると、画面に竜の頭を幾何学模様で表現したかのようなマークが表示され、『認証完了』の文字が浮かび上がった。

「オーケー、これで力の授与は完了だ！　今手渡したのは『タリスマン』といって、ダンジョンに潜入する鍵であり、そして君たちの武器となる。名前は護符を意味するが、言わば勇者の剣だ。アーサー王が引き抜いたエクスカリバーであり、ヤマタノオロチを倒した天羽々斬剣あまのはばきりけんでもある、すんごいアイテムで──」

　ギルド長が鼻息荒く語り始めたところで、「いい加減にしたまえ」と次長が我慢の限界とばかりに割って入ってきた。

「室長、いたずらに煽あおるな。彼らはこれから危険な任務に就くのだぞ？　いい加減、その心構えを説くべきではないのか」

「心構えー？　さっきの君の説明だけで十分だろう。そうやって脅すから人が集まらないのが分からないのかね？　あと、室長じゃなくてギルド長って呼んでくれたまえよ！　せっかく演出した雰囲気が台無しじゃないか！」

「……室長、常時人員不足の第一の原因は、次々と新人が辞めていくせいだと知っているはずだろう。そして辞めていく者たちのほとんどが、過酷な任務のせいだと言っていることもな。だからこそ、今のうちに覚悟を決めてもらわねば──」

　赤あか峰みねたちを放っておいて、次長とギルド長の二人は言い争いを始めてしまい、止まる様子はない。

（おいおい、大丈夫なのか？　この組織……）

　呆あきれていると、すぐ傍そばで待機していた冒険者らしき男が「すまないな、いつものことなんだ」と言って近寄ってきた。

「上の連中のこの有あり様さまには驚いただろ。それも仕方ないんだ。説明にあった通り、二十五歳以上は現場を遠目からですら見ることが出来ないから、イマイチ状況を把握出来ていないのさ。だからこそ、俺たちが主役となって、俺たちで組織を動かしていくことになる。みんな、よろしくな」

　そう言って握手を求めてくるので、赤あか峰みねたちは立ち上がってその手を取った。

「お前、昨日の今日でよく来れたな。あんな思いしたのに。見上げた根性だ」

「え？　……あっ！　昨日の！」

　目の前の男性は、昨日、黒い竜に襲われた時に助けに来てくれた者だった。

　その時の彼は、まさに戦士。それこそゲームのキャラクターのように、鬼気迫る様子で竜の首に大剣の一撃を見舞っていた。

　だが今の彼は、現実世界の住人らしく緊張感のない笑顔を浮かべている。

「俺は熊くま谷がい。これからお前たちの教官を務める。冒険者と聞いて自由な活動を想像していたかもしれないが、最初は攻略のノウハウを覚えてもらうため、しばらくは俺の指示に従ってもらう。ということで、さっそく色々と説明していきたいんだが……さて、何から話せばいいんだろうなあ」

「あの、いいですか」と、ショートボブの女の子が声を上げる。「教官はわたしたち四人全員の教官なんですか？」

「そういうことになる。正確に言うと、このパーティの担当だ」

「パーティ？」と、今度は目つきの鋭い少年が声を上げた。「ここにいる四人がチームを組むってことですか？」

「そうだ。生存率向上とダンジョン攻略の効率を考え、冒険者は四人から六人でパーティを組むことになっている。今回はお前たち四人しか残らなかったことだし、そのままパーティを組んでもらおうと思う」

　赤あか峰みねたちは思わず顔を見合わせる。皆一様に緊張した面持ちをしていた。

（簡単に決まっちまったけど、三人とも明らかに十代だよなぁ？　何だか頼りないけど……って、みんなも同じように思ってんだろうな……）

　そうこう考えていると、「やっぱ予定通り、向こう行ってから説明すっか」と熊くま谷がいは言い、演台の横に用意していたダンボールから自分が着ているものと同じ活動服を引っ張り出して渡してきた。

「ほら、ぼけっとしてないで早く着替えろ、目測で適当に選んだから、合わなかったら言ってくれ」

「言ってくれって……これ着てどうするんですか？」

　赤あか峰みねが訊たずねると、熊くま谷がいは朗らかな笑顔を浮かべて答えた。

「さっそくダンジョンに潜るぞ。聞くより体験した方がいいだろ」




　活動服に着替えた後、熊くま谷がいの案内で地下にある駐車場に向かった。

　指示に従い、赤あか峰みねたちはギルド所有の出動用バンの後部座席に乗り込む。四人が座るのを確認した運転席の熊くま谷がいは、「じゃあ行くぞ」と言ってアクセルを踏み込んだ。

「あの、どこ向かってるんですか？」

　赤あか峰みねが訊たずねると、「八はち王おう子じだよ」と熊くま谷がいはハンドルを切りながら答えた。

「これから俺たちは、『Ａパレス八はち王おう子じ』ってマンションの三○六号室のダンジョンに潜る」

「おー、特殊部隊の作戦会議みたいすね。後部座席が向かい合ってんのとか、すげえそれっぽいし」

「実際、俺たちって特殊部隊みたいなもんだし、ブリーフィングしてるわけだからな」

「それにしても、いきなりダンジョンに潜って何させられるんですか？　心の準備がイマイチ出来てないんですけど……」

「安心しろ。ゲームの最初でも、どうやって攻略を進めていくのか解説が入るだろ？　それと同じだ」

「なるほど、チュートリアルってことですか」

「ギルド長はある程度好き勝手やっていいなんて言ってたが、攻略には流れってのがあんだ。それを覚えてもらう。あとはタリスマンの使い方もな。ちゃんと持って来てるな？」

　他の三人がさっと取り出したので、赤あか峰みねも慌ててズボンのポケットから取り出した。

「これ、一体何なんすか？　スマホっぽいですけど」

「そのまんまスマホだよ。電話もメールも出来るし、アプリのダウンロードも可能だ。当然一般のものとは少し違うんだが……それは追々説明していく。口で言っても分からないこともあるだろうかな──と、いったところで俺の話は終わり。ダンジョンに着くまで好きにしてていいぞ」

「好きにって……急に言われてもなぁ」

　他の三人に顔を向けると、彼らも困惑を浮かべていた。

　赤あか峰みねは少年と並んで座り、向かい側の席に女子二人が並ぶお見合い状態で、顔が見えるだけに沈黙が続けば続くほど気まずくなっていく。

「あーっと……この活動服結構かっこいいよな。スマートだし、ポケット一杯あるし」

　居心地の悪さに耐えかねた赤あか峰みねは作り笑いを浮かべ、一石を投じてみた。

　すると、「何それ、ポケットにカッコ良さ感じんの？」とショートボブの女の子が笑った。

「でもま、カッコいいにはいいよね。確か有名な漫画家さんにデザインしてもらってんだよ」

「へえ、そうなのか」

　赤あか峰みねが感心するのと同じくして、セミロングの少女が「物知りなのね」と声を漏らしていた。雰囲気がぐっと柔らかくなったのを感じ、赤あか峰みねは勢いに乗って口を開く。

「なあ、せっかくパーティ組むことになったんだし、今のうちに自己紹介しとかないか？　俺は赤あか峰みね光こう。歳としは十七で、カモ坂って名前で有名な鴨おう坂さか高校の二年生だ。よろしくな。で、お前は？」

　隣で腕を組んで瞑めい想そうしている少年に話を振ってみると、彼は鬱陶しそうな視線を向けてきた。

「蒼あお倉くら……蒼あお倉くら霜そう夜やだ。歳としは十八」

「先輩だったのか。敬語使わないとな──じゃなくて、ですね」

「……気を使われるとこっちが疲れる。そのままでいい」

　言い終わると、我関せずと訴えるように再び目をつぶって黙り込んでしまう。

　扱いに困っていると、「じゃあ次は私ね」とセミロングの子が言った。

「私は桜お白しろ香花きようかよ。赤あか峰みね君と同じく十七歳で、高校二年生。聖せい鐘しよう学園に通ってるわ」

「聖せい鐘しよう？　どっかで聞いたことあるような……あっ、俺の学校のご近所さんじゃないか？」

「ええ、そうよ。どこかですれ違ってたかもね」

「駅からの道が一緒だから、ありそうだな」

　んじゃ最後に、と赤あか峰みねはショートボブの子に顔を向け、「次はお前な」と視線を送る。

「えーっとね……じゃあ、わたしは『緑みどり』ってことで！　十五歳だよ！　よろしく！」

「待て待て、『じゃあ』ってなんだよ、『じゃあ』って」

「だってほら、みんな名前に色が入ってんじゃん。赤に青に白って。だから私は緑みどりにしようかなって。戦隊物みたいでカッコよくない？」

「俺らの名前は偽名じゃなくて本名だぞ」

「分かってるよ。ほら、ネトゲとかの……そう！　ＰＮプレイヤーネームみたいなもんだと思ってよ」

「あん？　お前なぁ、ゲームじゃないんだぞ？」

　赤あか峰みねは納得いかないのだが、「嫌なら無理に名乗らなくてもいいんじゃないかな」と桜お白しろが言う。

「まあ、そう言うなら……それより、十代しかいないってのは驚きだよな。体験会じゃあ二十代ぐらいのやつ一杯いたよな？」

「私もちょっと驚いたわ」

「そもそもあんだけの数いたのに、たった四人しか残らなかったのがびっくりだよね」

「もったいねえよなぁ。給料すげえ高いし、特典も盛りだくさんなのに。知ってるか？　一年継続勤務で国立の大学に試験とか全部免除で進学させてもらえるってやつ。あと、五年勤務で公務員にしてもらえるんだよな。ちなみに俺は一年目の特典狙いつつがっつり稼いで、割りが良かったら五年目の特典目指すか、限界年齢まで働こうかなって考えてるけど、みんなはどうすんだ？」

　訊たずねると、蒼あお倉くらは相変わらずだが、緑みどりは「まあ、それはいいんじゃない？」と言って視線を逸そらし、桜お白しろは反応に困っているのか、苦笑のようなものを浮かべて答えることはなかった。

（あれ、もしかして地雷踏んだ？　でも、そうか……この年齢で冒険者になろうっていうんだから、俺と同じく訳アリな可能性高いし……答えづらい質問だったかもな……）

　気まずくなった雰囲気をどうしようかと迷っていると、バンが緩やかにスピードを落とし始めた。

「さあ到着だ」

　熊くま谷がいはそう言って、がらがらな駐車場のど真ん中にバンを停とめる。フロントガラスから外を見ると、六階建てのマンションがそびえていた。

　何の変哲もないマンションだが、人気が全くないせいか、異様な雰囲気を漂わせていた。




　『佐さ々さ木き』の表札のある三○六号室はすでにドアが開かれており、玄関から部屋の中までビニールシートが敷かれているのが見えている。熊くま谷がいが遠慮なく土足で入って行くので、赤あか峰みねたちも同じように靴を履いたまま上がり込んだ。

「さあ、今日潜入するダンジョンはこれだ」

　熊くま谷がいが示す居間の中は、虹色の球体がぎゅうぎゅう詰めになっていた。表面は海面のように絶えず色彩を変えており、まるで生き物のようでもある。

「な、なんかデカくないですか？　体験会のはこれの半分ぐらいの大きさだったような……」

「このダンジョンは昨日のダンジョンより巨大化のスピードが若干速いからな──と、ダンジョンは徐々に大きくなってるってのは知ってるか？」

「ゆっくり変化してるってのは初耳ですけど、デカくなること自体は。ほら、三年前じゃなかったでしたっけ？　横浜のダンジョンがマンションから溢あふれ出でるほど巨大化した事件」

「そういえば散々巨大化、巨大化騒がれてたからな。『Ｍｉｇ』を見たことないお前でも、さすがに知ってるか」

「うっ……ま、まあ、それは置いとくとして、これから俺たちどうすればいいんですか？」

「この虹色の球体に突っ込んでも、中は真っ暗で何もありはしない。だから、ダンジョンを開かなければならない。昨日はショートソードの中に仕込まれていた機能を使って入ったんだが、冒険者になったお前たちは、このタリスマンを使う」

　そう言って、熊くま谷がいはベルトに取りつけられているホルダーからタリスマンを取り出した。

「まずは起動しろ。一般的なスマホと同じだ」

　他の三人と同じく、赤あか峰みねもベルトのケースからタリスマンを取り出し、起動する。

　すると、画面には幾つかアプリが表示された。『連絡帳』、『設定』、『通話』など一般的な携帯電話機能を果たすものが並ぶ中、画面下部の枠の中にある二つの大きなアイコンが目立っている。

「剣と杖つえがクロスしているアイコンのアプリが、『クレスト・システム』だ。それをタッチして起動しろ」

　指示通りにすると、認証時と同じ竜の頭を模した図形が表示された。

「そこに表示されたクレスト──つまり紋章は、お前たちが勇者に選ばれた証あかしである……っていう設定があってな、そのアプリを起動して紋章を画面に表示させていると、それこそゲームの中の勇者みたいに不思議な力を発揮することが出来る。その一つとして──」

　熊くま谷がいがタリスマンを球体に向けた途端、黒い背景に赤い色で表示されていた紋章が、ダイヤモンドのような神こう々ごうしい輝きを放ち始める。

　眩まぶしさに目を細めた時、パキッ、と音が聞こえた。

　見ると、虹色の球体の表面に罅ひびが入っていた。

　その罅ひびは、小気味良くもどこか不気味な響きを鳴らしながらゆっくりと広がっていき、




　──まるで蕾つぼみが花弁を広げるように、表面の虹色の殻が捲めくれあがった。




「──っ！」

　昨日の体験会でも目撃しているが、その異様さに思わず唾を飲み込む。

　球体だった物は、まさに『花』のような形に変形しており、中心の穴からは真っ白な光が漏れていた。

（やっぱ気味悪ぃな……まずい、ちょっと体震えてきた……）

　寒さをしのぐかのように腕を擦って誤魔化していると、「さあ、準備はいいな？　二度目の冒険だ」と熊くま谷がいが言った。

　彼の言葉の力強さと強気な笑顔に励まされ、赤あか峰みねは逃げ腰だった足に力を入れる。

　そして熊くま谷がいや他の三人の後に続き、奇妙な花の中心の穴に踏み込んだ。

　中は真っ白な世界だが、壁と天井があり、大人が三人並んで歩けるぐらいの廊下になっている。物体らしきものは見当たらないが、正面のずっと奥に点のようなものが見えた。

　その点に向かって歩いて行くと、現れたのは和風の扉──というより、障子そのものだった。

「ここがこのダンジョンの入り口だ」

　熊くま谷がいはそう言って、金きん箔ぱくで薄すすきの模様をあしらった豪ごう奢しやな障子を勢い良く開いた。

「よし、潜入だ」

　最初に熊くま谷がいが潜くぐり抜ぬけ、蒼あお倉くら、桜お白しろ、緑みどりと続く。

　赤あか峰みねは脳内に黒い竜の姿が浮かんだことで躊ちゆう躇ちよしてしまったが、「ここまで来て引き返すのはないだろ」と気合いを入れ、大股で障子の向こうの世界に飛び込んだ。




「う、お──何だ、この世界……!?」

　まず目に飛び込んできたは、世界を包み込む赤い色彩だった。

　朱色に染められた和風の建物が並び、至るところに提ちよう灯ちんが吊つり下さげられ、橙だいだい色いろを放っている。

　遠くには朱色の塀が見え、四角くこの世界を区切っており、塀の一点には天守閣が見えた。

　「きゃははは！」「わっはっはっは！」という大おお袈げ裟さな笑い声に釣られて近くの建物を見やると、笑い合うちょんまげ頭の男と舞妓風の女性の影、そして笛を吹く子鬼のような姿が障子に浮かび上がっている。

「吉よし原はら遊郭、といったところか」と蒼あお倉くらが言い、「何だかタイムスリップしたみたい」と桜お白しろは言う。そして緑みどりは、「でも、現実世界でないことは確かだね」と、空に浮かぶ満月の上で一生懸命に餅をついている兎を見据えて言った。

「昨日は城郭都市で、今回は吉よし原はら遊郭か……ダンジョンって、こんなに様子が違うんですか？」

　赤あか峰みねが訊たずねると、「人の頭の中ってのは、それだけ異なるってことだな」と教官は返してきた。

「そんじゃ研修に入るぞ。ほら、タリスマンの右下のアプリをタッチしろ。『クレスト・システム』の隣のやつだ」

　赤あか峰みねは世界に魅入って呆ほうけていたが、どうにかタリスマンに意識を移し、分厚い本のマークをタッチした。

「それは『ライブラリ・ツール』と言って、自分や仲間、同じダンジョンに潜入中の冒険者のプロフィールなんかを確認出来る。トレジャーの鑑定と管理とか、全国のダンジョンの情報を調べることも出来るが……まあ、他の機能は家に帰っていじりながら覚えろ。まずは、『マッピング』を覚えてもらう。上部にある『マッピング』のタブを押してくれ」

　言われた通りにすると、画面にグリッド線が表示され、画面下部の枠の中には建物や木、山や川などを表すアイコンが並んでいる。

「今回はこの障子だが、ダンジョンの出ポ入ーりタ口ルは必ず扉の形をしているんだ。この世界みたいに周囲に似たような扉が一杯あって、位置を忘れちまうようなことがあったら、現実世界に帰れなくなっちまう。だから、何をするにしても、まずはマッピングから始めなきゃならない。

　……ということで、さっそく始めてもらうんだが、やり方は実に簡単。画面を撫なでるとその通りにラインが引かれ、道を表す。そんでラインの横に、適宜アイコンをドラッグ＆ドロップで持っていくだけだ。さあ俺の後について来ながらやってみろ。赤あか峰みねは昨日みたいに迷子になるなよ」

「わ、分かってますよ！」

　歩き始めた熊くま谷がいについて行くと、画面中心の赤い点と四つの灰色の点が進行方向に動き出した。赤い点が自分の位置を示し、他の点は近くにいる四人を示しているようだった。

（何だかゲームやってるみたいで緊張感ないな……気楽でいいんだけど）

　マッピングしつつ、観光がてら周囲を眺めていた赤あか峰みねだったが、ふとダンジョンの広さが気になった。

「外から見たら部屋一杯ぐらいの大きさしかないのに、何でこんな広いんだろうな。大体、人の頭の世界に俺らはどうやって入り込んでんだ？」

　すると緑みどりが、「赤あか峰みねはほんとに何も知らないんだなぁ」と呆あきれたように言った。

「さっき入団式で頭に何か打ち込まれたでしょ？　あれ、脳内電気信号を読み取ってタリスマンに送信するチップなんだけど」

「えっ、そんなもん打ち込まれてたのか!?　『ギルドの要請は断れないぞ』みたいな曖昧な契約で、よくもまあこんなエグいことやるよなぁ」

「いやいや、ちゃんと書いてあったから。契約書の他にどんな処置を受けるかの説明書があったじゃん」

「…………、あっ。そういえば、寝落ちして読めなかった冊子があったな……あ、はは、存在ごと忘れてたわ」

「ええっ？　赤あか峰みねってほんとにわたしより年上なのか疑問に思えてきたよ……とにかくさ、そのチップは読み取ったわたしたちの意識のデータを『クレスト・システム』を使って、ダンジョンのどっかにある『Ｍｉｇ』に送信したんだよ。そんで、『ダンジョン創造主の頭の中に元々存在していた』って誤認させて、わたしたちはこの世界で自分の存在を確立させてんの」

「あー、うーん……んん？　意識だけこの世界に存在してるみたいな説明だけど、でも俺ら、ちゃんと肉体ごとこの世界に入って来たよな？」

「それはね、どういうことかというと……実はよく分かってないんだよね」

「は？　分かってない？　分かってないっていうのは……どういうこと？」

　訊たずね返すと、緑みどりの隣を歩く桜お白しろがクスリと笑った。

「あ、ごめんなさい。面白い返し方だったから」

「ドヤ顔で『分からない』なんて言われたら、そうも言いたくなるって」

「でも緑みどりちゃんが言ったことは本当よ。虹色の球体マトリクス・フイールドが割れる理由や、中に入ることが何を意味するかも分かっていないし、私たちの肉体がどうなっているのかも、この異世界が本当に存在しているのかどうかも……タリスマンを開発したギルドですら分かっていないの。『クレスト・システム』だって、元々は他人の意識を『Ｍｉｇ』に送り込むとどんな反応が起こるか調べる実験で、副産物として生み出されたものだしね」

「俺らは分からないことだらけの世界で働かされるってことか。急に寒気してきた……」

　と、そこで、「少し違う」と一歩先を歩いていた蒼あお倉くらが口を開いた。

「ダンジョン内で怪け我がをしたら、現実世界に戻ってもそのままだ。そしてダンジョン内にある物体を現実に持ち帰ることも可能……となれば、やはりダンジョンはどこかの次元に実在し、俺たちは肉体ごと潜入しているってことになる」

「じゃあ、俺たちがいるこの世界は、本物の異世界だって言いたいのか？」

「ああ、ギルドはそのように考えているらしい」

「ほ、ほんとかよ、それ……い、異世界ねえ……？」

　落ち着きなく周囲を見回していると、「よし、到着」と言って熊くま谷がいは、川沿いの大きな桜の前で足を止めた。

「これでマッピングの練習は終わりだ。次の訓練行くぞ。確かにマッピングは大事で早めに覚えて欲しいんだが、次の訓練が今回の冒険の目的だったりする」

「まだ入り口付近しか描いてないですけど、いいんですか？」

「画面の右下の更新ってボタン押してみろ」

　言われた通りにすると、グリッド線の画面がくるりと回転し、ドットによって建物から川まで詳細に表現されたマップが表示された。

「うおっ、すげ！　ダンジョン全体が完璧に描き込まれてるじゃないですか！　ってか、どうやってこんなの描くんですか？　そんな機能ありましたっけ？」

「それはギルドが作ったマップな。冒険者が作成した簡易マップのデータを纏まとめて、こうやって仔し細さいに作り上げて配信するんだ。ほら、北の天守閣に点がごちゃごちゃ集まってるだろ？　六チームいるんだが、こいつらが何か月もかけてすでにマップを完成させていたのさ」

「じゃあ俺らやる意味なかったんじゃ？」

「まあそうなんだが、ここは碁盤目になっててやりやすいだろうから、訓練に利用させてもらったんだよ」

　そういうことか、と納得しつつ再度マップに視線を落とすと、自分たちがいる位置に黒い渦のマークがあることに気づいた。

「教官、このマークは？　桜の木に重なってますけど」

「気づいたか。実は俺はそのポイントに向かって歩いてきたんだ。一体何だと思う？」

「まあ、良くないことが起きそうですよね。ゲームで言えばトラップとか？　床が抜けるとか、岩が転がってくるとか」

「お、いい線ついてんじゃねえか。このダンジョンの創造主はローグ系のゲームが好きだったらしくてな、赤あか峰みねの言う通り、このポイントに触れるとトラップが発動する」

　そう言って熊くま谷がいは、桜の幹に手を置いた。

「えっ、ちょ、なに触ってるんですか！　トラップが発動するんでしょ!?」

「次の訓練に必要なことなんだよ」

　一体何の……と訊たずねようとしたところで、「ねえ、何か変じゃない？」と桜お白しろが緊張した声で言った。

　ずっと響き渡っていた男と女の笑い声と笛の音が消えていた。

「な、何だ？　急に静かになって……」

「待て赤あか峰みね、耳を澄ましてみろ」

　蒼あお倉くらの言う通りにしてみると、囁ささやくような声が聞こえてくる。




　……触っタ……触りましタよ、ホホ……そのようじゃノォ……異物、いぶつ、イブツ……テキよ、敵襲よ……排除、排除せねば……ヒィーッヒッヒ、誰が行く誰が行く……誰でもヨいではないですか……そうですな、皆さんで行きましョう……さあさ、早く、早く……いいですか、いきますヨ……？




　周囲の建物の障子に映っていた男女の影が、突然立ち上がり、こちらに近づいてくる。

　そして、一斉に障子が開かれ──

「っ!?　な、なんだアレ!?」

　姿を現したのは、ちょんマゲ男でも舞妓まいこでも子鬼でもない。

　二足歩行だが、青白い肌の上に鱗うろこが光り、顔は平べったく二本の太いヒゲが生え、首筋にはエラがある。そして手と足の指の間にはある膜は、水かきとしか言いようがない。

「ふ、ファンタジーでいなかったっけ？　ああいうの」と緑みどりが言う。「ゲームの敵として出てくるやつでさ」

「あ、ああ、サハギンのことか？」

「あっ、そうそう、それ。ナイス赤あか峰みね」

「いやクイズしてる場合じゃねえだろ！　囲まれてるじゃんか!?　どうするんすか、教官！」

「大丈夫、大丈夫。このダンジョンのエネミーは弱っちいからな。んじゃさっそく、戦闘訓練を始めるぞ」

「訓練て武器も無しに!?　素手で相手しろっていうんですか[image: !!?]」

「いいや、武器はすでに持っている。お前らがさっき話していた『クレスト・システム』は、ダンジョンに潜入するためだけの装置じゃないんだぞ。ダンジョン内に俺たちの存在を確立させるのと同じ理屈で、頭の中のイメージを『Ｍｉｇ』に送信し、『元々存在している』と誤認させることで──」

「教官、話はなし長いですって！　奴やつら、すぐそこまで来て──」

　ざばっ、と音が聞こえ、熊くま谷がいの背後の川からサハギンが飛び出してきた。

　水かきのある指の爪は鋭く、引っ搔かれたら大怪け我がは免まぬがれない。赤あか峰みねは咄とつ嗟さに危険を知らせようとする。

　だが、それよりも先に熊くま谷がいは言った。

「──例えば、このような現象が起こる」

　熊くま谷がいは何かを握っているかのように、目の前に両手を構えた。

　途端、その両手の周囲に風が発生し、白い光が浮かび上がる。

　熊くま谷がいはその顔を戦士のそれに変えると、右足を軸に体を回転させ、

「『翔しよう塵じん』ッ!!」

　何かを唱えるとともに、両手を背後のサハギンへと振り抜いた。

「うっ……!!」

　暴風が発生し、赤あか峰みねたちのすぐ傍そばまで迫っていたサハギンは掬すくい上あげられるように吹っ飛んでいく。

　何が起こったのかと熊くま谷がいに視線を戻すと、その両手には、身の丈を超す両刃の大剣が握られていた。

「ギルド長に夢のような力だって言われたろ。全く持ってその通りさ」

　熊くま谷がいはそう呟つぶやき、赤あか峰みねたちに体を向けると、大剣を地面に突き刺してみせた。

「勇者の証あかしである『クレスト・システム』によって、俺たちは頭に思い描いた物を生み出すことが出来る！　知識があるに越したことはないが、想像で十分！　妄想で結構！　この世界限定ではあるが、憧れの武器を生成し、魔法を発現させることも出来る！　これが俺たち冒険者に与えられた力だ！」

　四人は揃そろって熊くま谷がいの話に聞き入っていた。その間に熊くま谷がいが生み出した突風に動揺していたサハギンたちが持ち直し、再び迫って来た。

「い、いきなりやれって言われても！　無茶苦茶過ぎでしょうが!?」

「戦闘はいつだって唐突なんだよ。それに対応する訓練でもある」

「で、でも……！」

「ぼさっとするな！　イメージしろ！　昨日のショートソードを思い出せ！」

　熊くま谷がいに怒鳴られ、赤あか峰みねは半信半疑ながら手を目の前に突き出す。

（い、イメージがそのまま現実に現れる？　何なんだよそりゃ、ありえねえだろ！　……いやでも今目の前で見たばっかなんだよなぁ!?）

　蒼あお倉くら、桜お白しろ、緑みどりも戸惑っているようで、「くそっ！　上う手まくいかん……」「ああ、難しいわ……！」「や、やばい、もう目の前だよ！」と意識はバラバラだった。

「順番に思い出せ！　大きさ、質感、重さって具合にだ！」

　サハギンたちは熊くま谷がいを危険だと判断したのか、赤あか峰みねたちだけにターゲットを絞り込んで迫ってきた。

　生臭い息を感じ、恐怖が背筋を駆け上る。意識が搔かき乱みだされそうになり、赤あか峰みねは必死に頭を回転させた。

（ショートソードは結構冷たかった！　鉄の感触だ！　えっとそんで、そこそこ重かったけど、振り回せないほどじゃなくて、そんで形は……形は──）

　その時、「ギィッ!!」と鳴き声を上げ、一匹が飛び掛かってきた。

「っ!!　あーもう何だっていいから、現れろォッ!!」

　赤あか峰みねは無我夢中に手を振り上げる。その瞬間、恐怖でイメージの全てが頭の中から吹き飛んでしまい、頭の中は真っ白だった。

　だが、腕を振り上げるという動作が功を奏した。

　黒い竜に挑もうとした記憶は未いまだ鮮烈に頭に残っており、剣を振り上げた時の感触が鮮明に蘇よみがえってきたのだ。

「っ!?　う、ぉ、らァッ!!」

　手の中に質量を感じ、思い切って振り下ろすと、いつの間にか握られていた金属の物体がサハギンの頭頂部に食い込んだ。

　そして勢いのまま、真っ二つに切り裂いてしまう。

「ガ、ガ──」

　二つになって倒れたサハギンは、溶けるように墨のような黒い液体となって地面に広がり消える。

　恐る恐る手元に視線を落とすと、昨日の体験会で借りたショートソードとそっくりなもの──ではなく、刀身がぐにゃぐにゃと歪ゆがんだ奇妙な剣が握られていた。

「ほう、一番乗りは赤あか峰みねか。意外だな。不細工だが、最初にしては上出来だ」

「きょ、教官の言った通り順番だ！　順番通り想像していけば現れた！　お前らも早く武器を作れ！　この数に襲われたらひとたまりもないぞ！」

　冷めやらぬ興奮をそのままにアドバイスを口にする赤あか峰みね。他の三人は頷うなずき、目をつぶるなどして集中する素振りを見せる。

　すると、蒼あお倉くらの手の中にも光が生まれた。

「いいぞ！　これでお前も戦える──って、え？」

　赤あか峰みねは蒼あお倉くらの手の中の物を見て、目がおかしくなったのかと思い、固まってしまう。

「よし、上等だな……」

　蒼あお倉くらはそう呟つぶやくと、自分の下に迫っていた三匹のサハギンに向かって、横薙なぎに両手を振り抜いた。

　途端、三匹は同時に真っ二つとなって地面に転がり墨になった。

　それを現実にしたのは、蒼あお倉くらの手に握られている西洋剣だった。剣の刀身は美しい銀色を放っており、鍔つばは青色で複雑な模様が刻み込まれている。柄には黒いグリップを巻いており、凄すさまじい凝り様だった。

「あ、蒼あお倉くら、何それ……ショートソードってそんなだったっけ？」

「明らかに刀身が長いだろう。これは俺のオリジナルのロングソードだ」

「オリジナル!?　そ、そんなあっさりと出来るもんなの？」

「『クレスト・システム』の仕組みは知っていたからな。どんな武器を使うか事前に決め、想像を固めてきたんだ。どうやら、あいつも同じらしい」

　蒼あお倉くらの視線を追って桜お白しろを見やれば、ちょうど彼女がイメージした武器が現れたところだった。

　彼女の武器もまたショートソードではない。そもそも刃物ではなく、先端に水晶が取りつけられた棒だった。

「つ、杖つえか、それ？　魔道士とかが持ってる」

「ええ、そうよ。想像通り言葉がトリガーになってくれればいいんだけど……」

　桜お白しろは意を決したように杖つえを構えると、「燃えてください！」と叫びながら突き出した。

　すると水晶が紅あかく輝き、その水晶から飛び出すかのように火の玉が現れる。

[image: ]

　それは昨日の竜が吐き出した炎とは違って熱を帯びており、目の前の道に固まっていたサハギンたちをまとめて焼き払ってしまった。

「うぇ、何その威力!?　お、お前らほんとに今日が初めて──」

　と、言いかけた時、レーザーのような光る何かが耳元を掠かすめた。

　驚いて横を向くと、緑みどりが黒い物体をこちらに向けていた。

「おっし、いい感じ！　イメージ通り！」

　その黒い物体は、遠くを見通すスコープのついた銃器──スナイパーライフルだった。

　緑みどりは銃床ストツクに右肩前面に押し当てつつ脇をしっかりと締め、スコープで照準を合わせてトリガーを引く。

　すると、ダンッ、と炸さく裂れつ音が鳴り、弾丸の代わりに光る球体が銃口から飛び出した。

「────っ!?」

　光弾、と言うべきそれは、またも赤あか峰みねの顔の横を掠かすめていく。赤あか峰みねは驚きのあまり尻餅を突いてしまった。

「あ、ぶね……!!　お、おま、殺す気か!?」

「助けてやってんだから文句言わないでよ」

　どさっと音がして横を見やれば、頭が吹っ飛んだサハギンが墨になって消えるところだった。その威力に呆あつ気けに取とられ、赤あか峰みねは口が閉じられなくなってしまう。

「いやーすごいな、あいつら」と傍そばで見ていた熊くま谷がいが言った。「まさか初日からオリジナル武器作って魔法まで発現させるとはなぁ。赤あか峰みね、お前はどうなんだ？　何かイメージないのか？」

　赤あか峰みねは立ち上がり、肩を竦すくめてみせた。

「いや、全然、全く……タリスマンのことも『クレスト・システム』のことも今日知ったばかりなもんで……」

「そうか。ところで、エネミーが来てるから早く対処しとけ」

「え？　おわっ！」

　気づけばすぐ横にサハギンが迫ってきており、その鋭い爪を振り上げていた。

　間一髪、横に飛び退いて躱かわすが、そこへ別の一体が攻撃をしかけてくる。

「っ!?」

　剣の存在を忘れ、赤あか峰みねは腕を顔の前に差し出して頭を庇かばう。そこへ熊くま谷がいが割って入り、大剣による横薙なぎの一撃で二体を粉砕した。

「気をつけろよ。いくら活動服がある程度防いでくれるとはいえ、あの爪をもろに食らっちまったらさすがにタダじゃいかんぞ」

「で、でしょうね……でも素人しろうとの俺がどうしろと!?」

「冒険者になりたいなら、がむしゃらになれ。あいつらのようにな」

　熊くま谷がいが顎で示した先では、蒼あお倉くらたちが必死な形相で戦っていた。初心者らしく連携もなければ立ち回りも下手ではあったが、勇敢に立ち向かい、次々とエネミーを撃破していく。

（す、すげえな、あいつら……それに比べて俺、情けねえ……尻餅突いちまうし、体は震えてるし……くそ、しっかりしろ、俺！　みんなやれてんだから、俺にも出来るはずだろうが！）

　赤あか峰みねは「よ、よしやるぞ！」と無理に声を上げ、体に活かつを入れる。

　そしてショートソードを構え、へっぴり腰ながら戦いに臨もうとするのだが、「赤あか峰みね、ちょっと待った」と熊くま谷がいが引き止めてきた。

「邪魔しないでください！　この勢い逃したら、腰砕けて動けなくなるかもなんですよ！」

「別チームからメールが来た。ボスと遭遇したってよ」

「ボス!?　そ、そんなのもいるのか、ほんとにゲームみたいだな……でも、それが何なんですか？」

「ボスは『Ｍｉｇ』と創造主を守護する存在だ。つまりボスの近くにその二つがあるってことだな」

「じゃあ早くスイッチ切ってもらってくださいよ！　それでこのダンジョンごとエネミーも消えるんでしょ!?」

「そうしたいのはやまやまだが、まだ『Ｍｉｇ』と創造主は見つけられてないそうだ。先にボスを倒してゆっくり探すってよ。ということで、今日の訓練は終了」

　熊くま谷がいは集まってきていた十数体のサハギンをたったの三回、大剣を振り回すことで撃破し、「集合！」と蒼あお倉くらたちに叫んだ。

「別チームがこのダンジョンのボスと戦闘に入った。場所は天守閣だから巻き込まれることはないだろうが、念のため俺らは撤退する」

　出現したエネミーを熊くま谷がいとともに見事一掃してみせた蒼あお倉くらと桜お白しろ、そして緑みどりだったが、それを聞いた途端、安あん堵どの表情を浮かべていた。

「さすがに限界みたいだな。しかし、初心者にしては上出来だ。最初からここまで動けるやつはそうそういないぞ。まあ、一名除いての話だが」

「……教官、わざわざ俺を見ないでくださいよ。情けないのは自分がよく分かってるんですから……」

「そう落ち込むなよ、赤あか峰みね。お前が普通なんだ。今度また頑張ればいいさ」

　そして熊くま谷がいは、「そんじゃ、帰りますかね」と続けて言った。それを聞き、赤あか峰みねは思わず深く息を吐き出す。

「あーようやく帰れる……案外楽な仕事なんじゃねえかって考えてた数時間前の自分をぶっ飛ばしたいですよ」

　などと赤あか峰みねは安あん堵どし切って言うのだが、その時、何かが爆発するような音が響いてきた。

「な、なんだ？」

　振り返ると、遠くの天守閣の頂上から煙が上がっているのが見えた。

　煙の中には巨大な蠢うごめくものがあり、目を凝らしてみると、それは毛むくじゃらの人の肉体に牛の頭を持つ化け物だった。

「うげ、何だあれ……サハギンの次はミノタウロスかよ」

　熊くま谷がいが「あれがこのダンジョンのボスみたいだな」と言うのを聞いて、一瞬恐怖に駆られる。だが、天守閣からはかなり距離があったために危機感はなく、「やっぱダンジョンて、すごいとこだな」などと赤あか峰みねは気楽なことを口にした。

　と、不意に、ミノタウロスは顔をこちらに向けてくる。

　視線は、真まっ直すぐ赤あか峰みねに向けられていた。

「へ……？」

　ミノタウロスは月に向かって吼ほえ、天守閣を飛び降り、姿を消した。

　すると、どん、どん、と何かを粉砕するかのような音が聞こえてきて、それは徐々に大きくなっていき、




　──すぐ目の前の建物の屋根の上に、どこかから跳んできたミノタウロスが着地した。




「っ[image: !!?]」

「グゥォァアアアッ!!　青リンゴォッ!!　この香りはキムラの臭ィィイイッ!!」

　ミノタウロスは身の丈十メートルは越す巨体を震わせて叫び、その巨大な拳を振り上げた。

「えっ!?　ちょっと待──」

　言いかけたところで熊くま谷がいにぐいっと襟首を引っ張られ、赤あか峰みねは投げ飛ばされた。

　思い切り尻餅を突いて痛みに声を上げそうになるが、一瞬前まで自分が居た場所がミノタウロスの拳で砕かれるのを目撃し、絶句してしまう。

「赤あか峰みね、何してる！　逃げるぞッ!!」

　その声で我に返れば、熊くま谷がいだけではなく他の三人もすでに駆け出していた。

　赤あか峰みねは慌てて立ち上がり、後を追いかける。するとミノタウロスも地面に突き刺さっていた拳を引っ張り出し、屋根に飛び上がると、こちらを見据えて追いかけてきた。

「な、何で追ってくんだよ!!　あいつ、俺を見てねえか!?」

　追いついた蒼あお倉くらに訊たずねると、「お前、このダンジョンの創造主と知り合いなのか!?」と訊たずね返してきた。

「ダンジョン化に巻き込まれた知人はいないはずだけど!?」

「なら、お前のどこかに創造主から大いに嫌われる要素があるんだろう！」

「どういうこと!?　何でそこで創造主の話が出てくんだよ！」

　そこで緑みどりが、「ボスもダンジョンと同じなの！」と割って入ってきた。

「ボスも含めた『エネミー』っていうのは、『Ｍｉｇ』のエラー処理機能が関係して現れてんだよ！　でも、やっぱり創造主の頭ん中の情報で構築されてんの！　赤あか峰みねは創造主が大嫌いな人とか恨んでる人とかと共通点があって、創造主の精神を脅おびやかす特大なエラーとして消されそうになってんだよ！」

「そ、そんな理不尽な！　俺、何も悪いことしてねえじゃんか！」

　そうこう話しているうちにポータルが見えてくる。

　助かった！　と歓喜する赤あか峰みねだったが、

「っ!?　みんな止まって！」

　背後を振り返った桜お白しろが、血相を変えて静止の声を上げた。

　それと同じくして影が過る。それを感じた次の瞬間には、頭上を飛び越えてきたミノタウロスが目の前に下りてきた。

「げっ!?」

「キムラ先輩ィィイイイッ!!　どコへ行クんですかァァァアアッ!?」

　ミノタウロスはその巨大な口を開き、首を伸ばしてくる。赤あか峰みねは「うぉわああ!?」とみっともなく悲鳴を上げて踏ふみ止とどまり、間一髪嚙かみつきから逃れる。

　だが、ミノタウロスはすぐに体勢を立て直し、摑つかみかかってきた。

「『翔しよう塵じん』ッ!!」

　赤あか峰みねの前に躍り出た熊くま谷がいは、掛け声とともに大剣を下段から頭上へと振り上げた。

　風が巻き起こり、赤あか峰みねの足元をすり抜けて巻き上がると、突風となってミノタウロスに襲い掛かる。

　浮き上がったミノタウロスは「グゥォァッ!?」と声を上げ、地面に背中から倒れ込んだ。

「お、おお、すげえ！　すげえけど、ノーダメージのような……」

　倒れたミノタウロスはうめき声を上げているが、肉体に傷は見受けられず、今にも起き上がろうとしている。

「かなり頑丈だな。さすがに俺でも一人であれを相手にするのは無理か……」

「じゃ、じゃあ俺らこのまま逃げ回るしかないってことですか？」

　すると熊くま谷がいは不敵な笑みを向けてきた。

「安心しろ、手段はある。ここからが冒険者の力量が発揮されるところだ」

　そう言うと、熊くま谷がいは赤あか峰みねだけではなく蒼あお倉くらたちにも視線を向け、「何か気づくことはなかったか？」と問いかけた。

「そこでぶっ倒れてるボスエネミーは、姿を現してから創造主の特徴を表す言動をみせている。それが何か分かるか？」

　赤あか峰みねはまずその質問の意図が分からず、ミノタウロスが気になって考えるどころではなかった。

　しかし蒼あお倉くらたちは熊くま谷がいの考えを汲くみ取とれたらしく、口々に言った。

「確か『青リンゴ』がどうとか言っていたな」

「『キムラ』っていう人名も出てきたわね」

「あと嚙かみつき攻撃とか？　わざわざ赤あか峰みねのちっこい頭を食いちぎろうとしてたよね」

「よしよし、上出来だ。武器の創造といい、三人は冒険者のやり方ってのをしっかりと予習してきたようだな。さて、赤あか峰みね。三人が言った情報から、何が読み取れる？」

「え？　えっと……？」

「……質問の意味も分からないって感じだな。仕方ない、今回は答えを教えてやる。ボスは『青リンゴ』の臭いと『キムラ』、そして『頭』という要素を組み合わせた『何か』をエラーとして受け取って攻撃してきてるわけだ。そっから推理すると……お前、ワックスつけてるだろ？」

「え、ええ。母親が使ってるのを……そういえば、青リンゴの香りだったっけ」

「だろうな。想像するに、このダンジョンの創造主は、『青リンゴの香り』の整髪料をつけた『キムラ先輩』とやらに不快な思いをさせられたんだろう。正確じゃなくても、恐らく大きくは外れていないはずだ」

「は、はあ……でもそれが何だってんですか？」

　すると熊くま谷がいは、「こうするんだよ」と言って大剣を目の前にかざしてみせた。

　途端、大剣は光の粒子となって消えてしまう。

「こ、この状況で武器手放すとか、何考えてんですか!?」

「武器で戦って勝ち目はない状況だろ。そういう時は頭を捻ひねらないとな」

　大剣が消えた後、再び熊くま谷がいの手の中に光が発生する。

　そしてそこから現れたのは、どろっとした液体の入ったバケツだった。

「うっ、すげえ甘ったるい臭い……何ですか、それ？」

「青リンゴのワックスだよ。これを塗った頭を持つ者が攻撃対象ってことなんだから、こうしてやれば──」

　熊くま谷がいはバケツの取っ手を両手で持ち、腰を落とす。そして砲丸投げのようにくるりと一回転し、ミノタウロスに向けてバケツを投げつけた。

　見事ミノタウロスの頭に当たり、顔面はワックス塗れとなる。

　するとミノタウロスは飛び上がり、辺りをきょろきょろと見回し始めた。

「き、キムラ先輩がァァ近くにいルルゥ!?　どこだキムラァ!!　二度も俺のオンナ寝取りヤガって、このヤリチン野郎がァああ!!　あ、ンン？　俺の頭……青リンゴのカホリがスルゥ!?　そうか俺がキムラだったのかァ!?」

　錯乱したミノタウロスは自分の顔を何度も殴りつけ、顔を地面に打ちつけた後、「こんばんは先輩ィ!!　ぶち殺しまァすッ!!」と叫びながら建物を頭で壊しつつ走り去っていった。

　啞あ然ぜんとしてミノタウロスが去っていった方を見ていると、「ま、こんなもんだ」と熊くま谷がいは言った。

「ダンジョンがどんなに不思議な世界だろうが、そこに存在するものは必ず創造主の生活や人間性、感情なんかとリンクしている。そこから解決策を見み出いだしてこそ、立派な冒険者だ」

「は、はは……なるほど、す、すごい勉強になりました……」

「んじゃ全力で走るか」

「は？」

「ボスを刺激しちまったせいで、エネミーがわんさか出てきやがった」

　はっとして見回すと、サハギンたちにすっかり囲まれてしまっていた。路地の陰や建物の屋根の上、そしてミノタウロスが破壊した建物の瓦が礫れきの下からぎらぎらと輝く赤い目をこちらに向け、飛び掛かるタイミングを計っている。

「ほら、行け！　俺が食い止める！」

「は、はいぃ!!」

　赤あか峰みねは他の三人と一緒に慌てて駆け出した。それと同時に、サハギンたちが一斉に飛び掛かってくる。

「うおおああっ!?」

　左右両側から迫ってくるサハギンの大群はもう間近に迫っている。

　赤あか峰みねたちは武器を手放し、ポータルへ全力疾走。

　そして、開かれたポータルから漏れ出ている白い輝きの中へと飛び込み──




「お、わ、とっとと──ぐっ!?」

　白く長い廊下に出ると思っていたが、そこは三○六号室の廊下だった。

　勢いを殺せず、足をもつれさせ、壁にぶつかってしまう。

「だ、大丈夫？　赤あか峰みね君」

「あ、ああ、ありがとう桜お白しろ……」

　ぶつけた鼻を押さえて壁から離れると、一足先に脱出して横に避けていた蒼あお倉くらと緑みどりの哀れむような視線に気づいた。

「……お前らは覚えてたのね。帰りは直接マンションの部屋ん中に戻って来れるってこと」

「当然だ」

「そりゃね。体験会は昨日だったわけだし、簡単に忘れたりしないよ」

　二人に困った顔をされ、赤あか峰みねは恥ずかしくなってしまう。遅れて花のように変形している虹色の球体から出てきた熊くま谷がいが「おう、どうした？」と訊たずねてくるが、「何でも……」と応えるのが精一杯だった。

「よしよし、無事みたいだな。お疲れさん。タリスマンの使い方と、冒険者の賢い戦い方を覚えたところで今日の研修は終わりだ。どうだった？　冒険者になった身としての冒険ってのは」

　赤あか峰みねは三人と顔を見合わせ、それぞれに浮かぶ疲労を見て取ると、「この顔が答えでしょう」と言った。

「はっは！　だろうな。とにかく今回分かったと思うが、エネミーの出現方法はトラップ式のもあるから気をつけろ。そんで、ダンジョンにはボスが確実に一体存在する。ベテランって言われてる俺でさえ一人で相手するのは難しいから、経験積んで強くなってから挑むこと。逃げるだけならさっきのような手段も取れるがな。さて、この後は帰宅するだけだが、その前に何か質問あるか？」

　すると蒼あお倉くらが、「ボスはどうするんですか？　このダンジョンの攻略は？」と訊たずねた。

「ボス討伐は先に攻略してたチームに任せた。攻略も彼らがするだろう。今日の俺らはチュートリアルに臨んだってとこで、ダンジョンの完全攻略は後々な」

「そうですか……俺たちはいつになったら自由にダンジョンを攻略出来るようになるんですか？　すぐに自由行動が許されるという話を聞いていたんですが」

「さすがに一日二日じゃ無理だって。でもまあ、お前らは新人にしては見事な戦いぶりだった。この調子で俺にその力を示すことが出来れば、すぐにでもＢランクに上げてやる。そうしたら自由な活動が認められるようになるぞ。あ、そうだ、ランクについて、みんな知ってるか？」

「はい、たぶん赤あか峰みね君だけ知らないと思いまーす」

「ぐっ……決めつけは良くないと思うぞ、緑みどり。ほら、桜お白しろも言ってやってくれ」

「でも、赤あか峰みね君。顔に『図星です』って書いてあるわよ」

「何だ、お前らもう仲良しか。教官の俺としては纏まとめるのが楽でありがたい。んでランクなんだが、お前らは今Ｃランクで研修生って扱いだ。その上にＢランクがあって、こっからパーティメンバーだけで、ある程度自由にダンジョンを攻略出来るようになる。これから受けてもらう研修ってのは、そのＢランクに上がるためのものだな。分かったか？　赤あか峰みね」

「ええそりゃもう完璧に……」

「よろしい。それじゃあ、帰ろうか」

　赤あか峰みねたちは熊くま谷がいに続いて三○六号室を出て、地上一階へ下りると、外へと出た。

「あれ、まだ陽が沈んでないのか……？」

　体感としては、ダンジョンに潜ってから二、三時間が経過したように感じており、その通りなら夜になっているはずだった。が、到着時から少しだけ沈んだものの、変わらず空には茜あかね色いろの太陽があった。

「そりゃダンジョンは時間の流れが現実世界より早いからな。昨日の体験会終わった後、気づかなかったのか？」

「教官は知ってるでしょうが。俺がヘロヘロだったの。てかマジか、時間早いって……ほんとに滅め茶ちや苦く茶ちやだな、ダンジョンって……」

　そんなことをぼやきながら熊くま谷がいについて行くと、出動用のバンの前まで来ていた。

「ギルドに戻るんですか？」

「俺はそうだが、お前たちは家に帰ってもいいぞ。近くなら送ってやるし、駅で降ろしてもいいが、どうする？」

　蒼あお倉くらが「なら、俺は近くの駅まで」と言うと、桜お白しろと緑みどりが「私もお願いします」「右に同じく」と言って乗り込んでいく。

「赤あか峰みねは？」

「じゃあ俺も──」

　そう言って、赤あか峰みねもバンに乗り込もうとする。

　だが、先に乗り込んだ三人の、疲労がにじみながらも満足感が浮かぶ表情を見て足が止まった。

「…………、あーそうだ！　用事あったの忘れてた……てことで、教官。俺、一人で帰ります」

「そうか、じゃあ鞄かばん下ろして、お前とはここで解散だな。着替えたければ、あれを利用しろ」

　熊くま谷がいの示した駐車場の端にはテントが並んでおり、数人が暇そうに待機していた。

「言い忘れてたが、攻略中のダンジョンがあるマンションには必ずベースキャンプが設置されている。待機しているギルドの職員が怪け我がの治療とか、壊れた装備の交換をしてくれるから、何かあったら利用しろ。そんでもって休憩スペースに更衣室もあるから、集合がかかったら基本的にキャンプに集まるようにな」

　車内の三人と同じく、「了解です」と赤あか峰みねは口にした。

「あとそうだ。これからはこのタリスマンのメール機能かグループチャットでダンジョンに潜る日とか連絡するから、ちゃんとチェックするように。それと、俺だけじゃなくパーティメンバー全員のアドレスもギルド側の操作で勝手に登録されるから、後で確認しとけ」

　赤あか峰みねが桜お白しろから鞄かばんを受け取るのを確認すると、熊くま谷がいは運転席に乗り込み、あっという間に去って行った。

　それを見送り、赤あか峰みねは一つ溜ため息いきを吐く。それからベースキャンプの更衣室で鞄かばんに入れて置いた学校の制服に着替えた後、真まっ直すぐ駅を目指した。

　本当のところ、用事などなかった。

　ただ、蒼あお倉くらたち三人の表情を見て自分の情けない姿を思い出してしまい、共に行動することに気が引けてしまった。

（あいつらすごかったな……知識もあるし、俺とは違ってしっかり戦えてたし……それに比べて俺の体ていたらくっぷりは酷ひどかったな……）

　中央線の電車に乗り込み、座席に身を埋め、赤あか峰みねは深く息を吐く。ダンジョンでの体験が刺激的過ぎたせいか、中に鉛でもあるかのように頭が重い。

（あー、すっげえ疲れた……思ったよりキツかったな……こんなんで続けられんのか……？）

　武蔵境駅むさしさかいえきで降りてからは今後の進退のことばかり考えていた。そのせいで、自宅のある木造のアパートが目の前まで来るまで部屋に電気が点ついていることに気づかなかった。

「お袋、帰ってきてんのか？」

　声をかけながら一階のドアを開いて中に入ると、短い廊下の奥の扉が開き、母親の朋とも代よがブラウス姿で顔を出した。

「おかえり、コウ。先に一杯引っ掛けてるわよ」

　朋とも代よはそう言って気の強そうな顔に笑顔を浮かべると、ビールの缶を見せつけてくる。

「珍しいな、この時間に帰って来れんの」

「今日はバーの仕事休み。ってことで夕方から吞のみまくりよ」

「なら一杯じゃねえじゃん……」

　部屋に上がり、赤あか峰みねは卓袱台ちやぶだいの上に湯気を立ち上らせる鍋を見つけ、げんなりしてしまう。

「四月なのに鍋ぇ？」

「冬の間にやろうって言ってたけど、忙しくて出来なかったでしょ？」

「でもさあ、春真まっ只ただ中なかだぞ？　もう外は暑いぐらいだし」

「うっさいわねえ、私がやりたかったの！　文句言うなら、この鶏とり肉にく一人で食っちまうぞ！」

「鶏とり肉にく!?　ああ、お母様っ、僕が間違ってました！」

「鶏でそんなに喜ぶとは、ほんと安上がりな子ね……それよりほら、早く着替えてきなって。ビールなくなっちゃうでしょうが」

「着替えるの面倒だからこのままでいいや」

　座ざ布ぶ団とんに腰を下ろし、「いただきます」と二人で口を揃そろえ、すでに火の通っていた食材をポン酢につけてから口に運ぶ。

「あぁ、たまんねえ……疲れてただけにこの味と旨うまみが身にしみるぅ」

「疲れてるって、今日はあんたもバイト休みじゃないの？　この時間にいるんだから」

「ん？　あ、ああ、えーっと……有あり島しまと加か藤とうの二人に連れ回されたんだよ。今日からゲーセンで新作タイトルが稼か動どうしたんだけど、どこも人がいっぱいでなかなか遊べなくてさ」

「ふぅん？　息抜き出来てるなら良かったよ。久しく会話してなかったから、どうしてんのかなって心配だったのよね」

「まあ元気にしてるよ。それにしても……そうか、こうして一緒に飯食うのも久しぶりだな」

　朋とも代よは朝早くから働き始め、夜遅くまでバイトをしている赤あか峰みねよりも更に遅く帰ってくる。そのため、顔を合わせる機会は早朝のバイトに出かけるタイミングしかない。今日のように食卓を囲むのは一ヶ月ぶりだった。

（……なんつーか、現実に帰ってきたって感じするな）

　そんなことをしみじみ考えていたため、「あんた、冒険者ってどう思う？」という唐突な朋とも代よの言葉に心臓が跳ね上がった。

「へ!?　な、何でしょうか、急に……」

「そっちこそ、その気持ち悪い敬語は何なのよ」

「い、いやあ、何でもないです……それで、急にどうしたんだよ」

　朋とも代よはテレビを示し、「ほら」と言った。有名なＲＰＧゲームのキャラクターに扮ふんした者たちが映っており、ＣＧの世界の中でモンスターを倒し、宝箱を開けてほくそ笑んだりしている。

　そして最後は、『夢の冒険者ライフを　東京都冒険者ギルド』という文字が表示された。冒険者募集のＣＭらしい。

「この前、有あり島しま君のお母さんと道でばったり会ったのよ。その時に聞いたんだけど、有あり島しま君、冒険者の体験会に行くつもりなんだって？」

「あ、ああ、行くつもりってか、もう行って来たよ。加か藤とうと一緒に。それがどうしたんだ？」

「そう、もう行って来たんだ。加か藤とう君と一緒に。仲良しのあんたを置いて」

「そ、うだけども？　俺、バイトだったし」

「ふぅん……もし冒険者になるなら、契約書とか渡されるわよね？　一応冒険者って一つの職業って扱いなわけだし」

「……さ、さあ、どうなんだろうな」

「……あんたさ、どうして私の判子を使ったの？」

「え!?　い、いやいや、何で俺がお袋の判子なんか──」

　朋とも代よの鷹たかのような目に睨にらみつけられ、赤あか峰みねは思わず言葉を飲み込む。

　これは確信しているな、と思った赤あか峰みねは誤魔化すのを止め、頭を下げた。

「す、すまん！　実はスマホが欲しかったんだ！」

「は？　スマホ？」

「加か藤とうのスマホ触らせてもらったらすげえ便利でさ。俺も欲しくなっちまって……でも、親のサインと判子が必要で、その……偽装、しちゃいましたごめんさい！」

　そう言って赤あか峰みねはポケットからタリスマンを取り出し、ひらひらさせてどこの機種とも分からないように気をつけながら見せた。

　すると朋とも代よは深く息を吐き、「何だ、そういうことね」と言って安心したように微笑ほほえんだ。

「でもそれでよく契約出来たわね。親同伴じゃないと駄目じゃなかったっけ？」

「よ、よく分からないけど、この通り契約出来たから大丈夫なんじゃないか？　あとそうだ、使用料はちゃんと自分で払うし、安いプラン組んだから、安心してくれ。家に入れる金減らすとかもないから」

「そこんとこは心配してないよ。悪いわね、変な勘ぐりしちゃって。さっき判子使ったんだけどさ、いつもと別のとこに置いてあったから気になってたのよね」

「ああ、有あり島しまのお袋さんの話を思い出して連想しちまったとか、そういうこと？」

「あんた割りのいいバイト探してたでしょ？　だから、もしかしたらって思ったのよね。でも、さすがにこじつけが過ぎたわね！」

　あっはっは！　と朋とも代よは豪快に笑ってビールを煽あおる。

　だが、空にした缶をテーブルに置くと、思いつめた表情になっていた。

「絶対に関わるんじゃないよ。冒険者やダンジョンってゲームに関連した名前は、若者を集めるための餌えさでしかないんだよ。何も出来ない大人たちが、子供を利用しようとしてんの」

「利用って……大おお袈げ裟さじゃないか？　ダンジョンってのは年齢制限があって、大人は入れないらしいぞ。なら、若い奴やつらでどうにかしなきゃならないんじゃないのか？」

「それを含めて全部解決するのが大人でしょうが。手っ取り早く子供を利用しやがって……犠牲だって出してさ……」

　朋とも代よはビールを更に一缶飲み干し、「ぷはーっ！」と大きく息を吐き出した。頰は赤く染まり、瞼まぶたはトロンと落ちかけている。

「おいおい、飲み過ぎなんじゃないのか？」

「まだまだ足りんわ！　もっと持って来い！」

「全部飲んじまったよ。はあ、もう……仕方ないな」

　このままだと買いに行かせられかねない。赤あか峰みねはさっさと寝させてしまおうと、朋とも代よの腕を肩に回して立ち上がらせた。

　洗面所に連れて行き、顔を洗わせ、歯を磨かせると、トイレに突っ込む。しばらくして出てきた朋とも代よを共同の寝室に連れていこうとするのだが、「眠い～」ともたれかかってくるので、仕方なく背負った。

「お金は何とかするから……あんたは冒険者になっちゃ駄目だよ……絶対に……死んじゃうかもしれないんだから……」

「……はいはい。分かったよ。命あっての物種だもんな」

「ごめんね……私が保証人になんなきゃ、こんなこと言うこともなかったのにね……」

「…………、いいから、さっさと寝ろよ」

　朋とも代よを布ふ団とんの上に寝かせると、すでに穏やかな息をしており、寝る体勢に入っていた。

　だが、彼女は目を閉じたまま手を彷徨さまよわせ、赤あか峰みねのシャツを摘むと、

「あんたは……いなくなっちゃ駄目だからね……」

　ぼそりと、酒臭い息を吐きながら、そう言った。

「お袋……」

　父親が借金を残して出て行く前の彼女は潑はつ剌らつとして、いつも笑顔だった。一人でも生き抜いていけるような強い女性だった。

　そんな姿を知っているだけに、今の彼女の姿を見ていると赤あか峰みねの胸は苦しくなった。

「らしく、ないんじゃないのか……そんな弱っちいこと言いやがって。もうそろそろ、限界だろ。瘦せ過ぎだし、弱くなり過ぎだしさぁ……」

　赤あか峰みねは先ほどまで冒険者を続けるかどうか迷っていた。どちらかというと辞める方に傾いていた。それだけの恐怖を体験してきたのだ。

　だが、今の母親の姿を見てしまったら、そんな迷いは吹き飛んでしまった。

（……俺と同じぐらいのやつらがあんだけ出来んだから、俺だって出来るだろ）













　　　第二話　チームプレイ







　そのダンジョンの空には太陽がなく、雲もなかった。絵の具をべったりと塗りたくったかのような群ぐん青じよう色がどこまでも広がっており、どこか寒々しく、不気味な雰囲気が漂っている。

　しかし、そんな雰囲気に反して空に響くのは、「エイサー！　ホイサー！」という陽気な声。

　地上に広がる深い森の中に石の塔が乱立しており、塔の外周には螺ね子じのように螺ら旋せんを描いて頂上へ続く足場がある。そこに大勢の冒険者が集まっており、彼らは掛け声に合わせてピッケルを振り下ろして塔の壁面を掘っていた。

「さあお前ら、掘って掘って掘りまくれ！　ダンジョン創造主は塔の中に埋まってるはずだ！」

「「「エイサー！　ホイサー！　掘り進め！　報奨金は俺のもの！」」」

「腰を入れろ！　振り下ろせ！　スタミナの限りピッケルを振り続けるのだ！」

「「「エイサー！　ホイサー！　振り下ろせ！　トレジャー全部、俺のもの！」」」

「んん？　どうした少年！　声が出ていないぞ！」

　ライト付きヘルメットを被かぶった炭鉱夫風の男に顔を向けられ、赤あか峰みねは『クレスト・システム』で作成したピッケルを下ろし、「そりゃそうでしょう……」と言った。

「はぁ、はぁ……一時間も掘り続けたらバテますって……なぁ？」

　隣の蒼あお倉くらたちに顔を向けるが、みな声を出せない様子だった。蒼あお倉くらは狂気の色を浮かべながらも掘り続けているが、桜お白しろはツルハシに体を預けてようやく立っていられる様子で、緑みどりに至っては地面に引っくり返っている。

「全く貧弱ですねぇ、最近の子供たちは」

　そう言って炭鉱夫風の男の背後から顔を出したのは、美少女キャラクターがプリントされたバンダナを額に巻き、メガネをかけた男だった。オタクだと言わんばかりの恰かつ好こうだが、炭鉱夫風の男に負けないぐらい体は鍛え上げられている。

「仕方ないでしょう、最近までただの高校生だったんですから……しっかし、ほんとに塔の中にダンジョン創造主がいるんですか？　こんなに広い世界なんだから、別のとこにいる可能性もあるでしょう」

　赤あか峰みねは背後に広がる広大な森を見やった。遠くは霞かすんでよく見えず、無限に広がり続けているように思えた。

「この世界は意外と小さいぞ」と炭鉱夫風の男がピッケルを振り下ろしながら言う。「頂上に赤い旗が立っている塔がいくつか見えるだろう？　その塔と塔の間には『ループ境界線』というものがあってな、そこを通ると対角線上にある境界線から戻ってくる仕組みなのだ」

「あー、景色自体がループしてるから広く見えるのか」

「地上と塔の探索は二ヶ月かかったものの、ようやく終わってな。しかし姿が見当たらんとなれば、考えられるのは塔の中だけだろう。そういうわけで、こうして塔を掘っているわけだ。せっかく創造主発見ボーナスを得られるチャンスなんだ、生かしたまえよ」

「手に入るか分からないボーナスより、トレジャーアイテムが出て欲しいんすけどね、俺ら。一応トレジャーハントの研修中だし。まだ一個しか出てなくて──」

　と、その時、蒼あお倉くらが崩した壁面に手を突っ込み、赤く輝く結晶を取り出した。

「おっ、ついに二個目が！」

　赤あか峰みねだけでなく桜お白しろと緑みどりも傍そばに寄り、結晶をじっと見つめる。

「綺き麗れいね、緑みどりちゃん。緑みどりちゃんが掘り出した青いのも素敵だったけど」

「でもわたしのはただのガラス玉だしなー」

「おい蒼あお倉くら、早く鑑定してみろよ！　今度こそ宝石かもしれないぞ！」

「……分かってるから騒ぐな」

　蒼あお倉くらはタリスマンを取り出すと、『ライブラリ・ツール』のトレジャータブを開き、鑑定ボタンを押した。

　カメラからライトが発せられ、結晶の組成を解析し始める。画面に３Ｄモデルの分子構造と化学式が表示された後、その結晶の正体が画面中央に表示された。

「ちっ、ガラスか……」

「だーっ！　またかよ夢がねえな！」

「不思議ね、緑みどりちゃん。またガラスかぁって思ったら、素敵と思えなくなっちゃった」

「たかがガラスだもん、仕方ないよ」

　四人で落胆していると、「何だ、君たちは知らないんですか？」とバンダナの男がメガネを押し上げて言った。

「このダンジョンの創造主は宝石商と偽ってガラスを売りつけていた詐欺師でして、本物の宝石に触れたことがない人物だったとか。だから、この世界で手に入る結晶はガラスばっかりなんですぞ」

「何だよ、教官のやつ『お待ちかねのトレジャーハントだ』、なんて期待させやがって……」

「全くだ。稼げるかと思ったのに……」

　蒼あお倉くらは文句を言ってその場にガラスを捨てると、ロングソードを虚こ空くうから生み出した。

「おい、どうするつもりだ？」

「さっきから上の方が騒がしい。エネミーがいるはずだ」

「狩りに行くってのか？　待てよ、俺たち今研修中だぞ？」

「研修と言っても、鑑定システムの操作を覚えるだけだろう。もう十分だ。撃破数を増やして評価を稼いでくる」

「あ、じゃあわたしも」

「おい、緑みどりまで……」

　二人が行ってしまい、赤あか峰みねは桜お白しろとともに残されてしまう。

「桜お白しろは狩りに行くなんて言わないよな？」

「安心して。教官からここを掘れって言われてるし、視察から戻ってきて私たちがいなかったら驚いちゃうだろうから、赤あか峰みね君と残るわ」

　赤あか峰みねはほっと息を吐き、「何ていい子なんだぁ」と桜お白しろが浮かべた笑顔に癒いやされる。

　しかしそこで、「おーい、医療係来てくれ！　怪け我が人にんだ！」と上の階層から聞こえてきた。

「大変、行かないと！」

「えっ、残るんじゃないのかよ!?」

「だって私、医療係に任命されたじゃない」

　桜お白しろはそう言って腰のベルトに取りつけていた救急キッドに手を当てた。

「あくまでも俺たちのパーティの中での話しだろ？　今怪け我がした人は同じパーティの係に助けてもらえるって」

「でもここからだと様子が分からないし……ちょっと見てくるわ」

　言うや否いなや、桜お白しろも上層へ行ってしまう。

　ついに一人になってしまった赤あか峰みねは、「またか」と溜ため息いきを吐いた。

「やれやれせっかちなやつらだ」と炭鉱夫風の男が呆あきれた表情で言う。「あいつらに教えてやれ。無限沸きのエネミーを狩って評価されるのは、ボス撃破のサポートになる時だけだとな。いや、それよりもまず、緊急の時でも出来るだけ単独行動はするなと教えた方がいいな」

「それはたぶん、みんな分かってると思います。教官から色々指導されてますし……」

「色々ということは、冒険者になって間もないというわけでもないのか？」

「二週間は経たってますし、確か七回はダンジョンに潜ってますよ。簡単な戦闘訓練とか探索の訓練ばっかなんですけど、毎回こうやってバラバラになっちまうもんだから『チュートリアルが終わらんなぁ』なんて教官にぼやかれるんですよねぇ……」

「ふむ、協調性がないのか……それとも仲が良くないのか？」

「それ以前の問題というか何というか。仲良くなろうと思っても、みんな勝手にどっか行っちまうもんだから交流のしようがないんですよ。まあ俺、戦闘が下手くそなもんで、ついて行けないってのも原因かもしれないですけど……はぁ、どうしたらいいんでしょうかね」

　するとバンダナの男が、「そりゃ強くなるしかないですよ」と割って入ってくる。

「見ての通り拙者はオタクでして、同じパーティの彼には軽蔑されていたんですよ。軟弱そうなやつだ、とね。そして拙者はというと、どうせ見掛け倒しだろうと彼を見下していたんですねぇ。でも今はこの通り」

　バンダナの男が炭鉱夫風の男の肩に腕を回す。炭鉱夫風の男も「そういえばそうだったな」と笑い、バンダナの男の肩に腕を回した。

「はあ……またどうしてそんなに暑苦しいほどの関係に？」

「そりゃこいつが強つわ者ものだと分かったからさ」

「そういうことなんですねぇ」

　二人は肩組みを解くと、目の前に手を差し出す。それぞれの手の中に白い光が発生し、炭鉱夫風の男の手の中には燃え上がる炎のような赤い斧おのが現れ、バンダナの男の手にはピンク色でハートマークの飾りがついた弓が現れた。

「せっかくだから見せて差し上げましょう。ちょうど良く『ワイバーン』がこっちに向かってきていることですし」

　遠くから羽ばたく音が聞こえて背後の絶景に目をやれば、翼の生えたトカゲのような生き物が五体、こちらに向かって飛んでくるのが見えた。

　バンダナの男と炭鉱夫風の男はワイバーンに体を向け、それぞれ攻撃の構えを取ると、

「『ラブリーシュート改２』ッ!!」

「『業炎車輪』ッ!!」

　と、技名らしきものを叫んだ。

　途端、弦つるを引いていたバンダナの男の指の間に光の矢が現れ、炭鉱夫風の男の斧おのは炎に包まれる。

　放たれた矢は空中で弾はじけるように分裂し、二体のワイバーンをまとめて穴だらけにしてしまった。また、ブーメランのように投げられた斧おのは残りの三体を纏まとめて切り裂き、その業ごう火かで消し炭にしてしまう。

「うおっ、五体が一瞬で……す、すっげえ！」

「ふっふ、そうでしょうとも！　この『スキル』を見せ合った時、拙者たちも君のような顔をしていたものです」

「ああ、見た目に依らず凄すごい奴やつだ、と驚いたものだ。それからだ。お互いを認め合うようになったのは。ということで、少年もスキルの一つでも考えてみたらどうかね？　仲間たちとの会話の糸口になると思うぞ」

「なるほど、いい手かもしれないですね。おいおい考えていくとして……あの、ちょっと気になってたんですけど、その技名？　みたいのを叫ぶのは流は行やりなんですか？」

　訊たずねると、二人は血相を変え、「何を言ってる!?」と声を揃そろえた。

「俺たちはイメージで武器を生み出し、そして今見せたスキルも想像によって発現させているだろう？」

「つまりスキルを発動させるまでに、『どんな理屈で発現し、それがどういう性質を持ち、どういう効果をもたらすか』と思い浮かべる時間が必要になってしまいますよね。その間に攻撃されたら元も子もないわけですよ」

「そこで技名をつけ、無意識下で一瞬のうちにイメージが頭に浮かぶようにしているのだ」

「『こういう理屈で、こういう現象が起きる』というスイッチを頭の中に作るんですよ。技名を叫ぶことでそのスイッチを押して、瞬時にイメージを頭の奥から引き出しているってことですな」

「そ、そんな重要なことだったんですか。ただのカッコつけだと思ってましたよ」

「君、本当にあの『翔しよう塵じんの熊くま谷がい』さんの弟子なんですかねぇ？　この『技名スイッチ法』を編み出した彼が教えないとは思えないんですが」

　そこで、「仕方ないさ」という声が聞こえてくる。振り向けば、下層の視察に行っていた熊くま谷がいが戻ってきていた。

「こいつはまだメインで使っていく武器も定めていなくてな。教える段階じゃないんだ」

　炭鉱夫風の男とバンダナの男は背筋を伸ばし、「そ、そうでしかた」と言って目を輝かせた。尊敬の眼差まなざしなのだろうが、ほんのりと頰を赤く染めるために別の意味も含まれているように思え、赤あか峰みねは思わず彼らから一歩引いてしまった。

「教官って有名人なんですね」

「技名を口にするせいで目立っちまうからな。あれは想像力が足らんがために編み出したもんだから、尊敬されるほどのものじゃないと俺は思うんだがなぁ」

　熊くま谷がいはそう言いながら辺りを見回し、「それで、赤あか峰みね一人なのか？」と訊たずねてくる。

「ええ、まあ。いつも通りに……」

「またか。手のかからないパーティかと思ったんだが……よし、本当はＢランクに昇格する際に決定するんだが、今のうちに指名しちまうか」

「指名？　何のですか？」

　すると熊くま谷がいは腕を組んで、「パーティのリーダーさ」と言う。

「リーダーか……いいかもしれないですね。纏まとめ役がいれば意識も変わるだろうし、俺も一人ぼっちにならなくて済むかもですし」

「何だか他人事みたいな言い方だな」

「え？　他人事って……そりゃ、指名されんの蒼あお倉くらだって分かってますからね。一番強いし、歳としが一番上だし、あいつで決まりでしょう」

　赤あか峰みねは確信を持って言うのだが、しかし熊くま谷がいはにやりと笑うだけで肯定はしない。

「えっ、違うんですか？」

　訊たずねると、「全員揃そろってからのお楽しみだ」と彼は意味深なことを言った。




　潜入していたダンジョンから帰還した後、赤あか峰みねたちはベースキャンプの休憩スペースに集められた。

　そして熊くま谷がいは開口一番にこんなこと言い出す。

「このパーティの連携はダメダメだ。なので、赤あか峰みねをリーダーに据える」

「んぐふっ!?」

　赤あか峰みねは飲んでいたスポーツドリンクを思い切り吹き出し、活動服を濡ぬらしてしまった。

「お、俺ぇ!?　この中で一番戦うの下手なのに？」

「リーダーに必要な資質は戦闘能力じゃない。もちろん強い奴やつについて行きたいってのは、人というか生物全体の真理だろうがな」

「じゃあ、どうして？」

「色々考えた結果だよ。お前らの情報を精査して判断したんだ」

　そう言って、熊くま谷がいはさっと他の三人に視線を向ける。

　その瞬間、三人の表情が強こわ張ばったように見えた。

（ん？　何だ……？）

　三人の様子を窺うかがっていると、「いいんじゃないかな。私は赤あか峰みね君がリーダーにぴったりだと思うわ」と桜お白しろが言って、屈託のない笑顔を向けてきた。

「桜お白しろ、それ本気で言ってる？」

「だって赤あか峰みね君、普段からリーダーっぽいじゃない。一生懸命パーティを纏まとめようとしてくれたり。ね？　緑みどりちゃん」

「わたしもいいよ。別に誰だっていいし」

「適当だなぁ……じゃあ蒼あお倉くらは？　文句とかないのか？　俺がやりたい、とかさ」

「……いや、俺も異論はない。リーダーになることで得られる評価より、不自由になることのデメリットの方が大きそうだからな。それで……教官。話はそれだけでしょうか？　用事があるので帰宅したいのですが」

「ああ、意外とすんなり決まって驚いたが、話はそれだけだ。それじゃあ今日のところは解散としよう。次回は土曜日、つまり明日。またこのダンジョンに潜る。せっかくだからダンジョンをクリアする瞬間を体験してもらう予定だ。じゃ、午後一時半にここに集合するように」

　蒼あお倉くらは頷うなずき「失礼します」と言うと、荷物を手にさっさと行ってしまう。

「わたしも帰ろーっと。そんじゃまたねー」

「またね、緑みどりちゃん。それじゃあ赤あか峰みね君、私たちも行きましょうか。学校に行くのよね」

「そうだけど、桜お白しろはバスだろ？　俺は定期の範囲内だから、電車使って行くよ」

「なら、ここでお別れね。また明日ね、赤あか峰みね君」

　桜お白しろも去っていき、結局赤あか峰みねは一人ぼっちになってしまう。

「ほんとに俺がリーダーでいいんですか？　あいつら、『これからも今まで通りにやります』って感じじゃないですか？　特に蒼あお倉くらが」

「それを何とかするのがリーダーの役目だ。期待しているぞ」

「その期待、重いっす……」

「ほら、さっさとお前も行け。せっかく学校に通ってるんなら、遅刻せず単位取っとけよ。冒険者の職業としての寿命は短いし、無条件進学権の獲得は何か月も先なんだからな」

「分かってます。一年きっちり働くまでは通い続けますよ。冒険者なんて、マジで何があるか分かったもんじゃないですしね……」

　赤あか峰みねは挨拶も程ほどにベースキャンプの外へ出ると、南東から陽ひ射ざしを受けながら駅を目指して駆け出した。

　時刻はまだ朝の八時。道ですれ違うのは通勤通学中の者たちばかりである。

　一日はまだこれからなのだが、感覚としては仕事帰りであり、しかも難題を背負っているだけに気分が重い。

（これからあいつらを纏まとめてかなきゃならないとか…………朝からしんどいなぁ。どうすりゃいいってんだよ……）

　サラリーマンや学生に混じって電車に乗り込むところでふと思い出したのは、先ほどのダンジョンで一緒だった炭鉱夫風の男とバンダナの男だった。

（スキルを考えて戦闘に貢献出来るようになれば、確かに連携を取りやすくなるよなぁ。でもその前に武器考えないと……ショートソードは使いづらくて仕方がないし……いや、連携取るにしても、連携を取る仲になってないと駄目じゃねえか……？）

　何から解決していけばいいのか分からなくなり、赤あか峰みねの頭はパンク寸前だった。

　よし、こうなったら──と、電車から降りた赤あか峰みねは朝食代わりの固形状の栄養食品で腹を満たしつつ、急いで学校へ向かう。

　そして到着すると、すぐさま教室に向かい、自分の席につくと、

「寝るかっ」

　全てを投げ出して夢の世界に逃げ込もうとする。

　が、「待て待て！」「ちょ、来たばっかじゃんよ！」と、有あり島しまと加か藤とうが邪魔をしてきた。

「うるせーな、寝させろよ！　朝からダンジョンに潜ってたから疲れてんの！」

「へえ、こんな朝早くから？」

「おうおう、今日はどんなダンジョンだったのよ？」

　二人は子供のように目を輝かせ、見つめてくる。体験会の恐怖から立ち直ったのは喜ばしいことだが、それ以来、彼らはこうして土産話を求めてくるようになっていた。

「そんなに気になるならお前らも冒険者になれよ」

「それは無理だね。やっぱり冒険はゲームで十分だよ」

「そういうことね。俺たちは話を聞いてるだけでいいの」

「今日は勘弁してくれ……語ってやる気力がないし、むしろ話聞いて欲しいぐらいなんだよ」

　机に倒れ込む赤あか峰みねを見て、有あり島しまと加か藤とうは顔を見合わせた。

「どうしたんだよ、赤あか峰みね。らしくないね。悩み事？」

「何だ何だ、いざこざか？　メンバーの男と聖鐘せいしよう学園の子の取り合いにでも発展したんか？」

「あー加か藤とうの頭ってほんと平和だなぁ……幸せそうで羨ましいなぁ……」

「幸せで悪かったな！」

「ほんとに幸せなのかよ！　皮肉なしで羨ましいわ……」

「おーマジで元気ないのな、お前。よしゃ、俺らが相談に乗るぜ！　ほらほら、何でも言ってみろよ」

「うーん……じゃあ聞くけど、パーティを纏まとめるにはどうしたらいいと思う？　聞く耳持たないってわけじゃないんだけど、引き止めてもみんな自分のことばっかでバラバラに行動しちゃうんだよ」

　ふむ、と有あり島しまは呟つぶやき顎に手をやると、「そんなの力を示せばいいんじゃないの？　強い奴やつには従うでしょ」と言う。

「それは別の人にも言われた。でも、残念ながら俺、メンバーの中で一番戦えないやつなんだよな……ってことで、武器とスキルの開発をしたいんだけど、急にパーティのリーダーを任されてさあ。すぐにでもどうにかしなきゃならん立場になっちまったんだよ。これらの問題を全部、一気に一遍に丸々解決出来る方法はないもんかね」

　赤あか峰みねはそう訊たずねておきながら、答えが返ってくるなどと砂粒ほども期待していなかった。

　有あり島しまと加か藤とうはしばらく考えた後に自分の席に引き返していったので、「だよなぁ」と赤あか峰みねは落胆することもなく眠りにつこうとする。

　しかし、有あり島しまと加か藤とうは一冊の雑誌を持ってくると、「赤あか峰みね」「これを見ろ」と言って、とある記事を指差してきた。

「あん？　何だよ、これ」

　記事のタイトルは、『特集　ギルドの奇妙で愉快な施設』となっている。

　紹介されているのは『特殊技術開発室』というもので、消防庁舎の四階にあるらしい。そこには想像力を磨くための道具として、マンガやゲーム、アニメや映画などの創作物が用意されていると書かれており、ネットカフェのような施設だと紹介されている。

「へえ、面白い施設だな。でもこれが何だって？」

「おいおい赤あか峰みね、寝ね惚ぼけてるの？」

「俺らが言いたいのは、ここに仲間を誘ったらどうよってこと。一緒に武器とスキルの開発やりゃあ交流出来るし、お前自身も強くなれんだろ」

「おっ、そういうことか！　いいアイディアじゃねえか！　問題は誘って三人が来てくれるかどうかだけど……いや、向上心は高いやつらだからな。訓練って言葉使えば、間違いなく来るな、うん！　すげえ助かったよ、ありがとな！　有あり島しま、加か藤とう！」

　光明が見えたことと疲れによる妙な気分の高まりに身を任せ、赤あか峰みねは嫌がって悲鳴を上げる二人を思い切り抱きしめた。




　そして翌日、土曜日の午前十時。

　ギルドの四階にある『特殊技術開発室』の入り口で、赤あか峰みねは驚きの声を上げた。

「消防庁舎の中にゲームやマンガが大量に用意されてるってのは、何だか不思議だな。こんなんで日本は大丈夫なのかよって思わないか？」

　そう言って振り向くと、そこには蒼あお倉くらと桜お白しろ、そして緑みどりの三人が揃そろっていた。予想通り『訓練』という言葉は効果的だったようだ。

「そんなこと言ったらさー、マンションがダンジョン化してる時点で日本は大丈夫じゃないんじゃないの」

　緑みどりが言うと、「それは確かにそうね」と桜お白しろは笑う。その横で蒼あお倉くらはつまらなさそうに鼻息を鳴らし、「それで、一人で訓練せず、わざわざ俺たち三人をここに呼びつけた理由はなんだ？」と訊たずねてきた。

「まあまずは中に入ろう。詳しくはそれからだ」

　室内に入ってすぐの広場にはテーブルと椅子が置かれており、赤あか峰みねたちはそのうちの一つに陣取ると、向かい合う形で座った。

　それから赤あか峰みねは一つ、コホン、と咳せきをすると、他に利用者がいないことをいいことに、わざとらしい台詞せりふを口にした。

「ここにみんなを呼びつけたのは他でもない。ここにあるゲームやマンガ、アニメや映画でイメージ力を高め、スキルを開発し、強くなるためだ。そして、その過程をみんなで共有することで、俺たちの結束力を高めようと思う」

　三人は正直に「急にどうしたんだ？」と戸惑いを表情に浮かべ、訝いぶかしげな眼差まなざしを向けてくるので、少し恥ずかしくなってしまう。

「と、とにかく、一緒に開発すれば、そのスキルの性質を知ることになるだろ？　そうしたら戦闘時に連携を取りやすくなると思うんだよ」

「……なるほど、そういうことか」と蒼あお倉くらは頷うなずいた。「連携の取りやすさだけではなく、巻き添えを食らわないための危機管理が出来るようになる利点もあるな」

「出来れば巻き添えになるようなスキルは開発しないで欲しいけどな……それで、どうだ？　一緒にスキルを開発するっていうこの案は？」

　また好き勝手やり始めるんじゃないかと不安だったが、桜お白しろと緑みどりは「いいと思う」と頷うなずき、意外にも蒼あお倉くらは「悪くない案だ」と一番乗り気に見えた。

「それじゃあ訓練開始といきますか！　さて、何から手をつけてくか」

　室内の奥には図書館のごとく本棚が並べられている。そこには、『ファンタジー』、『対戦格闘』、『シューティング』と、ゲームディスクが収納されているファイルがジャンルごとに並べられており、そのコーナーの隣には武器や超能力が登場するマンガや小説が置かれている。

（ドラクエ、ＦＦ、ゼルダ、テイルズ……世界樹じゆにメガテン……ウィザードリィもあんのか……うわっ、有あり島しまたちが喜びそうなマイナータイトルも揃そろってる！　すげえなギルド！　しっかしこれだけあると迷っちまうな。出来ればみんなでプレイ出来るやつがいいけど……）

　慎重になって吟味していると、ゲームのＢＧＭらしきものが聞こえてきた。

　壁かべ際ぎわにはずらりとモニタが並べられており、その一つの前に三人が集まっていた。蒼あお倉くらと桜お白しろが並んで椅子に座り、緑みどりは二人の後ろから遠慮がちに覗のぞき込こんでいる。

「お前らもう何やるか決めたのか？」

　近づいてモニタを見てみると、ＲＰＧゲームの戦闘が繰り広げられていた。蒼あお倉くらの操作でコマンドが選択され、魔法攻撃が放たれるが、敵には一切ダメージが入らない。

「何だこれ、デバックモード？」

「ええ、そういう決まりみたいよ。訓練でストーリーを追う必要はないっていうことらしいわ」

　はいこれ、と桜お白しろに渡されたプラカードには、各ゲームのデバックモードに切り替える方法が記載されており、『あくまでもゲームプレイは想像力を高める訓練である。よって遊ぶだけにならないように』と書かれている。

「ま、まあ当然だよな。俺らスキルの開発に来てるわけだからな……」

　赤あか峰みねは残念に思うのだが、蒼あお倉くらと桜お白しろは至って真剣な表情だった。

「炎、水、雷、氷の魔法……こういった自然と関連のあるものは発現させる理屈をイメージしやすいな。ここから一つスキルを考えるか……」

「蒼あお倉くら君は氷に関するものがいいんじゃないかしら。ほら、名前に青色が入っているでしょう？　自分と関連があるものは、より強くイメージしやすいらしいわ」

「氷か……利点はやはり相手を凍らせて動きを制限させることだろうな」

　本格的な話に気後れする赤あか峰みね。それを誤魔化すように、「なあ、緑みどり。蒼あお倉くらと桜お白しろが真剣にゲームやってんの、すげえシュールじゃね？」と緑みどりに耳打ちした。

「確かに。正しい取り組み方だけどね」

「お前は話に加わらなくていいのか？」

「うーん、わたしのメインウェポンってライフルでしょ？　だから銃からかけ離れたＲＰＧとか見てても、イメージが湧かないんだよね」

「じゃあシューティングでもやったらどうだ。ＦＰＳのタイトルも揃そろってたぞ」

「やめとくかな。得られるイメージなんて、リアルな銃器の外側の部分だけじゃん」

「中にはビームとか登場するタイトルもあるけど」

「今わたしが使ってる光弾がそれの応用なの。あれイメージするの難しいから、他のイメージは出来るだけ頭に入れたくないんだよね。だから別のものに触れたいんだけど、オンラインのＦＰＳぐらいしかゲームやんないから、どれに手をつければいいか分からないんだよ」

「ふーん？　じゃあ俺が適当に持ってきてやるよ」

　本棚に戻ってファイルを覗のぞき込こみ、以前有あり島しまと加か藤とうとゲームセンターに遊びに行った時に見かけたタイトルのコンシューマ版を見つけ、取り出した。

「これどうよ。格ゲーなんだけど、銃持ってるキャラが出てくるんだ」

　蒼あお倉くらたちから二つ隣の席に移動し、据え置きの最新型ゲーム機にディスクを入れ、起動する。

「ほら、このキャラだけど」

「何コレ、超かわいいじゃん！　何でこんな可愛かわいい子が銃持ってんの？」

「有あり島しま曰いわく、そのギャップが人の心を摑つかむとか何とか。それよりほら、コントローラ持てよ。これはデバックモードでプレイする必要ないだろうし、せっかくだから対戦しようぜ」

「いいけど訓練だからね、これ」

「あ、ああ、そうな。訓練な訓練」

　赤あか峰みねは気を引き締め、何か自分も得られるものはないかと臨む。

　そしてプレイを開始するのだが──十分後、

「だーっはっはっは！　俺の十連勝！　お前弱すぎだろ！」

「うっさいな！　格ゲーなんて初めてだからしょーがないでしょ！」

「仕方ないなぁ。俺が対戦の極意というものを教えて……あ、蒼あお倉くら？」

　背後に気配を感じて振り向くと、蒼あお倉くらが鬼の形相で立っていた。

「騒がし過ぎるぞ。今俺たちはスキルのイメージを作っているところなんだ、邪魔しないでくれ」

「わ、悪い。静かにしてます」

「静かにして、また遊びにふけるつもりか？　スキルを開発しに来たと言ったのはお前だろう」

「あ、ああ、そのつもりだ。今はちょっと盛り上がっちまっただけだよ」

「ならいいが……しかし、お前はメインの武器も定めていないんだから、スキルの開発どころではないんじゃないのか？　奥を見に行って来い。武器や魔術に関する専門書のコーナーが設けられていたぞ」

　暗に『さっさと武器を開発しろ』と言われていることを察し、赤あか峰みねは渋々奥へと向かった。

　ずらりと本が並び、世界中の武器の一覧から、一つの武器を専門的に解説したものまで揃そろっている。赤あか峰みねはその中から刀剣を扱ったものを数冊選び、テーブルまで運んだ。

　そして自身の武器になるものを探し始めるのだが、ふと室内が静かなことに気づく。

　正確には緑みどりがプレイし続けているゲームの音が響いているのだが、会話は聞こえてこない。

　隣のテーブルの蒼あお倉くらはイメージを膨らませているのか瞑めい想そうにふけっており、桜お白しろは科学の本で調べ物に没頭し、緑みどりは黙々とプレイを続けて一言も発しない。

「待て待て、これじゃあいつもと同じだろうが！　それぞれで自分のことやるんじゃなくてさあ、みんなで何かやろうぜ！」

　思い切って声をかけてみると、蒼あお倉くらが睨にらみつけてきた。

「何かとは何だ？　まるで遊びに誘うような言い草だが……」

「初めに話しただろ。連携を取るためにみんなでスキルの開発をしようって」

　訴えてみるのだが、「気持ちは分かるし、目指してるものも理解出来るけど」と桜お白しろが口を挟んできた。

「結局、最後は自分なりに理屈を見つけて想像を固めないといけないわ。私と蒼あお倉くら君は運良くイメージを膨らませることが出来たから、もうそういう段階なの。だからその……ごめんね。自分のことばっかりで」

「あーいや、謝ることはないんだけどさ……」

　ちらりと蒼あお倉くらを見やると、彼は肩を竦すくめて「そういうことだ」と言った。

「完成したらダンジョンで見せ合えばいい。それで問題はないだろ？」

「ま、まあ……問題はないな」

「……時間だ。そろそろダンジョンに向かうぞ」

　蒼あお倉くらは言うや否いなや立ち上がり、荷物を持って部屋を出て行った。

「ちょっと待て、一人で行っちゃうのかよ!?　仲間置いていくか？　普通！」

　赤あか峰みねが呆ぼう然ぜんとしている間に桜お白しろは本を片づけ、「赤あか峰みね君も行きましょう」と言い、蒼あお倉くらを追って出て行く。そして緑みどりも、「なにぼけっとしてんのさ。遅れるよ」と言い残し、去って行った。

　溜ため息いきを吐くと、思った以上に室内に響き、赤あか峰みねは余計に落ち込むのだった。




　その後、赤あか峰みねたちは昨日と同じ深い森と捻ねじれた石の塔が立ち並ぶダンジョンにやってきていた。

「──というようなことを試みたんですけど、失敗に終わりまして。なかなか上う手まくいかないんですよ」

　赤あか峰みねは昨日と同じ塔に登っており、いつもより力を込めて壁を掘りつつ、先ほどのことを熊くま谷がいに報告する。

　すると、熊くま谷がいは周囲を見回して苦笑を浮かべた。

「なるほど、そんで今日もバラバラだというわけか」

「ええ、まあ……開発したスキルを試してくるそうです。蒼あお倉くらと緑みどりはいつも通りですけど、今回は桜お白しろも緑みどりの誘いに乗って一緒に……」

　隣の塔を見やると、集まっているワイバーン相手に奮闘する蒼あお倉くらの姿があった。上の階層から架けられている吊り橋から渡ったらしい。

「それで君はまたもついていけず、熊くま谷がいさんの言いつけを守っているんですねぇ」

　熊くま谷がいの陰から顔を出したバンダナの男がそう言うと、隣の炭鉱夫風の男が「模範的なのは感心すべきことなのに、聞いていたら可哀想かわいそうになってきたなぁ」と哀れんでくる。

「やめてくださいよっ、そんなこと言われたら余計に落ち込むじゃないですか……」

「はっは！　そう気を落とすな、赤あか峰みね！」と熊くま谷がいは言った。「俺がお前をリーダーに選んだ時、こうなるだろうなって思ってたんだ。ま、予定調和だよ」

「ええ!?　教官……まさか俺をイジメるためにリーダーに指名したんじゃ……？」

「まさか、そんなことあるわけないだろ。俺は思ったんだよ。最初はきっと空回りするだろうけど、でも最終的にはパーティを纏まとめ上あげ、芯となり、三人の心の拠より所どころになるはずだってな」

「はあ、心の拠より所どころ……？　どういう意味ですか？」

「それは……今は言わないでおこう。答えを言うのは簡単だが、自分で気づくことが大切だ。気づいた時、きっと何にも変えがたい勇気が手に入る」

「勇気ねえ……どうしたんですか、急にカッコいいこと言っちゃって」

　赤あか峰みねは茶化すように笑い、熊くま谷がいに顔を向けた。

　彼も一緒になって笑うのだが、しかしその眼差まなざしに揺らぎはなく、至極真面目な話だったのかもしれないと思い直した。

「もしかして教官も、俺みたいな経験あるんですか」

　ただの勘でそう言ってみたのだが、熊くま谷がいは頷うなずいた。

「俺が冒険者になったのは、生活費を稼ぐためだったんだ。貧乏だったからな。お前と似ているだろう？」

「まあ、確かに」

「しかし、パーティを組んだ三人はもっと複雑な事情を抱えてたのさ。俺はクジ引きでリーダーを任されて、必死に纏まとめ上あげようとしていたんだが……みんな自分のことばかりで、てんで纏まとまりやしなかった」

「俺と同じじゃないですか」

「そうなんだ。それで俺は今のお前みたいに挫くじけそうになって……いや、ありゃ完全に挫くじけてたな。辞めようと思ったんだよ、冒険者を」

「でもこうして教官やってるってことは辞めなかったってことですよね？」

「ああ、何だかんだ続けることが出来たんだ。パーティメンバーは全員引退したが、最後まで良き仲間でいられたよ」

「今の俺たちのパーティみたいだったのに？　一体どうやって仲間たちの意識を変えたんですか」

「変わったのは俺の方さ。三人が抱えているものを知って、俺がリーダーであることに意味を見み出いだしたんだよ。自分こそがリーダーであるべきだと思えたから、様々な困難に立ち向かう勇気が出てきて、その勇気が仲間たちとの関係に何らかの変化をもたらしたんだ」

「ははあ、似た立場の俺も、その変化ってやつを起こせるかもしれないって考えてリーダーに指名したわけっすか。そうだといいんですけど……ちなみに、教官が見み出いだしたっていう『自分がリーダーであることの意味』ってのは何だったんですか？」

　熊くま谷がいはにやっと笑い、「そりゃお前をリーダーに選んだ答えでもあるだろう。俺と同じように仲間のことを深く知って、自分で考えてみな」と言う。

「じゃあ結局、もっと三人と仲良くならないといけないってことじゃないですか。それが一番難しいんですよねえ。何か仲良くなれるきっかけがあればなあ……」

「そうだなあ。とりあえずダンジョン創造主と『Ｍｉｇ』を発見して、この場に呼び戻そうか」

「簡単に言わないでくださいよ！　それが出来れば苦労はしないでしょうが」

「そう言わずにチャレンジしてみろよ。このダンジョンの創造主はダンジョン化に巻き込まれる直前、詐欺グループから売り上げノルマを吊つり上あげられて寝る暇もない状況だったらしいから、恐らく精神状態は不安定だったはずだ。ダンジョンの形成にも影響が出ているだろうから、それを探ってみろ」

「ダンジョンは基本的に創造主の願望を叶かなえる世界である──でしったけ？　うーん、何がどういう形でこのダンジョンに現れてんだろ」

「持ち場のことは俺が何とかしとくから、歩き回ってみな。危険がない範囲でな」

　意味あるのだろうかと思いつつ、採掘作業にうんざりしていたこともあり、赤あか峰みねはその場から離れることにした。

　しかし、何となしに上層へ歩き始めたものの目星は全くなく、困り果てる。

（キーワードは『詐欺師』と『ガラス』と『ノルマ』ってとこか？　でも森と塔しかないこの世界とは関係なさそうだよなぁ……寝る暇もなかったって話もあったし、俺だったらゆっくり眠れる世界にしそうなもんだけど……ん、眠れる世界？）

　ふと地上を見下ろせば、深い森が広がっている。頭上を見上げれば、動くものが一つもない真っ青な空があった。

　塔の壁を掘る男たちの掛け声が騒がしいが、それがなければ静かな世界である。

（ノイローゼ気味の人間が休む場所としては悪くないような……『眠る』ってワードは的外れでもないのか？　森で人を拒絶して、誰もやってこない塔のてっぺんで自分はお休み、とか……んー、無理やりこじつけてる気もするけど……もしそうだとしたら、どこが怪しいかな……）

　ダンジョンの中央にそびえる一番大きな塔は冒険者で溢あふれており、その周辺の塔も探索が進められている。それらを意識的に排除し、探索を後回しにされている塔を探す。

　そして、中央の塔の隣の塔の陰に隠れている、細くて背が低い不ぶ恰かつ好こうな塔を見つけた。

（案外、目立つ場所から離れたところに大事なもんがあったりするんだよなぁ……って、ゲームに当てはめても意味ないか。いやでも、ここは詐欺師のダンジョンなわけだし……ああいう人が興味を持たなさそうなとこに隠れてたりして）

　赤あか峰みねは僅かな希望を頼りに、その塔に向かった。

　到着するとすぐに頂上へ上り、中央に立つ。

　そして高鳴る心臓を一度落ち着けてからピッケルの尖とがった先端を地面に向け、

「せーのっ！」

　思い切り振り下ろした。

　ガツン、とした感触がピッケルを介して腕に伝わってくる。

　しかしそれは、最も早はや馴な染じみ深いものとなってしまった、塔を構成する石を砕いた感触だった。それから何度かピッケルを振り下ろすが、何かが現れる気配はない。

「まあ、いきなり当たるはずもないか……」

　当たったら儲もうけ物程度に考えていたので落ち込むことはないが、つい溜ため息いきを吐いてしまう。

（ベテランが見つけられないのに俺なんかが見つけられるかっての……どうせ後々ここも掘り返すんだろうし、戻って先輩方の話はなし聞いてた方が有意義だな、こりゃ……）

　さっさと帰ろう、と地面に突き刺したままだったピッケルを肩に担かついだところ、砕いた地面の中に赤く輝く結晶があることに気づいた。

「おっ、ようやく俺も一つ！　一応取っておくか」

　ガラスでしかないと思うと虚むなしかったが、記念にはなるだろうと思い、ピッケルで掘り出した。

　すると、掘り出したところにまたも輝くものを発見する。

　運がいいな、と思いながら新たに見つけた黄色の結晶を掘り起こすと、今度は紫色の結晶が姿を現した。それを掘り起こすと、また別の結晶が現れる。

「ど、どうなってんだ？　今まで全然掘り当てられなかったのに」

　そして、また新たに見つけた結晶を掘り出すためにピッケルを振り下ろしたところ、砕けない硬度を持つ何かに当たった。

　ピッケルを持ち上げてみると、緑色の結晶が見えた。掘り起こすために周囲を削ってみるが、なかなか全容が見えてこない。

　随分でかいな──そう思いながら苦労して全体を掘り出し、

「ん？　………………………………へぇあっ!?」

　赤あか峰みねは奇妙な声を上げ、何度も瞬まばたいた後、更に目をこすって、それを凝視した。

　赤あか峰みねの背丈を越える結晶の中には、アンテナに似た小型の機械と一緒にバーコード頭の中年男性が閉じ込められていた。彼は、まるで毒林りん檎ごを口にしたお姫様のように胸の前で手を組み、安からな寝顔を浮かべている。

「ほ、ほんとに見つけたぁ!?　えっと、そんでどうすりゃいんだっけ……そ、そうだ教官！　とりあえず教官に連絡！」

　慌ててタリスマンを取り出し通信機能で熊くま谷がいを呼び出す。『おう、どうした？　見つけられたか？』と訊きいてくるので、「そうなんですよ、早く来てもらえますか!?」と赤あか峰みねは言った。

『は？　………………なにぃ!?　ま、待ってろ、すぐ向かう！』

　通信を切って元いた塔を見やると、どういうわけか大勢がこちらに押し寄せてきていた。

「おう、ほんとにほんとなんだな!?　見つけたってのは！」

　先頭を走ってきた熊くま谷がいは、到着するなり赤あか峰みねの足元を覗のぞき込こむ。そして、「間違いない、創造主だ！」と声を張り上げた。

「良くやった、赤あか峰みね！　いやしかし、ほんとに掘り当てるやつがあるかよ！」

「そ、そそ、そんなこと言われてもっ！　自分でもびっくりしてゲロ吐きそう！」

　あたふたしていると炭鉱夫風の男とバンダナの男がやってきて、「お前らぁ、ついに創造主を掘り当てたぞォ!!」「やりやがりましたよ！　新人の赤あか峰みね氏がやりやがりましたよぉ！」と声を上げた。それと同じくして、熊くま谷がいとともにやってきたその他大勢がざわめき始める。

「おいおい、新人に救助ボーナス取られたってのか？」

「噓うそだろ？　俺たち二ヶ月はここに潜ってんだぜ？」

「待て、創造主は閉じ込められてるみたいじゃねえか」

「じゃあ新人が貰もらえる報奨金は攻略補助の方でだな。こういう時、誰が救助ボーナス貰もらえんだ？」

「そりゃ閉じ込めてる結晶を壊したパーティじゃないのか？」

　その騒々しさと冒険者たちの熱量に圧倒され、赤あか峰みねはうろたえてしまう。それに気づいた熊くま谷がいは、「任せておけ」と言って親指を立ててみせた。

「お前ら、聞いてくれ。俺は発見者の教官を勤める熊くま谷がいだ。途中参加の新人に報奨金を取られるのは悔しいだろうが、これも冒険の醍だい醐ご味みってことで納得してくれないか」

　熊くま谷がい、という名前を聞いた途端、多くの者がざわついた。「熊くま谷がいさんの教え子か」「なら譲ってあげるか？」「熊くま谷がいさんが言うなら俺は従うけど」という声も聞こえてくるが、「そうは言われても」「下界の探索とか大変だったったよなぁ」という文句の方が多かった。

「そんじゃあ、こういうのはどうだ？　最初に結晶を壊す権利をこいつに与えるっていうのは。初心者だから壊す強度のアイテムを創造出来ない可能性もある。もし壊せなかったら、俺たちは引き下がる。後は、お前らでどうするか決めていい。これでどうだ？」

　冒険者たちは悩みに悩み、相談し合っていたが、近くにいた一人が言った。

「よし分かった。ここは男を見せて、機会を与えてやる。しかし、メンバー一人につき一回だ。それ以上は譲れん」

「それで十分だ。みんな、すまないな。それじゃ……ほら赤あか峰みね、何してんだ。早く三人を呼び戻せ」

「え、あ、はいっ！」

　赤あか峰みねは慌ててタリスマンを取り出すと、先ほど熊くま谷がいを呼んだように『ライブラリ・ツール』の通信タブを開き、画面に表示されている冒険者一覧から三人の項目を探した。

（まったく、何でこんな時に傍そばにいないんだよ、あいつらは……！）

　なかなか見つけられずにもたもたしていると、「早くしろ！」「ボスが出現しちまうだろうが！」と怒声が上がる。

「す、すみません、今すぐ呼び出しますんで……あっ、何だよ、パーティメンバーだけ表示する機能あるじゃねえか！」

　これでようやく呼び出せる、とほっとした時だった。

　結晶の中の中年男性が突然もぞもぞもと動き出し、しかめ面つらを浮かべ、




「うっっっっるさーい！　静かに寝かせろーーーーーーッッッ[image: !!!!]」




　と大声を放った。

　途端、遠くの空が裂け、白い光が漏れ出るそこから何かが現れた。

「っ!?　あ、あれは……天使、なのか？」

　思わず赤あか峰みねはそう漏らすのだが、感動や驚きよう愕がくを表したわけではなく、単純に疑問からくるものだった。

　それは純白の翼が生えた人型をしており、清らかな白いローブに身を包んでいる。巨大ではあるが、その体は細く女性的だった。

　しかし首から上は結晶の中の中年男性のもので、髪は薄い。

「創造主のおっさんと同じ顔じゃねえか！」

「森に出て来るエネミーもあの顔だけど、創造主の顔だったのね」

「それより、あれボスなんじゃないか？　登場の派手さといい、大きさといい」

「おいおい、まずいぞ。こんな狭いところで襲われたら……」

「それより創造主だ！　おい少年、早くそれを持って逃げろ！　俺たちが食い止める！」

　我に返った赤あか峰みねは、「わ、分かりました！」と言って、創造主が閉じ込められている結晶に手をかけた。

　熊くま谷がいや炭鉱夫風の男とバンダナの男の協力を得てどうにか抱え上げる。そして逃げようとするのだが、あまりにも重く、すぐにバランスを崩して前方に倒れてしまった。

「あっ、やべっ！」

　地面に落ちた結晶を起こそうとするが、「そっち行ったぞ！」という声が聞こえてきた。

　同時に羽ばたく音が鳴り、風が巻き起こる。

　はっとして顔を上げると、すぐ目の前に巨大な中年男性の顔があった。

「っ！　くそ、奪われてたまるかよ……！」

　赤あか峰みねは頭の中にショートソードを描き、タリスマンを通じて手の中に生み出す。

　それを伸ばしてきた天使の手に振り下ろそうとするのだが、あざ笑うかのような天使の鼻息で引っくり返されてしまう。

「っ、このッ……!!」

　手放してしまった剣を拾い、すぐに立ち上がる。

　しかしその時には、創造主が閉じ込められている結晶は天使の手の中だった。天使はすぐさま空高く飛び上がり、去ってしまう。

　奪われた悔しさもあったが、この時赤あか峰みねの頭に浮かんだ言葉は、「仲間がいてくれたらなあ」だった。




　その後、熊くま谷がいとその他の冒険者による話し合いで全冒険者の一時帰還が決まった。

　熊くま谷がいの指示に従ってベースキャンプに向かうと、すでに他の三人が揃そろっており、昨日と同じテーブルで顔を突き合わせていた。

「何だ、先に来てたのかよ。探しちまったじゃねえか」

　笑いながらそう言ってみるのだが、三人は視先を向けてくるだけだった。

「お、おいおい、どうしたんだよ。そんな暗い顔して」

　もしかして創造主を奪われたことを怒っているんじゃ──と赤あか峰みねは考えるのだが、「落ち込むに決まってるだろ」と蒼あお倉くらが言った。

「決定的な瞬間に立ち会えなかったどころか、蚊か帳やの外だったんだからな……」

　どうやら他二人も同じ心境なのだろう。より顔を俯うつむけた。

（く、空気が重過ぎる……でも、声をかけようにも、やらかした俺が言えることもないしなあ……どうしたもんか……）

　そこへどこかに行っていた熊くま谷がいがやってきて、「うお、何だ？　ここだけ重力大きくないか？」とふざけたことを言った。

「あの、すみません、教官……せっかくみんなで逃がしてくれたのに、奪われちまって」

「いや、あんな重い物を一人に任せた俺らも悪いし、逃がし切れなかったのもやはり俺たちの責任だ。気にするなよ。まあしかし、四人揃そろっていれば、みんなで抱えて逃げ切れたかもしれんがな」

　それに言い返せる者はおらず、四人揃そろって顔を逸そらした。

「赤あか峰みね、今確認してきたんだが……やったな、創造主発見ボーナス貰もらえるってよ」

「ボーナス？　あー……それってつまり、金が貰もらえるってことですか？」

「そういうこと。今回は十万円だってよ」

「ええっ、そんなに!?」

「そんなにって、取り逃がしてるからかなり減額されてんだぞ。『ダンジョンが創造主の睡眠欲を元に構成されている』ってことに気づけたからお情けで貰もらえただけだ」

「貰もらえるだけありがたいですよ！　基本給と合わせたら、今月の生活すげえ楽になるなぁ」

　何か美う味まいものでも食おうかと考える赤あか峰みねだったが、他の三人の視線に気づき、慌てて笑顔を消した。

「わ、悪い。一人浮かれちまって……」

　ぎこちなく謝ると、「……いや、気にするな」と蒼あお倉くらが首を振ってみせた。

「お前は活躍したんだ。だから報奨を貰もらうのは当然だし、成果が出たのなら喜ぶべきだ」

　桜お白しろと緑みどりも、賛同するように頷うなずく。

「蒼あお倉くら君の言う通りよ。私たちと違って、赤あか峰みね君は教官の言いつけを守る立派な人だったから、その報奨を得られたのよ」

「わたしたちが関われなかったのは、まあ自じ業ごう自じ得とくだよね」

　言葉上では納得しているかのようだが、三人の表情は冴さえない。気にしていることは明白だった。

「やれやれ、酷ひどい雰囲気だな」と熊くま谷がいが頭を搔かきながら言った。「そう落ち込むな。お前らにチャンスがないわけじゃないんだぞ。取り逃がしちまったせいで、また創造主を探さなければならないわけだから、もう一度発見ボーナスを得られるってことだ」

　それを聞いた途端、うな垂れていた蒼あお倉くらたちは顔を上げ、姿勢を正した。

「ただし、赤あか峰みねが手に入れた十万が差し引かれるがな。それでもお前らにとっては大金が手に入る。狙ってみる価値はあるんじゃないのか？」

　すぐに蒼あお倉くらが「当然、狙いたいですが」と言い、続けて訊たずねた。

「俺たちはまだ研修中ということでしたが、捜索に参加していいんですか？」

「鑑定機能の使い方はもう覚えたろ？　他の主要な機能も教えたことだし、お前たちに必要なのは戦闘の経験と、ダンジョン攻略の全体の流れを覚えることだ。今回はちょうどいい機会ってことで参加してもらう」

「そういうことですか……ちなみに、『ダンジョンは睡眠欲を元に構成されている』という情報は全てのパーティに知らされているんでしょうか？」

「ああ、攻略の効率を考えて情報は共有されることになっている」

「つまり、競争ということですね？」

「その通り。今回みたいに誰が創造主を発見してもおかしくない状況になると、どのパーティがボーナスを得るかで揉もめることがある。やはり長く攻略に臨んでいる者たちからしたら、新参者にボーナスを取られるのは面白くないからな。だから、こういう時は分かりやすく『争奪戦』を行うんだ」

「……なるほど、規定として定めることで不満を封じ込めているということですか。いざこざの発生を未然に防いでいる、と。攻略に遅延をもたらさないどころか、むしろ活発化させる上う手まいやり方ですね」

「あーうん、どうだろう。冒険者間で決めたことだから、そこまでの考えがあったかは……とにかくだ、公平を期すために今日のところは全チーム捜索を切り上げて、明日の午後一時から開始になった。ということで明日も忘れずにここへ集合するように。いいな？」

　赤あか峰みねは「了解です」と答え、こっそりと溜ため息いきを吐く。

（本格的な攻略をするってことは、戦闘があるってことだよなぁ……足手まといはもう嫌だし、いい加減自分でも使えそうな武器考えてこないとな……それかいっそショートソードをどうにかした方が早いか？）

　あれこれ考えていると、「じゃあ今日は解散だが……赤あか峰みねはちょっとこっちへ」と熊くま谷がいに呼ばれた。

「何ですか？　戦闘頑張れって話なら嫌ってほど分かってるから結構ですよ」

「そうじゃない。いいからこっち来いよ」

「？」

　言われた通り熊くま谷がいについて行き、三人に話が聞こえないぐらい距離を置いてから彼は言った。

「急な話に感じるかもしれんが……明日の争奪戦が終わるまでにパーティを纏まとめないとまずいことになるかもしれん」

「えっ、まずいことって？」

「もしお前たちがチームとして纏まとまっていたら創造主を取り逃がす可能性は低かっただろ？　つまり攻略の邪魔をしたとも取れるわけだ。まあ、これは捻ひねくれた見方ではあるが」

「うっ、それはその、すみませんでした……」

「責めてるわけじゃない。さっき言った通り、今回の失態は俺たちのせいでもある。言いたいのは、攻略の障害になりそうなパーティは解体されることがあるってことだ」

「解体？　あいつらと一緒に仕事出来なくなるってことですか？」

「まあそうなるな。解体の憂うき目めにあったメンバーは新しいパーティに編成されるまでしばらく休業しなくちゃならない」

「休業!?　まだ始まったばっかなのに!?」

「しかも、だ。パーティを解散させられるようなやつを使うのはリスクが高いから、ギルドは仕事の斡あつ旋せんをしてくれなくなる。問題児を仲間にしたいやつはいないからパーティに誘われることもない。大抵のやつは、仕事も新たな仲間も得られず、そのまま冒険者を辞めることになる」

「こ、困りますよ、バイト全部辞めちまったんですから！」

「そうなると決まったわけじゃない。あんまりにも酷ひどい場合の話だ。しかし、お前らの連携のなさは、問題を引き起こしかねん。他のパーティから苦情が来たのも事実だ。だから、ここいらでなんとかしなくちゃならん。覚えてるか？　ダンジョンでの話を」

「えっと、仲間のことを知れば勇気が出てくるってやつですか？」

「そう。仲間と深く繫つながることで勇気が出てきて、その勇気がお前たちに結束をもたらすってやつだ。出来るだけ早く、それがどういうことなのか答えを見つけろ」

「うーん、やっぱり何のことか分からないんですけど……自分で気づかないと意味がない、ですか？」

「そういうこと。今は、少し強引にでも仲間に近づいてみるのもいいかもしれないぞ、としか言えないな──と、そろそろ俺は争奪戦参加の手続きしにいかなきゃならんから、もう行くぞ。また明日な」

　去って行く熊くま谷がいの背中を見つめ、赤あか峰みねは考え込む。

（パーティ解体とか休業とか……プレッシャー半はん端ぱねえな。でも、仮にもリーダーだし、やらなきゃだよな）

　心を決めて三人がいるはずのテーブルに戻るのだが、なぜかそこには蒼あお倉くらの姿しかなく、彼はいつの間にか私服に着替えていた。

「帰る準備万端ってか……桜お白しろと緑みどりは？」

「着替えに行っている。すぐに戻ってくるはずだ」

　蒼あお倉くらの言う通り、数分もせず隣の更衣室があるテントから二人が戻ってきた。

「ごめんね、赤あか峰みね君。先に着替えちゃった」

「汗搔かいて気持ち悪くてさー」
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「お前らなあ……帰っちまったのかと思って焦あせったぞ」

　そう言うと、「帰るわけないだろ。今後についての話がある」と蒼あお倉くらが口を挟んできた。

「まずは……赤あか峰みね。今回のこと、感謝している」

「え？　何だよ、急に」

「お前がいなければ、争奪戦に関わることは出来なかった。その礼だ」

　桜お白しろも頷うなずき、「ありがとう」と口にする。緑みどりは、「あと勝手してごめんな」と言った。

「お前が教官と話していた時、俺たちも少し話し合った。このままではいけない、変わるべきじゃないか、とな」

「おお、ようやく分かってくれたか！」

「だから今度からは、多少協力していこうと思う」

「そうだ、これからは協力して……えっ、多少？」

　喜びかけた赤あか峰みねだったが、文脈に混じった一つの言葉のせいで戸惑いを覚えた。

「私たちも少し意識を変えようと思うの。これからは私も蒼あお倉くら君も緑みどりちゃんも、赤あか峰みね君の指示に出来るだけ従うわ」

「これ以上赤あか峰みねを悩ませるのは気の毒だしね。ってことで、よろしくなリーダー！」

「あ、ああ……」

　望んでいた展開になってきているはずなのに、どうも腑ふに落ちない。

　それは何だろうと考えていると、「争奪戦に向けて作戦を立てたいところだが……用事があるから、今日のところはこれで帰らせてもらう。明日行おう」と言って蒼あお倉くらが立ち上がった。

「なあ、蒼あお倉くら。お前いつも忙しそうだけど、バイトでもしてるのか？」

　何気ない質問のつもりだったが、蒼あお倉くらは一瞬立ち止まる。

　そして振り返りもせず、「そんなところだ」と素っ気なく返し、去って行った。

「なあ、蒼あお倉くらって何か隠してるみたいじゃないか？　いや……このパーティ全員か」

　それを聞いた桜お白しろと緑みどりの二人は、微笑なのか困惑なのか、よく分からない表情を浮かべた。

「冒険者なんて危険な仕事をしているんだもの。抱えているものはあるはずよ」

「桜お白しろちゃんの言う通り。聞かれたくないことの一つや二つあるでしょ」

　話は終わりとばかりに緑みどりは立ち上がり、「じゃ、わたしも帰るね」と言って去って行く。「えっ、ちょ──」と戸惑っている間に桜お白しろも立ち上がり、「明日頑張ろうね」と言い残して緑みどりとは逆方向へ行ってしまった。

　あっという間の出来事で止める間もなく、逃げられた、という感覚だけが残った。

（どう考えても心に壁があるじゃねえか……そりゃ協力するなんて言われても、纏まとまったって思えないはずだよな……）

　この四人でやっていけるのかと不安になるが、何もせずにいたら休業の危険がある。悩んでいる暇はない。

（よし……教官の言う通り、少し強引に攻めてみるか）

　タリスマンを取り出し、メールを送信。宛先は、当然パーティメンバーの全員である。

　内容は、『明日も特殊訓練室に集合！　面談を行う！　リーダー命令により拒否権はない！』。




　日を跨またぎ、日曜日。

　赤あか峰みねは昼前に特殊訓練室についたのだが、集合時間前のためか一番乗りだった。

　せっかくだから……と武器に関する本を引っ張り出して来たのだが、そのタイミングで緑みどりが入って来た。

「よっす、赤あか峰みね。貸し切りって札下がってたけど、わざわざ申請したの？」

「おう、来たか。他に人がいない方が面談やりやすいかと思ってな」

　緑みどりは向かい側に座ると、本の山に眉をひそめた。

「これ全部、武器の本？」

「ああ、手持ち無沙汰だったから調べ物でもしようかと思ったんだ」

「まだメインで使う武器決まってないの？　しっかりしてよ、守られてばっかのリーダーについていくの嫌だぞ」

「む……一応、目星つけてイメージは固めてきたぞ。それが上う手まくいかなかった時のために別案を探しておこうと思っただけだ」

「そういうことね。仕方ないなぁ、リーダーがいつまでも足あし手でまといってのも困るし、わたしも手伝ってあげるよ」

　言うや否いなや緑みどりは本の山から一冊を手に取り、開いて調べ物を始める。

「ほほう……？」

「ん？　何だよ、赤あか峰みね。何か目が嫌らしいなぁ」

「い、嫌らしくはねえだろ！　自分から手伝いだしたから、嫌われて避けられてるってわけじゃねえんだなって思ったんだよ」

「嫌うって赤あか峰みねを？　そりゃまあ、理由がないし。一体どうしたのさ？」

「はっきり言って、俺らの間には壁があるだろ？　静止を無視して単独行動、そして質問の答えを誤魔化してみたり、さ」

「それは昨日も言った通り色々事情あるからで……って、もしかして面談始まってる？　まさか、調べ物はこの話に誘導する演技だったの？」

「え？　………………どうだ、このリーダーに相応ふさわしい策士っぷりは！」

「何その間ま。怪しいなぁ」

「はい、じゃあ面談続けようか」

「……絶対逃げただろ。まあいいけど、わたしからでいいの？　てか蒼あお倉くらと桜お白しろちゃんは？」

「二人は用事があるからダンジョンに直行だってさ。ま、そういうことで緑みどりから話を聞いていこうかと」

「でも何で面談？　さっきも言った通り事情あるんだから、あんまり深く突っ込んで話はなし聞くのはどうかと思うぞ」

「もちろん分かってる。だけど、このままだと困ったことになりそうなんだよ」

　熊くま谷がいからあった話を説明すると、「それマジ!?」と緑みどりは大おお袈げ裟さに驚いた。

「冒険者になったばっかなのに、もう休業とか……ちょっとそれはマズいなぁ」

「そういうわけで、ただ協力することを意識するだけじゃなくて、根本的に『仲間』になるべきじゃねえかって思うんだよ。このままだと、どこかですれ違って大失敗する気がしないか？　昨日みたいにさ」

「うん、まあ確かに……だから面談か。もっと深く知るために」

「そういうこと。そういうことなんだけど……どう思う？　みんな何か抱えてんだろ？　冒険者になった理由とか、心に壁を作る理由とか聞きたいけど、みんなを傷つけやしないか不安なんだよな」

「それは……どうだろう」

「どうだろうって、お前のことでもあるんだぞ？」

「それはそうなんだけど」

「？　どうしたんだよ、急に萎しおれて。やっぱり……言いたくないことあんのか？」

「わ、わたしは……」

　緑みどりは言いい淀よどみ、目を泳がせる。

　そしてしばらく間を空けた後、言った。

「お金……そう、お金なんだよ」

「ん？　何だって？」

「わたしが冒険者になった理由。お金が欲しかったから」

　それだけ、と言って緑みどりは気まずそうな笑み浮かべた。

「金ぇ？　何が飛び出してくんのかと思ったら、すっげえ普通な理由だな」

「だって、女の子がカネカネ言ってたらみっともないし、可愛かわいげないじゃん？　だから言い出し辛づらくってさ」

「なるほど、そういうことか。でも、俺はみっともないと思わないけどな。こんなちっちゃいのに頑張ってるなって感心できる話じゃんか」

「ちょっと、子供扱いは失礼だぞ！」

　憤慨する様子はいつもの明るい彼女らしく、赤あか峰みねはほっとして笑った。

「まったく心配して損したぜ。まあでも、少しでも緑みどりのことを知ることが出来て良かったよ。俺もさ、金が欲しくて冒険者になったんだ。腹割って話したことだけじゃなくて、冒険者やってる理由も含めて本当の仲間だな」

　これからよろしくな、と言って赤あか峰みねは手を差し出した。

　しかし緑みどりは握り返さず、驚きを露あらわにしてその手を不思議そうに見つめていた。

「あれ、ここって握手求めていいところだよな？」

「……あ、ああ、ごめん！　よ、よろしくな！」

　ようやくそこで彼女は手を握り返してきた。

「な、仲間か……」

「どうした？　何かさっきからぎこちないけど」

「い、いやその、わたし友達いないから、ちょっと嬉うれしいなぁ……なんて思ったりして」

「ええっ、友達百人いそうに見えるのに……その情報の方がショッキングだな」

「はは、まあ色々あるんだよ。とにかくよろしくね」

「おう、よろしく！　よっし、この調子で蒼あお倉くらと桜お白しろの心も射止めるぞ！」

「恋してるみたいな言い草だね……それで、二人はガード固そうだけど、何か作戦あんの？」

「うーん、そうだな……とりあえず今から桜お白しろを迎えに行ってみようか。まだこの時間なら病院にいるはずだ」

「病院？　体調悪いの？」

「風邪引いたかも、だってさ。この近くの病院に受診しに行ったはずだから、すぐに出れば合流出来るはず。んで、ダンジョンに向かう道中で話を聞いてみようと思う。わざわざ場所設けて面と向き合うと緊張しちまうかもしれないし、そうした方が気楽で話しやすいだろ」

「うん、まあそっちの方がいいと思う……けど」

「だろ？　よし、それで一回勝負かけてみるぞ！」

　じゃあ行くか、と言って赤あか峰みねは立ち上がり、出口へ向かおうとする。

　すると、「ちょっと待って」と緑みどりが制止してきた。

「あのさ……わたしも行かなくちゃだめ？」

「出来れば来て欲しいんだけど。同じ女の子がいた方が、桜お白しろとしては安心して話せるだろうからな。そんで俺だけじゃなく緑みどりも一緒に桜お白しろと仲良くなれたら最高だろ？　友達増えるかもだぞ」

「それは、そうだけど……でも、ちょっと覚悟しといた方がいいかも……」

「ん？　覚悟？」

「何でもない。ほら、さっさと行こう。置いてくぞ」

　緑みどりはテーブルに置いておいた荷物を手に取り、出口へ向かっていく。

　彼女の緊張するよう面持ちが気になったが、後を追って訊たずねても「後で話す」の一点張り。

（何か言い辛づらいことでもあんのかな？）

　そう考える赤あか峰みねだったが、すぐにどういうことか知ることになる。




　ギルドを離れて隣の区画にある病院へ来た赤あか峰みねは、まず入り口の前で桜お白しろのタリスマンにコールしてみた。

　しかし応答はなく、留守番電話サービスに繫つながってしまう。

「出ないってことは受診中だな」

「気づいてないだけかもよ？」

「一応確認してみるか」

　病院の昇降口を通り、賑にぎわっているエントランスホールを抜けて受付へ向かった。

「すみません、知り合いを迎えに来たんですが、まだこちらにいるか確認してもらえますか」

　書類を整理していた四十代ぐらいの女性職員に声をかけると、彼女は爽やかな笑顔を消し、眉をひそめた。

「この手口も久しぶりね。あんたの雇い主にこう伝えてくれる？　うちの情報はそう簡単に渡さないわよって」

「は？　えっと……何のことですか？」

「何のことってパパラッチに友達迎えに行くふりして中探って来いって言われてんでしょ？　一年前に流は行やった手口じゃない。もう通用しないわよ」

「んん？　すみません、さっぱり分からないんですけど……」

　困り果てていると、さすがに様子がおかしいと思ったのか、職員は急に慌て出した。

「もしかして、ほんとに用事があったの？」

「さっき言った通り知り合いを迎えにきたんですよ。桜お白しろって言うんですけど」

「あら、桜お白しろちゃんのお知り合い!?　あ、そっか君、冒険者仲間ね？」

「そうですけど、桜お白しろのこと知ってるんですか？」

「もう五年はここで顔を合わせてるからね」

「えっ、五年も？」

「ああそうそう桜お白しろちゃんだけど、特別治療棟の五階奥にある第四研究室にいるわ。まだもう少し時間かかるから、研究室の前で待ってるのがいいんじゃないかな」

　そう言って、女性職員は赤あか峰みねの背後に視線を向けた。振り返ると「まだかよ」と不快を露あらわにする老人が立っていたので、赤あか峰みねはそそくさと避けて少し離れたところで待っている緑みどりの下へ向かった。

「桜お白しろちゃん、まだいるって？」

「ああ、でも変なんだよな。風邪なのに特別治療棟ってとこの研究室にいるらしい。変といえばパパラッチの小間使いに間違われたこともそうだな。この病院、どうなってんだ？」

「ここ、ギルドが運営してる病院なんだよ。一般の人も受け入れてるけど、多くは怪け我がした冒険者と、あとダンジョン化事件で被害を受けた人が利用してて、設備が普通の病院とはちょっと違うんだよね。創立したての頃は情報屋に散々かぎ回られたって話だよ」

「だったら怪しまれても仕方がないか。それにしても、そんな病院の研究室にいるってことは、もしかして桜お白しろ……風邪じゃないのか？　五年も通ってるって言ってたし」

「……分かんない？　五年前ってダンジョン化事件が起こった年だよ」

「あっ、そうか！　じゃあまさか……」

「たぶん、そういうこと。行けば分かると思うけど、ほんとに行くの？」

　乗り気ではない緑みどりの様子を見て迷いが生まれたが、赤あか峰みねは考えた末に頷うなずいた。

「ここまで来たんだし、予想とはいえ事情に察しついちまったんだ。ならもう全部見て、支えてやるつもりで受け入れよう。そもそも、そうするために来たんだしな」

「傷つけちゃったら？」

「そん時は……目一杯謝るしかないな」

　赤あか峰みねたちはエレベーターに乗り、五階へ上がった。

　案内板を確認しながら特別治療棟の奥へと進み、すぐに第四研究室を見つける。壁に大きなガラス窓が嵌はめこまれて中が見えるようになっており、そっと傍そばに寄って恐る恐る覗のぞき込こんだ。

「っ！　なんだこりゃ……」

　室内には様々な機器が所狭しと置かれており、何台ものモニタには心電図のようなグラフや数字が表示されている。そういった機器の中心に椅子が置かれており、桜お白しろはそれに取りつけられているヘッドギアのようなものを被かぶって座っていた。

「なあ緑みどり、あれ何なんだよ。ＶＲゲーム……なわけないよな？」

「さあ、私にも分かんない。分かんないけど、ただごとじゃないよね」

　その時、「何の用だね？」と声がかかった。

　振り返ると、白衣姿の若い男が不審げな目をこちらに向けて立っていた。

「あっ、すみません勝手に覗のぞき込こんで！　俺たち桜お白しろの冒険者仲間で──」

「ああ、君たちのことか。桜お白しろさんの知り合いが来ていると受付から連絡があったよ。そんなとこで見てないで、入ったらどうだ」

　研究員と思われる男によって室内に通され、赤あか峰みねたちは用意してもらったスツールに座る。

　男は桜お白しろの傍そばに寄ると、「さあ時間だよ」と桜お白しろに声をかけ、背もたれのスイッチを切るとヘッドギアを取り外した。

　桜お白しろはゆっくりと目を開き、まるで寝起きのように伸びをする。

　それからどこにいるか確かめるように辺りを見回し、すぐ横に赤あか峰みねたちがいることに気づくと目を見開いた。

「ど、どうして二人がいるの？　ここ、病院よね？」

「緑みどりとの面談がすぐ終わったから迎えに来たんだ。その……まずかったか？　このこと、今まで隠してたのは知られたくなかったからなんだろ？」

　桜お白しろは困ったような表情を浮かべたが、小さく首を振った。

「ううん、大丈夫。面談をするってメール来て、やっぱり話しておこうかと思ってたから」

「それならいいんだけど……一体ここで何してんだ？　そのヘッドギアみたいのは？」

「これは治療に使うものよ。先生が私のために開発してくれたものなの」

　彼女に視線を向けられた研究員は、「調整は無事終わったよ。後はごゆっくり」と言って部屋を出て行った。

「何か扱い雑だな。いいのか、あれで」

「五年のつき合いだからね。私が要領を心得てるって理解してるのよ」

「……やっぱ、風邪じゃなかったんだな」

「ああ、うん。ごめんね、噓うそついて。実は私……脳の病気なのよ。『定期的に脳に刺激を与えないと、意識を失って永遠の眠りに就いてしまう』、そんな病よ」

「永遠の眠りって……まさか死ぬってことじゃないよな!?」

「ちょっと違うけど……でも、そういうことになるかな。ダンジョンに取り込まれた人はダンジョン内で眠っていることが多いって聞いたことない？」

「あ、ああ。今攻略してるダンジョンの創造主もそうだよな」

「永遠の眠りっていうのは、それと似たような状態になることよ。違うのは、私には対応する『Ｍｉｇ』がないってこと。ダンジョンに取り込まれた人は『Ｍｉｇ』のスイッチを切ったときに目覚めるけど、私の場合はそれが出来ないから、一度その状態になると一生目覚めることはないわ」

「ま、マジかよ……」

　思わぬ重い話に、赤あか峰みねは言葉を失ってしまう。

　代わりに、ずっと黙っていた緑みどりが口を開いた。

「ギルドの近くの病院にいるって聞いて、そんな予感がしてたけど……やっぱり桜お白しろちゃん、ダンジョン化事件の被害者だったんだ」

「ええ……五年前までマンション住まいで、『Ｍｉｇ』を利用していたの」

「もしかして、ダンジョンから助け出された口？　奇妙な後遺症が残る場合もあるって聞くけど」

「ううん、それとは違うわ。私が住んでるマンションがダンジョン化する条件を満たした時、偶然『Ｍｉｇ』から少しだけ離れていたからこうなったの」

　赤あか峰みねは話が理解できず、「条件って？」と思わず口を挟んだ。

「それも知らないのか……」と緑みどりは呆あきれたように溜ため息いきを吐いた。「『Ｍｉｇ』がダンジョンを発生させるには二つ条件があんの。一つが、『Ｍｉｇ』がお互いに干渉し合っちゃう半径四十メートル以内に、二十台以上あること。あともう一つが、『Ｍｉｇ』から電気信号を受け取れる半径五メートル以内に使用者がいることなの。桜お白しろちゃんは二つ目の条件から外れてたから、ダンジョン化に巻き込まれなかったんだけど……少しだけしか離れてなかったってことだから、たぶん暴走した時に『Ｍｉｇ』が吐き出した強い電波とか、電磁波の影響を受けちゃったんじゃないかな」

　緑みどりに視線を向けられた桜お白しろは、「正解。ほんとに緑みどりちゃんて物知りね」と言って微笑ほほえんだ。

「それで脳が変質してしまって、刺激を与えないとさっき言ったように……死んでしまうのと同じようなことが起きてしまう体質になっちゃったの」

「元気な姿しか知らないから実感湧かないけど……そうか、そんなもん抱えてたのか。でも、どうして冒険者なんて危ない仕事してんだ？　安静にしてた方がいいんじゃないのかよ」

「それはね……『ユグドラシル』を探すためよ」

「ん？　えっと……何だって？　ユグドラシル？　ゲームの話？」

「違うけど、ある意味そうかも。ダンジョンは創造主の頭の中にある情報で構成されるから、もし知識と想像力、あと具体的なイメージがあれば、ゲームの中のアイテムがダンジョン内に現れることもあるのよ」

「ほんとかよそれ!?　じゃあ例えばの話だけど、有名どころのミスリルとヒヒイロカネとか、そういったものもか？　ＲＰＧでよく登場する鉱石なんだけど」

「確かどっちもあったはずよ。あくまでもギルドが神話とか創作物を参考にして、その未知のアイテムに名前を当てはめただけなんだけどね。でも創作物の中で表現された通りの効果を発揮するものもあって、私がさっき話したユグドラシルという植物は『口にするとどんな病気でも治す効果』があったらしいわ」

「し、信じらんねえ……それこそ夢のような話だな。あっ、じゃあそれを手に入れれば、桜お白しろのその病気、治るのか？」

「可能性はあると思うけど……もう手に入らないの。ユグドラシルがあったダンジョンは攻略されて、消滅したから」

「そ、そうなのか……何て言うか……残念だな」

「でも、もしかしたら……他のダンジョンで似たようなものが生成される可能性があるでしょう？　だからわたしは冒険者になったの」

「自分で探すために……ってことか」

「トレジャーアイテムって検閲のために絶対ギルドに渡さなきゃいけないじゃない？　それから世の中に売り出されたりするんだけど、発見者には買い取り優先権が与えられるらしいわ。その権利を手に入れるためでもあるし……たぶん、ユグドラシルと同じように高額で取引されるだろうから、そのお金を稼ぎたいのも理由の一つよ」

　話し終えて一息ついた桜お白しろの表情は、五年も死と隣合わせだったとは思えないほど爽やかだった。

「なんか……悪いな。そんなしんどいこと抱えてるとは知らずに、詮索するような真ま似ねして」

「いいのよ。わざわざ説明して負担になっちゃいけないって思ったから黙っていたのだけど、そのせいでよそよそしい雰囲気作っちゃったから……こうして話せて何だかすっきりしたわ」

「なら、いいんだけどな……」

「私の話はこれで終わりよ。緑みどりちゃんとの面談は終わってるんだったわよね。なら、後は蒼あお倉くら君ね」

「そうだな。あいつはどんなもん抱えてんのやら」

　すると、「見に行ってみる？」と桜お白しろが言った。

「見に行くって何を？」

「蒼あお倉くら君の事情よ。この時間なら、一般病棟の方にいるわ」

「え、あいつもここにいるのか？」

「ええ、でも……」

　そこで桜お白しろは表情を曇らせた。

「ちょっとショッキングかもしれないわ」




　赤あか峰みねたちは一度一階へ下り、一般病棟のエレベーターに乗って三階へ向かった。

　桜お白しろの案内で廊下を進んでいくと、角から花束を抱えた蒼あお倉くらが現れた。

「あ、赤あか峰みね!?　……と、桜お白しろと緑みどりもか？　なぜここにいる？」

「お、おう蒼あお倉くら。すごい花束だな。見舞いか？」

「…………、これは親戚が持ってきたものだ。それで、何でお前たちがここにいるんだ？」

「それはその……桜お白しろを迎えに来たついでにお前とも合流しようかと思って、桜お白しろに案内してもらったんだ」

　それを聞いた蒼あお倉くらは、桜お白しろに鋭い視線を向けた。

「……お互いのことは黙っておくはずじゃなかったのか？」

「そうだけど、そのせいで雰囲気が悪くなったじゃない？　だから隠し事って良くないなって思って」

　勝手に話が進んでいくので、「あの、いいですかね？」と赤あか峰みねは割って入った。

「二人はお互いの事情知ってんの？　てか元々知り合い？」

「知り合ったのは赤あか峰みね君と同じ、入団式の時よ。そのすぐ後にこの病院でばったり出会って、その時、蒼あお倉くら君の事情を知ってしまったの。それで私のことも少し話して、お互い秘密にしておこうって決めたのよ。さっき話した通り、赤あか峰みね君と緑みどりちゃんの負担にならないようにって」

「じゃあ蒼あお倉くらも遠慮してるってことだな？　仲間なんだからさあ、そういうのはナシにしようぜ。どんなことだろうが、リーダーであるこの俺が受け止めてやるから、大船に乗ったつもりで話してみろよ」

「大船って、使い方はあってるのか……？」

　蒼あお倉くらは逡しゆん巡じゆんするような間を空け、桜お白しろを見やった。

「……お前は話したのか？」

「ええ。隠し事してる方が逆に迷惑になると思ったの。特にリーダーの赤あか峰みね君は私たちを纏まとめなくちゃいけない立場だから、事情を知ってないと立ち回りづらいわ。それで不和を招いてパーティ解散なんてことになったら悲惨でしょう？」

「それは……確かにそうだな」

　蒼あお倉くらは溜息を吐いた後、「いいだろう」と言って踵きびすを返かえす。

「俺の事情、見せておく。その上で俺の話を聞いてくれ」

　返答を待たずさっさと行ってしまうので、赤あか峰みねたちは慌てて後を追う。

　蒼あお倉くらに案内されたのは、廊下の一番奥、扉の横に『蒼あお倉くら』のプレートが飾られている部屋だった。

「家族が入院してるのか？」

「……ああ、俺の唯一の肉親だ」

「ん、待て、唯一って？」

　蒼あお倉くらは答えず扉を開いて中に入っていくので、赤あか峰みねたちも後に続く。

　白で統一された清せい楚そな部屋の中心にベッドが置かれており、その上に人工呼吸が取りつけられた少女が寝かされていた。

「い、妹さんか？　人工呼吸器つけてるってことは、その……」

「……意識がなければ、自分でまともに息することも出来ない。そういうことだ」

　蒼あお倉くらは窓まど際ぎわに花束を置き、ベッドの横に置かれたスツールに座ると、眠り続けている妹の頭を撫なでた。

「こうして触れても、雪ゆき菜な……この子は目覚めない。植物状態なんだ」

「!?　なんでまた……」

「三年前、横浜で起こったダンジョンがマンションから溢あふれ出でた事件があっただろう。覚えているか？」

「前に話題に上がった巨大化事件のことだろ？　詳しいことはあんまり知らないけど、何千人も死んじまったのはさすがに覚えてる」

「……雪ゆき菜なはそれに巻き込まれた」

「っ！　そうなのか……」

「両親とともに小旅行に行っていたんだ。ダンジョンが膨れ上がったときに発した強力な電磁波を浴びて、こうなった」

「……両親も一緒だったってことは、もしかして二人も？」

「そういうことになる」

「あ、じゃあ一緒に入院してるのか……」

　蒼あお倉くらは首を振り、搾り出すような声で言った。

「二人はもういない。死んだよ」

「え……？」

「入院費に生命維持装置の費用……他にもあるが、人一人を生かすためには多額の金が必要なんだ。中学生だった俺には当然払えないし、引き取ってくれた叔父の家だって、俺の面倒を見る必要があったからそんな金はなかった。精々、数年間一人を生かすぐらいしか、金は集まらなかったんだ……」

「…………っ、それは、つまり……」

「恐らく考えている通りだ。俺たちは選択に迫られた。誰を生かすか、という選択だ。そして決定権は……肉親である俺にあった」

　ガツン、と殴られたような衝撃が頭を揺さぶり、赤あか峰みねは倒れそうになる。

　蒼あお倉くらはそれ以上、何も言おうとしない。しかし、目の前に彼の妹がいる。彼女の存在が、両親の命を絶つ選択をした蒼あお倉くらの過去を物語っていた。

「赤あか峰みね、いつもすまない」

「な、何だよ急に」

「お前が必死にパーティを纏まとめようとしているのは分かっていた。だが、どうしようもない……ダンジョンに潜れる限界年齢の二十五歳まで働くことを条件に、ギルドによって雪ゆき菜なを生かしてもらっているんだ……だから俺は活躍して、ギルドにとって価値ある存在にならなければならない」

「まさか、活躍しなくちゃ援助を止めるって言われてんのか？」

「いや……しかし、役立たずのために大金を恒久的に支払うはずもないだろう。だから、俺はギルドの中で確固たる立場を得なければならない。雪ゆき菜なに関する約定を不変のものとするために」

「いっつも突っ走っちゃう理由がそれか」

「ああ……強迫観念なのかもしれないが……そういう焦あせりと不安があるせいで、どうしようもない」

　彼の覇気のない言葉は、諦念を表しているかのようだった。だが、妹に向ける真まっ直すぐな眼まな差ざしと表情から、彼女を絶対に生かすという決意の固さが感じられる。

「……纏まとまらないパーティ事情をどうにかしようとして、俺たちの話を聞き回っていたんだろうが……俺はやり方を変えるつもりはない。というより、変えられそうにない……」

「そうは言っても……このままじゃ駄目なのは分かってるだろ？　それに昨日みたいなことが続けば、冒険者を続けられなくなるかもしれないんだぞ」

「なに？　何の話だ？」

「ああ、そういえばまだ話してなかったんだっけ。桜お白しろにも教えておくが……」

　緑みどりの時と同様、説明を聞いた蒼あお倉くらと桜お白しろは驚き、困惑していた。

「休業だなんて困るわ……まだ何も始まっていないのに……」

「くそっ、最悪だ！　休業は実質クビってことだぞ！　もしそうなったら、雪ゆき菜なはどうなるんだ!?」

「落ち着け、まだ決まったわけじゃないって！　大失敗やらかして、他のチームの迷惑になるようなことになったらの話だ。でも……俺たちってやらかしそうな危うさがあるだろ？　それが分かってるから、こうして事情を話してくれたんだよな？　だからみんな、単独行動は控えてチームワークを意識しよう。蒼あお倉くらは特にな」

「……出来るか自信がない。雪ゆき菜なのことを思うと、いてもたってもいられなくなるんだ……」

「そん時は俺が止めるよ。とにかく、無理だろうがなんだろうがやるしかないんだ」

　桜お白しろは頷うなずき、「そうね。そうするしかないわ」と言うと、同意を求めるように蒼あお倉くらに視線を向ける。彼は息を吐き、「止やむを得えないか……」と同意した。

「ほら、昨日から意識も変わったことだし、たぶん上う手まくいくって！　だからその、心配する必要はないんじゃないか？」

「そうだといいが……時間だな。そろそろ行くとするか」

「お、おう……」

　昨日と同様、蒼あお倉くらは早々に部屋を出て行き、それに桜お白しろが続く。二人の表情は冴さえず、向けられた背中は強こわ張ばって見えた。

「なあ、緑みどり。これで良かったのかな……本当の仲間になるために話を聞きに来たのに、ただ重荷を背負わせちまっただけのような気がするんだけど……」

　そう言って顔を向けるのだが、緑みどりは俯うつむいて拳を握り、口を硬く引き結んで黙り込んでいた。

「緑みどり？　おーい、緑みどり！　どうしたんだ？」

「えっ？　……ああ、ごめん。想像以上の話に驚いちゃって……」

「確かにショックだったけど……緑みどり、大丈夫か？　すげえ具合悪そうな顔してるけど」

「そう？　いつも通りだよ。ただ今は、桜お白しろちゃんと蒼あお倉くらを助けてやりたいって気持ちで燃え上がってるけどね」

「それならいいんだけど……」

　廊下から「何をしている？　置いていくぞ」という蒼あお倉くらの声が届いたので、赤あか峰みねはすぐに返事をし、緑みどりとともに部屋を出る。

　こっそり盗み見ると、緑みどりはどこか思いつめた表情をしていた。




　ベースキャンプで教官と合流し、三度目となる森と石の塔のダンジョンへ潜入すると、そこは人だかりの中だった。扉がポータルとなっているログハウスは深い森の只ただ中なかにあるのだが、その前に集まっていた冒険者たちの熱気が渦巻いており、サウナのような息苦しさがあった。

「うわ、この全員と競争するのか……教官、これ何チームぐらいいるんですか？」

「全部で八チームだな。六人編成のパーティもいるから、四十人はいる。ちゃんと戦う準備をしてきたんだろうな？」

「ええ、まあ一応は……」

　振り返ると、蒼あお倉くらと桜お白しろはやはり冴さえない表情をしており、そしてそれは緑みどりも同じだった。

「緑みどり、お前やっぱり体調良くないんじゃないのか？　顔色ひでえぞ」

「別に普通だよ。強いて言えば、赤あか峰みねが目星つけてきたっていう武器が機能するか不安だけどね」

「む……悔しいけど、俺も不安なんだよな。よし、今のうちに試してみるか」

　赤あか峰みねは、ふぅ、と息を吐き、目の前に手をかざした。

　そして一度目をつぶり、その武器のデザインから始めて、重さ、質感のイメージを固めていく。

（頼む、上う手まく出来てくれよ……！）

　そして一度、「現れろ！」と念じると、かざした手の中に質量が生まれた。

「おし、出来たッ!!」

　美しく銀色に輝く細い刀身は、紛れもなく日本刀のそれである。刀身の反り具合や刃紋、鍔つばの形から柄のデザインも、イメージそのままにそこにあった。

「へえ、日本刀かぁ」と緑みどりは素直に驚きを表した。「結構しっかり作り込まれてるじゃん。ショートソードをあんなふにゃふにゃの形に作ってた赤あか峰みねにしては上出来だね」

「まあ、自分の目で見たものをそのまんま真ま似ねしただけなんだけどな。昨日、帰かえり際ぎわに国立博物館に寄って、展示されてた刀をじっくり観察してきたんだよ。確か、童どう子じ切ぎり、えーっと……ヨシツナ？　ってやつだ」

　すると蒼あお倉くらは溜ため息いきを吐き、「安やす綱つなだ」と言った。

「そうそう、それ。今日からは俺も前線で戦うつもりだから、援護頼むな」

　桜お白しろと緑みどりに向けて言うと、彼女たちは力強く頷うなずいてみせた。

「任せて。私と緑みどりちゃんで二人の背中は守るわ」

「安心していいよ。わたしが素人しろうとの赤あか峰みねをしっかりサポートしてあげるから」

　四人揃そろって表情が引き締まり、連帯感が生まれたように思えた。

　今までになかった感覚に感動を覚えていたのだが、そこで熊くま谷がいが水を差してくる。

「いい雰囲気じゃないか。その調子でチームプレイを大事にしろよ」

　途端、蒼あお倉くらの表情が強こわ張ばった。それに続き、桜お白しろが不安を浮かべ、緑みどりが何かを思い出したように目を伏せる。

（こんな状況で勝ち抜けるのかなぁ……）

　もう一度士気を高めるために言葉を考えていると、「あー、本日は快晴なり」と聞こえてきた。遠くに用意されていた台の上に一人の男が立っており、拡声器を手に持っている。

「えーみなさん、本日はこの『北きた八はち条じようＳハイム五○一号室』の争奪戦へようこそ。姿を眩くらました創造主の捜索、及び救出を競ってもらうことになりますが、エネミーの出現率は普段より高まっているようなのでご注意ください。あと、他のパーティへの妨害を禁止していますので、お忘れなきよう。清く正しい攻略をお願いいたします」

　それでは、とその男が言うのと同時に、冒険者が一斉に武器を創り出した。蒼あお倉くら、桜お白しろ、緑みどりもそれに合わせ、それぞれの武器をその手に生み出す。

「争奪戦、開始ィッッ!!」

　合図と同時に怒号のような雄お叫たけびが上がり、冒険者たちが一斉に駆け出した。

「それじゃあ俺たちも行くか。とりあえず、まだ手をつけてない塔を目指すことになってるんで、教官もついて来てもらえますか？」

　熊くま谷がいに顔を向けると、「自由にやれ」と彼は言う。

「今回は自立するための訓練みたいなもんだ。基本的にはお前たちだけで方針を決めて、好きなようにやっていい。俺もついて行くが、危ない時だけしか手助けしてやらんから、そのつもりでな」

「了解。よし、行くぞ！」

　赤あか峰みねは三人と視線を交わし、一緒に駆け出した。

　進行方向のずっと先に、先行した別のパーティが見える。出遅れた形だが、先行組が通った道はエネミーがいないということでもあり、順調に進むことができた。

　そして、あっという間に追いつくのだが──

「やっぱ、そう簡単にはいかないよな……」

　樹木のような胴体に創造主と同じ中年男性顔の皺しわが浮かぶエネミー──『トレント』の大群が、先行組を足止めしていた。その奥からは別の群れが、「眠らせろぉぉ、眠らせろォォォ……」と不気味な声を響かせ、ゆっくりと迫って来ている。

「俺らもやるしかないみたいだな。みんな、準備はいいか？　話し合った通り、連携を意識するんだ」

　三人は頷うなずき、武器を構える。赤あか峰みねは蒼あお倉くらと目配せし、

「無理はするなよ」

「……分かってる」

　そして同時にトレントの群れに向かって駆け出した。

「うおらああっ!!　俺たちが相手だぁ!!」

　赤あか峰みねの気勢に周囲のトレントが反応し、わらわらと集まってきた。

「うげっ、そんなに相手する気はなかったんだけど!?」

　赤あか峰みねは足を止めかけたが、蒼あお倉くらは構わず突っ込んで行き、果敢に斬りかかっていく。

（ま、負けてらんねえし、一人には出来ねえ！　やってやる！　体育の授業で剣道やってんだし、俺だって戦えるはず!!）

　赤あか峰みねも慌てて蒼あお倉くらに続き、刀を頭上に持ち上げ、

「め、面ぇぇぇんッッ!!」

　思い切り脳天に振り下ろす。

　すると刃は手ごたえとともに、見事トレントの頭に食い込んだ。

　だが、トレントはきょとんとして、淀よどんだ目を瞬まばたかせている。

「あれ、あレレ？　ワタシ、切らレテる？　これ攻撃？　ねえボク、こレ攻撃なの？」

「え、ええ、そのつもりなんですが──おわっ!?」

　トレントの胴体から生えている枝が触手のように蠢うごめき、襲い掛かってきた。赤あか峰みねは咄とつ嗟さに屈かがみ込こんで躱かわし、一旦距離を置く。

「くっそー、授業役に立たねえじゃんか！　んでも、こんだけ切れ味がいいなら──」

　赤あか峰みねは深呼吸をすると刀を上段に構え、一気に踏み込んだ。

　再び伸びてきた触手のような枝を潜くぐり抜ぬけ、飛び上がり、

「おらァッ!!」

　右斜め上から思い切り振り下ろす。

　勢いが乗った刃は、すり抜けるようにトレントの胴体を通過した。

「あら、あララん？　もしかしてワタシ、真まことっ二ツ──あラぁぁ！」

　気色の悪い声を発するトレントの上半身だけが背後へ倒れる。地面に落ちるとすぐに萎しおれていき、最後は砂となって崩れた。

「うぉっしッッ、一体撃破!!　見たか蒼あお倉くら！　俺はもう足手まといじゃねえぞ！　どんどん頼れ──って、あれ？」

　振り返った時、蒼あお倉くらはロングソードを持ち上げていた。

　そして彼は、

「顕現せよ、『氷雪の世界ニブルヘイム』ッ!!」

　と叫び、トレントではなくその場に剣を叩たたきつける。

　途端、地面に打ち込まれた切っ先から氷が発生し、凄すさまじい勢いで周囲の地面が凍りついていく。トレントの足である根も巻き込み、動きを封じ込めた。

「っ!?　な、何だそりゃ！」

　赤あか峰みねが啞あ然ぜんとしていると、桜お白しろが駆け寄ってきて、杖つえを構えた。

　そして彼女は、一つ唱える。

「『おいで、鳥さん』！」

　杖つえの先の水晶が黄色い輝きを放ち、目の前に奇怪な模様を内包した円形──魔法陣らしきものが現れる。

　その魔法陣から次々飛び出してきたのは、バチバチと放電する小鳥だった。それらは動きを止めたトレントの頭上へと飛んでいき、一声鳴いて弾はじける様に電気に変じると、雷のように降り注ぐ。

　それによって十数体のトレントは同時に爆散し、丸焦げとなって朽ち果てた。

「そ、そういえばスキルを開発してましたもんね……はは、俺いなくてもやってけそうだなぁ、なんて……」

　溜ため息いきを吐いていると、「二人だけじゃないよ」と言って緑みどりが目の前に飛び出してきた。

「『マーカー、召喚！』」

　緑みどりの言葉に呼応して、前方のトレントの一団の間に照準のようなメモリを内包した透明な球体が現れた。

「装塡、『チェーン・ブリッド』！　発射ッ！」

　緑みどりがライフルのトリガーを引くと、放たれたのは青くて細いレーザー光線だった。

　それは一体を貫き、宙に浮いていたマーカーに到達すると、跳弾するかのように曲がって別のマーカーに向かって飛んでいく。

　レーザーはしばらくの間、マーカーの中で跳ね返り続け、その中にいたトレントたちを穴だらけにしてしまった。

「お、お前もすごいもん開発したな……」

「でも駄目、障害物が多すぎて威力が減ってる……こんなんじゃ二人の役に立てない……もっと倒さないと」

　緑みどりは呟つぶやくと、ライフルで弾丸を撃ち放しながら、単身でトレントの群れの中へと駆けて行く。

「お、おい、待て！　どこ行く気だ!?」

　追いかけようとするが、緑みどりが撃ち抜いた数体が生き残っており、立ち塞がってきた。

「くそっ、邪魔だ！」

　一体を斬り伏せるが、すぐに別の一体が迫ってくる。また別方向から攻撃をしかけられ、進むどころか後退を迫られた。

（まずい！　あいつ、あんな遠くへ……!?）

　どうするか迷っていると、横から熊くま谷がいが飛び出してきた。

「ここは任せろ！　お前は緑みどりを追え！」

　彼は大剣で二体を纏まとめて粉砕し、その返しで別の三体を吹き飛ばすことで道を切り拓ひらいてみせた。

「わ、分かりました！　桜お白しろと蒼あお倉くら、お願いします！」

　任せろ、という熊くま谷がいの力強い言葉を背に受け、赤あか峰みねは全力で緑みどりを追った。




　緑みどりは初め、駆け回りながらトレントを撃ち抜いていく大立ち回りを見せていたが、次第に追い詰められていき、どんどん赤あか峰みねたちから離れていく。

　立ち塞がるトレントを斬り伏せてどうにか追いついた時、彼女は一匹のワイバーンに追い回され、逃げ惑っていた。

「このッ!!」

　緑みどりに嚙かみつこうとしていたワイバーン目掛けて刀を振り下ろす。間一髪、首を斬り落とすことに成功。ワイバーンもトレントと同じく、砂になって朽ち果てた。

　他に敵がいないか周囲に目を走らせるが、他のパーティが戦闘した後なのか、トレントの残骸らしき砂がそこら中に小さな山を作っていた。

「ここら一帯は安全みたいだな……ったく、蒼あお倉くらが反省してくれたってのに、今度はお前が突っ走ってくんだもんなぁ。一体どういうつもりなんだ？」

　緑みどりは大きく息をしながら、「ごめん……」と呟つぶやいた。

「せっかくスキルを開発したのに、全然力を発揮できなかったから悔しくてさ。戦いやすい場所を探してたんだよ」

　そう言って彼女は苦笑を浮かべるのだが、どこか演技臭く、無理があるように見えた。

「緑みどり、どうしてそんな噓うそつくんだ？　暴走する直前に、『こんなんじゃ二人の役に立てない』って言ってただろ」

「あ、あれぇ？　そうだったかな……」

「やっぱり、お前何か変だぞ。病院で桜お白しろたちの話はなし聞いてからだよな？　落ち込んだり、急に元気になってみせたり」

「いやいや、ほんとに何でもないんだってば」

「隠し事があるなら、遠慮しないで話せよ。俺たち、仲間だろ？」

　それを聞いた途端、緑みどりの表情から笑みが消えた。

　病院で見た時と同じ、思いつめた表情だった。

「仲間……じゃないかもね。まだ……」

「あん？　まだって、どういうことだ？」

「…………、分かった。誤魔化し切れなさそうだし、仲間って言ってくれる赤あか峰みねには話しとく。でも、お願い……」

　そして彼女は恐る恐る視線を上げると、

「わたしのこと嫌いにならないで……」

　震える声でそう言った。

　彼女の必死な表情は、今までの明るい彼女からはかけ離れていた。

「嫌う？　俺が？　安心しろ。俺の家族殺した、みたいな話でもない限り大丈夫だ。で、一体何を隠してんだ？」

「その……名前だよ。わたし、本当の名前をまだ教えてなかったじゃない？　実はわたしは……」

　緑みどりは覚悟を決めたように息を吐き、それを口にした。

「『那な岐ぎ場ば一緑いつな』って言うんだ」

「へえ、イツナか……綺き麗れいな響きだな。いい名前じゃん」

「いや、問題はそこじゃなくて。様子がおかしかったのは、わたしが那な岐ぎ場ばって苗みよう字じだからであって──」

　その時、がさっと音が背後で鳴った。

　振り返ると、蒼あお倉くらが桜お白しろと熊くま谷がいを引き連れて木々の間に立っていた。

「緑みどり……今、自分の苗みよう字じが那な岐ぎ場ばだと言ったよな？　お前、那な岐ぎ場ば博士の娘だったのか!?」

　彼は鬼の形相で迫って来ると、緑みどりの肩を摑つかみ、捲まくし立てた。
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「やつはどこで何をしているんだ!?　なぜ何もしない!!　これだけのことを引き起こして、俺の家族をあんな目に合わせておいて、なぜ助けようとしないッ!!　脳科学に精通しているあいつなら救う力はあるはずだろう!?」

　緑みどりは竦すくみ上あがって言葉すら出ない様子だが、蒼あお倉くらはお構いなく彼女を揺さぶる。

「す、ストップ、ストップ！　落ち着け、落ち着けってば！」

　驚いたせいで反応が遅れたが、赤あか峰みねは二人の間に割って入った。

　無理やり引き離すと、我に返ったのだろう、蒼あお倉くらは怒りを収めて気まずそうに顔を逸そらした。

「すまん……抑えられなかった……」

「一体何なんだよ……緑みどりが何かしたってのか？」

　訊たずねるものの、蒼あお倉くらは俯うつむいて黙り込んでしまう。

　代わりに、「名前が原因なのよ」と、傍そばまで来た桜お白しろが教えてくれた。

「緑みどりちゃんの苗みよう字じ……那な岐ぎ場ばは、蒼あお倉くら君にとって深く関係があるから」

「？　知り合い……ってこと？」

「ある意味では、そうかもしれないわね。それは私たちも同じ。なぜなら、ダンジョン化事件を引き起こしたとされる三人のうちの一人と同じ苗みよう字じだから」

「は？　……うぇ!?　そうなの？」

　緑みどりに顔を向けると、彼女は一瞬怯おびえたような表情をした後、苦笑を浮かべた。

「わたしのお父さん、那な岐ぎ場ば一陽いちようて言うんだ。阿あ木ぎ良ら典史のりふみ、鋼是こうぜ勝まさるっていう人たちと一緒に『Ｍｉｇ』を作った、大悪党なんだよね……」

　はは、という緑みどりの乾いた笑い声だけが空むなしく響く。

　否定する者は、いなかった。

「あ……へえ、そうだったのか！　そりゃ驚きだな！　でも蒼あお倉くら、仇かたきみたいに迫ることないだろう。事情が事情だから、過剰に反応しちまうのも無理はないと思うけど……あくまでも問題を起こした原因は親おや父じさんなんだから、緑みどりは関係ないだろ？　そもそも事件は『Ｍｉｇ』の不具合のせいなんだし、その……少し冷静になれよ」

　そう諭すのだが、「……そんな簡単な話じゃないんだ」と言って睨にらみつけてくる。

「確かに表向きは偶然とされている。だが、事件は故意に引き起こされた可能性があるんだ。『Ｍｉｇ』を開発した三人によってな」

「え……え!?　そ、れ……本当、なのか？」

　訊たずねると、緑みどりはあっさりと頷うなずいた。

「赤あか峰みねは不思議に思わない？　すべてのダンジョンが虹色の球体って形をしていることに」

「そりゃ、不思議に決まってるだろ」

「他にもさ、必ずダンジョンにはエネミーが出現することとか、タイプは違うけどダンジョンは必ず箱庭型だとか、色んな共通項があるでしょ？　それに、ダンジョンに取り込まれた創造主がみんな生きていられるのは、ダンジョンが創造主の体内に必要な栄養素と水分を創り出してるからなんだよ」

「あー……うん、それが何なんだ？」

「ダンジョンは『Ｍｉｇ』の不具合っていう、予想していなかったことがきっかけで発生したっていうのにさ、色々と都合が良すぎるというか……秩序立ってるって感じがしない？」

「まあ、確かに言われてみればそうだな。でも、それらは『Ｍｉｇ』のプログラムが関係してるから、そういうことが起きてるんだろ？」

「そうだけど、そのプログラムはそもそも、そういった現象を起こすためのものじゃないでしょ？　『Ｍｉｇ』にはさ、ダンジョンを発生させるようにプログロムたちを誤作動させる機能が搭載されてるっぽいんだよ」

　赤あか峰みねは思わずぽかんと口を開け、桜お白しろを見やる。彼女は頷うなずき、「本当よ」と言った。

「本来の目的に必要のない機能が、『Ｍｉｇ』には搭載されてるの。その機能がどういった働きをしてダンジョンを発生させているのかは分かっていないけど、でも間違いなく関係があると言われているわ」

「ま、待て待て！　間違いなくって言っても確認が取れてないんだろ？　なら、そんなもの噂うわさ話ばなしでしかないじゃねえか！」

　すると蒼あお倉くらが、「じゃあこれはどう説明するんだ？」と言った。

「那な岐ぎ場ばは他の二人とともに海外へ逃亡している。弁解することもなく、事件解決に協力することもなく、まるで事件が起きることを予期していたかのように事件前に姿を眩くらましたんだっ！　ならもう……確定のようなものだろうが……」

「それは……俺には説明しようがないけど……で、でもな、蒼あお倉くら。やっぱり緑みどりは関係ないだろ。もう一度言うが、親の話であって──」

「分かってる！　分かってるが、そう簡単に割り切れる話じゃないんだ……」

「蒼あお倉くら……お、桜お白しろは大丈夫だよな？　ちゃんと理解してるよな？」

　救いを求めるように桜お白しろを見やるが、彼女も困惑を浮かべていた。

「も、もちろんよ。緑みどりちゃんは関係ない。関係ないけど……でも、被害にあってから失った、たくさんのものを考えると、心の整理がつかなくて……」

　それを聞いた緑みどりは顔を歪ゆがめ、「ほんとに、ごめんね……」と言って視線を逸そらした。桜お白しろは、「あっ」と漏らすものの、かける言葉が思いつかなかったらしく口を閉ざしてしまう。

（お、おいおい、噓うそだろ？　せっかく上う手まくいきかけてたのに……）

　必死に冷静になろうとするが、上う手まくいかない。三人の悲痛な表情が焦あせりを生む。

（もう冒険者とかパーティがどうとかの話じゃねえ。こいつらの気持ちをどうにかしないと、みんなで一緒にぶっ潰れちまう……だけど、どうしたらいい？　どうやったらこいつらを救ってやれんだ……ん？　こいつら？）

　ふと気づく。

　何かしてやりたいと思う者の中に、緑みどりもいることに。

（蒼あお倉くらと桜お白しろは緑みどりの対極にいるわけだけど……本当にそうなのか？　俺の目から見たら三人は──）

　閃ひらめきが赤あか峰みねの中を駆け抜け、「そうだ……そうだよ」と思わず呟つぶやく。

　そして、その閃ひらめきに従い、何事かと見つめてくる緑みどりに問いかけた。

「緑みどり、お前はどうして冒険者になったんだ？」

「どうしてって……きゅ、急に何なの？」

「まだ聞いてないの、お前だけだから」

「こ、ここで話せって言うの？」

「そうだ。桜お白しろと蒼あお倉くらの事情を聞いたんだから、お前も話すべきだ」

「そんなの……別にいいじゃん。誰も聞きたくないだろうし……」

「俺が聞きたいんだ。頼むから、聞かせてくれ」

　赤あか峰みねは真まっ直すぐ彼女の目を見つめ、言った。

　緑みどりはしばらく困惑を浮かべていたが、ゆっくりと話し始めた。

「……ダンジョン化事件の後、家を奪われた人たちとか、悪人を断罪しようっていう世の中の雰囲気に流された人たちが、わたしを攻撃してきてさ……仲良かった友達も、近所の人も……酷ひどいこと言ってきて、石投げられたりもして……この五年間、あちこちを転々としてたんだよ……学校にも通えなくて、ずっと引き籠もってたら中学を卒業する歳としになってた……」

　蒼あお倉くらと桜お白しろの二人も、背けていた顔を戻して耳を澄ましていた。

「友達とどこか遊びに行くとか、恋をするとか、部活するとか、そういう青春ってやつ、わたし何も知らないんだよね……だから、冒険者になろうと思ったんだよ。新しい戸籍を手に入れて、新しい人生を始めるために………失ったもの全部取り戻すために……」

　緑みどりは一度息を吐き、「悪党の娘がおこがましいかもだけど……」と言って自嘲を浮かべた。

（やっぱり緑みどりも苦しんでたんだな……こいつも、蒼あお倉くらと桜お白しろと同じようにダンジョン化事件の被害者みたいなもんじゃねえか……）

　赤あか峰みねは大きく息を吸い、そしてゆっくりと吐き出す。

　それから口を開き、三人に向けて言った。

「お前らの話を聞いて分かったことが一つある。お前らは、いい仲間だってことだ」

　三人はきょとんとして見つめてくるが、赤あか峰みねは構わず続けた。

「俺は家の借金を支払うために、そしてお袋を楽させるために冒険者になった。お前らとは抱えてるもんの重さが違うし、覚悟にも差があるんだと思う。だから、俺はもしかしたらこうやって偉そうに言える立場じゃないかもしれない。かもしれないが……このシンプルな立場だからこそ見えた。三人が同じなんだってことが」

　赤あか峰みねは、蒼あお倉くらと桜お白しろを順に見やり、続けて言った。

「結局のところ、二人は人生を取り戻したいわけだろ？　蒼あお倉くらは妹、桜お白しろは自分の人生を」

「……ああ、そうだ」

「ええ、そういうことになるわね」

「だろ？　そうだよな？　じゃあ思い出してくれ。緑みどりが同じこと言ってたってことを」

　はっとした二人は、緑みどりに視線を向けた。

「お前らは同じように人生を取り戻そうとしてて、目指すところは一緒、冒険者として活躍することだ。だから、お前たちは仲間じゃねえか。同じようにこの五年間を苦しんできた者としても、さ」

　蒼あお倉くらと桜お白しろは顔を見合わせる。

　桜お白しろは目をつぶって深く息を吐き出し、「そうね、その通りだわ」と言った。

「ごめんね、緑みどりちゃん……何の罪もないのに、私たちと同じように苦しんでいたのに、傷つけるようなことをして……」

　蒼あお倉くらは少しばかり抵抗があったようだが、天を仰ぎ、それから目元を指で揉もんだ後、罪悪感を目に浮かべて言った。

「桜お白しろの言う通りだ……緑みどり、知らなかったとはいえ、すまないことをした……」

　二人の謝罪を驚きの表情で聞いていた緑みどりは、「そ、そんな二人が謝ることなんて」と言い、慌てて背を向ける。涙が溢あふれたのか、目元を拭っていた。

「助け合えば、それだけ自分の目標に早く近づいていくんだ。これ以上ない関係だろ？　これで本当の意味で仲間になれたんじゃないのか？」

　緑みどりは真っ赤な目を蒼あお倉くらと桜お白しろに向け、「いいのかな？　私、悪党の娘なのに……」と恐る恐る訊たずねた。

「散々言われてきたせいでそう思い込むようになったんだろうが……お前は悪党ではない」

「そうよ。もう自分を責めないで。私たちがちゃんと受け止めてあげるから」

「あ、あの、何て言ったらいいか……」

　困ったように視線を向けてくるので、「言いたいことを言えばいいんだ」と赤あか峰みねは言ってやった。

「じゃ、じゃあ……仲間として、な、仲良くしてくれる？」

　蒼あお倉くらと桜お白しろは頷うなずく。二人とも晴れやかな表情をしており、緑みどりは照れくさそうな表情を浮かべ、また泣きそうになりながらも嬉うれしそうに笑った。

「よくやった赤あか峰みね。上う手まくいったな」

　ほっとして見守っていると、熊くま谷がいが話しかけてきた。

「上う手まく、って別に策があったわけじゃないですよ。あいつらのために何をしてやれんだろって考えた結果、いい方向に向かったってだけです」

「それでもあいつらの、特に緑みどりの心を救ってやれたんだ。上出来さ。それはそうと、タリスマンのこと気づいてるか？　さっき創造主を抱えたボスを発見したって──」

　熊くま谷がいが言いかけたところで、突風が吹き荒れるとともに影が過ぎった。

　見上げると、創造主が閉じ込められている結晶を抱えた天使型のボスエネミーがどこかへ飛んでいくのが見えた。

「えっとな、ボスが中央の塔の方向へ逃げてったっていう報告がタリスマンに来てたぞ。お前らは話に夢中で気づいてなかったみたいだけどな」

　熊くま谷がいの説明を聞き、赤あか峰みねたちは顔を見合わせた。

　そして、

「今度こそ、俺たち四人で創造主を助け出すぞ！」

　今までにない結束を感じながら頷うなずき合った。




　赤あか峰みねたちは急いで中央の塔へと向かったのだが、距離が離れていたため、着いた時にはかなり時間が経過していた。そのため、塔の足元には冒険者たちが集結しており、大混雑が発生していた。

「くそっ、頂上に降りた天使はどうなったんだ？　もう倒されたのか？」

「ううん、まだみたいよ。ほら、上を見て」

　桜お白しろの言う通りにすると、飛び交うワイバーンが見えた。足場の悪い塔の中腹で冒険者たちが防戦を強いられており、先に進めないでいる。

「混雑の原因はあれか。まだ頂上に到達したやつはいないみたいだけど、これじゃあ追い越すことも出来ないぞ」

　意見を求めるように三人に視線を向けると、「橋から渡るのはどうだ？」と蒼あお倉くらが提案した。

「隣の塔から頂上付近の足場に吊つり橋ばしが架けられている。そこを渡れば頂上はすぐだ」

「おお、いい案じゃねえか！　他のやつらが気づく前にさっさと行こう！」

　赤あか峰みねはさっそく駆け出そうとするのだが、「待った。それ無理」とライフルのスコープを覗のぞいていた緑みどりが言う。

「同じこと考えた人たちがいるみたいだけど、ワイバーンに群がられて結局ここと同じ状況。あと、頂上付近の橋は全部落とされてる。低層の橋渡っても、一番危険な戦闘区域に踏み込むことになるよ」

　それを聞いた桜お白しろは、「じゃあ私たちはここで終了かしら？」と表情を曇らせる。否定したいところだが、言葉は見つからなかった。

「待て待て、諦めるのは早過ぎるぞ」と熊くま谷がいが言った。「周囲をよく見て、解決の糸口を探してみろ」

「そうは言われても、この状況はどうしようもないんじゃ……」

　赤あか峰みねはそう言いつつ周囲を見回し、頭上のワイバーンの群の中に飛び交う別のものに気づいた。

（何だありゃ？　変身ヒーロー？）

　ごつごつと角張ったスーツを着た四人は、背中に取りつけられた二本のタンクから吹き出す炎を推進力に飛んでいるようだった。そして苦戦しながらも、徐々に高度を上げ、頂上を目指している。

「……そうか、タリスマンを利用すればいいんじゃねえか。お前ら、急いで行くぞ！」

　駆け出すと、「おい待て、何をするつもりだ？」と蒼あお倉くらが後を追ってきながら訊たずねてきた。

「一つ案を思いついた！　今はまず、隣の塔を目指すぞ！」

　話す余裕がないほどの全速力で中央の塔から一番距離が近い塔に向かい、一気に足場を駆け上がる。橋から中央の塔に渡ろうとしている者たちの横をすり抜け、頂上へと上った。

「はぁ、はぁ……こんな何もないとこで何すんのさー」

　緑みどりが言うように、平らな頂上には目につくものもなければ、エネミーもいない。中央の塔の足場に架けられていた橋は報告通り落とされていて、渡る手段は何もなかった。

「っ、はぁ……蒼あお倉くら、お前の能力で橋を架けてくれ」

「橋……？　まさか……ふぅっ、氷で作れって言うのか？」

　そうだ、と返すと、蒼あお倉くらは汗を拭い、中央の塔に目をやった。

「難しいな……さっき見せた『氷雪の世界ニブルヘイム』は、剣を叩たたきつけた衝撃を熱を奪うエネルギーに変換して、地面の水分を凍らせるイメージで発現させている。ここは空気が乾燥しているし、遠すぎるせいでエネルギーを中央塔まで届けるイメージが湧かない」

「そんなもん、出来るって思い込めば出来るんじゃないのか？　現実世界ではありえない話でも、この世界ならこじつけで何でも創り出せちゃうんだろ？」

「……俺はお前と違って単純じゃない。こじつけでもそれらしい理屈が必要なんだ」

「そういうお前は頭硬過ぎるんじゃねえのか？　いいからやってみろよ」

　そこで、「ちょっといいかな？」と桜お白しろが口を挟んできた。

「水分のことなら任せてくれないかしら？　ちょうどいいのがあるの」

　桜お白しろは杖つえを前方に構えると、「『おいで、妖精さん！』」と唱えた。

　すると、杖つえの先に浮かび上がった魔法陣から、羽の生えた小さな何かが飛び出してきた。それは水で形成された人型をしており、羽をぱたぱたと動かして桜お白しろの周囲を舞った。

「おお、水分じゃん！　すっげえ都合いいな！」

「実は遊びで考えたものが一杯あって、これはその一つなの。蒼あお倉くら君、これでどうにかならない？　羽ばたかせて中央の塔まで飛んでもらえば、この塔との間に水分を散布出来るわ。微量だと思うけれど」

「いや、それで問題ない。『水分を凍らせるイメージ』を頭に描ければいいだけだからな。あとはエネルギーが散ってしまわないようにするイメージを描ければいいんだが……」

「うーん……先に壁を作っておくとか？」

「別に物理的なものじゃなくても、散ってしまうイメージを打ち消すために、方向性を示す目印か何かがあればいんだが……」

「目印？　それならちょうどいいのがあるぞ」

　緑みどりを見やると、「ああ、そういうことね。オッケー、任せて」と言って、彼女はすぐさまライフルを中央の塔に向けた。

「『マーカー、召喚』！」

　緑みどりがそう唱えると、赤あか峰みねたちがいる塔と中央の塔の間に、メモリが閉じ込められたガラス球のようなものが二列になって出現した。

「なるほど、空港の誘導灯とうのようなものか」と蒼あお倉くらは感心しているようだった。「これならいけそうだ。桜お白しろ、このマーカーの間を飛ばしてくれ」

「それじゃあ行くわね。お願い、妖精さん！」

　桜お白しろが杖つえを中央塔に向けると、飛び回っていた水の妖精たちは緑みどりが発生させたマーカーの間を通って中央の塔へと飛んで行く。

　それを確認し、蒼あお倉くらはロングソードを頭上へ持ち上げ、

「『氷雪の世界ニブルヘイム』ッ!!」

　勢い良く振り下ろした。

　剣先が突き刺さった地面が凍りつき、あっという間に広がっていく。発生した氷は手を伸ばすように空中のマーカーの間を伸びていき、中央の塔の足場に届いた。

「おお、想像以上に上う手まくいったな！」

　赤あか峰みねは桜お白しろと緑みどりとハイタッチを交わすのだが、「いつまで強度を保っていられるか分からん。さっさと渡るぞ」と蒼あお倉くらが言うので、慌てて渡り始めた。

　渡った先は、頂上から四つ下の階層。ワイバーンの姿もなく、冒険者もいない。

　上う手まくいったことに喜びかけた赤あか峰みねだったが、下層から騒がしい声や音が聞こえてくることに気づいた。

「結構近づいて来てんな。さっさと行って、ぱぱっと救出しちまおう」

　赤あか峰みねたちは急いで駆け上がり、誰よりも早く頂上に踏み込んだ。

　しかし、そこにあるのはまっさらな地面だけ。創造主どころか天使の姿もない。

「おい緑みどり、何もねえじゃんか。ほんとに天使はここに降りたのか？」

「そう見えたんだけどなぁ。桜お白しろちゃんも見てたよね？」

「ごめんなさい、私はよく見えなくて……蒼あお倉くら君は？」

「俺も確認出来なかったが、他のパーティもここを目指しているんだから、緑みどりの言うことに間違いはないと思うが……教官はどうでしたか？　逃げていく姿を見ていたのに、俺らの監督役だから黙っていたなんてことはないですよね？」

「さすがにそれぐらいのことなら教えてるって。恐らく、この近くにいるはずだが……赤あか峰みね、最初に創造主を見つけた時みたいに何か思いつくものはないか？　気になることでも何でもいいから言ってみろ」

「気になることかぁ……じゃあ訊ききますけど、ダンジョンの中のものって破壊してもゲームみたいに勝手に修復されるんですか？」

「創造主が目覚めていて、世界の構造に理解があるっていう場合はそういうことも起きるが、レアケースだな」

「つまり創造主が眠っている場合は破壊されたままってことですよね？　なら、おかしくないですか？　この中央の塔って、この頂上含めて散々掘り返したはずですよね。でもほら、俺らが踏みしめてる地面、まっ平らじゃないですか」

　他の四人は赤あか峰みねの視線を追って地面を見やり、「あっ」と声を上げた。

「思えば、不自然なほど綺き麗れいに整地されているな」と蒼あお倉くらは眉根をひそめる。「恐らくあの天使が元に戻したんだろうが、何かあると言っているようなものだな」

　桜お白しろは顔を輝かせ、「もしかして、ここに埋まってるんじゃないかしら」と言って杖つえを消すと、ピッケルを創り出した。

「落ち着け、桜お白しろ。創造主は詐欺師なわけだし、その創造主そっくりな天使がこんなあからさまなところに隠したりしないだろ」

「でも、他に探すところなんてあるかしら？」

「うーん……この世界は基本的に睡眠欲が元になってんだよな。だから人を寄せつけない静かなところで眠っていた、と。それに当てはめて考えれば見つかるはずなんだけど」

「もしそうだとしたら、天使はどうしてここに逃げ込んだのかしら。最も注目を浴びてるこの場所を『人が来ない静かな場所』と考えるはずはないわよね。いくら地上から遠く離れていて、静かそうなところでも」

「やっぱり散々掘り起こされた場所を元に戻して、その地面の中に創造主を隠すってのは考えづらい。こうしてすぐにバレるわけだからな。もっと捻ひねくれた、正当から真逆みたいな考え方をしないと」

　それを聞いていた緑みどりは、「真逆ねえ」と呟つぶやき、地上に向けていた視線を空に向けた。

　そして、「あれ？」と声を上げる。

「どうした？」

「いや、こんなだったかなって……」

　赤あか峰みねも空を見上げてみるが、程よく雲が浮かぶ、気持ちの良よい青空が広がっている。

「んん？　普通の空？　待てよ、このダンジョンの空って青一色じゃなかったか？」

「やっぱそうだったよね？　これ、地面に意識向けさせて、実は空に隠れてるってオチじゃない？」

「すっげえありそう！　よっし緑みどり、頼めるか？」

「任せとけ！」

　緑みどりは頭上にライフルを向け、トリガーを引いた。

　放たれた光線が空を駆け巡り、次々と雲を撃ち抜いていく。

　ほとんどが何の変哲もない雲だったのだが、一つの雲は光線に貫かれると、ぱんっ、と音を鳴らして破裂し、中から創造主が閉じ込められた結晶が現れた。

「すごい、大当たりよ！」と桜お白しろが声を上げる。「後は救出するだけね！」

「あっ、そうだピッケルであの結晶壊せないんだった……やべえ、何の準備もしてねえじゃん！」

　焦あせる赤あか峰みねだが、「そうだろうと思って用意してきたぞ」と蒼あお倉くらは巨大なハンマーを生み出した。

「おお、さすが蒼あお倉くら！　よしじゃあ急ごう！　ボスが現れる前にさっさと済ますぞ！」

　赤あか峰みねたちは頷うなずき、落下した結晶の下へ駆け出す。




　──と、その時、空から光が降り注いできた。




　はっとして空を見上げると魔方陣が浮かび上がっており、そこから天使が姿を現した。

「っ!?　う、お──」

　優に十メートルを超す巨体が目の前に着地すると、衝撃で地面が揺らいだ。

　赤あか峰みねたちは体勢を崩してしまい、足を止められてしまう。

　そこを狙い、天使は踏み潰さんとばかりに足を上げ──

「『翔しよう塵じん──旋風つむじ』ッ!!」

　熊くま谷がいは飛び出してくると、体を回転させながら大剣を振った。

　生み出された暴風は天使の足を吹き飛ばし、足の裏に鋭く大きな傷を作った。そして纏まとわりついた風は体表を駆け上がり、かまいたちのごとく切り刻んでいく。

　それに耐えられなかった天使は、「ヌゥゥオオァアアッ!?」と重低音で悲鳴を上げ、尻餅をついた。

「さ、さすが教官！」

「感心してる場合じゃねえぞ！　早く退け！」

「ど、どうしたんですか？　倒したんだから慌てなくても──」

　言いかけたところで、紫色の煙が視界に入ってきた。見ると、尻餅をついている天使の体中の傷から血の代わりに溢あふれ出だしていた。

「な、何だこれ──っ、うぉ……!?」

　突然眩暈めまいに襲われ、意識が遠退とおのいていく。

　倒れかけたところで熊くま谷がいに襟を摑つかまれ、半ば引きずられながら他の三人とともに塔の外周の足場まで退避させられた。

「おし、ここまでは届かないようだな。蒼あお倉くらたちは無事か？　煙は吸ってないだろうな？」

「俺は平気ですが……」

「私も大丈夫です」

「わたしも何とか。おい赤あか峰みね、大丈夫か？」

　緑みどりに体を揺さぶられ、赤あか峰みねは頭を抑えながら頷うなずいた。

「くそ、頭が重い……あの煙、吸ったら眠くなっちまうみたいだ……」

　頭を振って目を覚まそうとしていると、「参ったな」と熊くま谷がいが天使を見据えて言った。

「傷つければ催涙ガスを出してきやがるとは……こりゃあ、すこぶるやっかいな相手だ。残念だが、お前たちはここまでだな」

「ここまで……？　それって、争奪戦を諦めろってことですか？」

「そうだ。この状況を覆くつがえす力は、まだお前たちにはないだろう。潔いさぎよく諦めて、他のパーティが来るのを待とう」

「そ、そんな……」

　天使の足元の結晶を見やると、催涙ガスに包まれていた。とてもではないが辿たどり着つけそうにない。また、天使は苦痛を浮かべながらも上体を起こし、今にも立ち上がろうとしている。

「確かにどうしようもない状況ですけど……お前らはそれでいいのか？」

　訊たずねると、「仕方がない……手段がないからな」と蒼あお倉くらは諦めたように溜ため息いきを吐いた。

　桜お白しろと緑みどりも頷うなずき、「私たち、良くやった方よ」「まあ、初心者にしてはね」と口にする。

　だが、その目には悔しさが映っており、納得がいかない表情をしていた。

（ここまで来れたのは、こいつらが相当な覚悟を持って努力してきた結果のはずだ……だけど、ここで終わっちまうのは、俺に支える力がないせいじゃないのか？　くそっ……俺に手段があれば、状況を打開する力があれば──）

　そこで、赤あか峰みねは自分が握る刀を見た。

　完璧と言ってもいいほど美しい刀身は、確かに赤あか峰みね自身が生み出したものだった。

（そうだ……俺も、やろうと思えば出来るはずなんだ……なら、アレ試してみるか？）

　赤あか峰みねは一つ息を吐き、刀を握り直すと、天使に向かって踏み出した。

「おい赤あか峰みね、何をする気だ！　まさか突っ込むつもりじゃないだろうな!?」

　熊くま谷がいが血相を変えて訊たずねてくるので、赤あか峰みねは冷静に否定する。

「まさか、そんなことしませんよ。ただちょっと試してみたいことがありまして」

「なに？　試したいこと？　危険があるなら、俺は力づくで止めるぞ」

「大丈夫です。失敗したら何も起きないですから危険はないですよ。だから、やらせてくれませんか？　このパーティのために、俺も役に立ちたいんです」

　赤あか峰みねは振り返り、熊くま谷がいの目を見据えて訴える。

　熊くま谷がいは一瞬戸惑いをみせたが、すぐに表情を和らげ、応えた。

「いいだろう、やってみろ。サポートしてやる」

「ありがとうございます。でも、成功すれば助けは必要ないと思うんで、まあ見ててくださいよ──と、その前に確認しておかないと。おい蒼あお倉くら、もし近づくことが出来たら、あの天使を氷漬けにすることは可能か？」

　蒼あお倉くらは訝いぶかしげな眼差まなざしを向けてくるが、「恐らくな」と言って頷うなずいた。

「人型だから、体内の水分を凍りつかせるイメージでいけると思うが……」

「よし、なら問題ないな」

　赤あか峰みねは次に、桜お白しろと緑みどりに顔を向けた。

「二人は武器を構えていてくれ。そんで、俺が合図したら一斉に攻撃して欲しい。出来れば転倒させたい」

「え、ええ、いいけど、何をするつもりなの？」

「なになに？　最後に一いつ矢し報いようって話？」

「違う。創造主を救出するために、協力してあのボスを封じ込めるぞって話だ」

　緑みどりは目を丸くし、「マジで言ってんの？」と訊たずねてくるので、「大マジだ」と赤あか峰みねは返した。

「簡単な作戦だよ。桜お白しろと緑みどりが協力して天使を倒して、蒼あお倉くらのスキルで地面ごと凍りつかせて身動きを封じるだけだ」

「いやでも、ガスがあるせいでそれが出来ないから、ここでわたしたちは終わりだって話になったんじゃん」

「分かってる。そこは俺に任せろ。メイン武器を考えてる合間に、ちょいと別のものも考えてたんだよ。それを試してみる。それがもし上う手まくいったら……言った通りにしてくれよ」

　一度三人の顔を見回し、正面に向き直る。

　一つ深呼吸し、

（……頼むぞ、俺！　みんなの願いを叶かなえるために、イメトレの成果、出してくれよ！）

　静かに刀の切っ先を地面に向けると、初めて冒険者としてダンジョンに潜った時に記憶に刻まれ、今だ鮮烈に蘇よみがえってくるそのイメージを呼び起こす。

　そして、刀を下段から振り上げ──叫んだ。




「『翔しよう塵じん』──ッ!!」




　すると、刀が巻き起こした風は地面を這はう暴風へと変じ、一気に舞い上がる。

　勢いに巻き込まれた紫色の催涙ガスは拡散し、綺き麗れいに消え去った。

「お、おおっ!?　ほ、ほんとに出来ちまったよ……って、驚いてる場合じゃねえ！　桜お白しろ、緑みどり、頼む！」

　ぽかんとしていた二人はその声ではっとし、武器を構えた。

「『助けて、狐きつねさん』！」

「『マーカー召喚』！　『チェーン・ブリット』、発射ッ！」

　魔方陣からは九つの尾を持ち燃え立つ狐きつねが現れ、ライフルからは青い光線が放たれる。

　それらは宙を駆け抜け、狐きつねは天使の顔にぶつかると同時に大爆発を起こし、光線は出現したマーカーの間で跳ね回ることで、天使の足を連続で襲った。

　身体からだは堅い材質で出来ているのか、顔は黒コゲになっただけで、足は光線を跳ね返し、細かな傷を作るだけだった。だが、爆発は目潰しとして効果があり、光線による攻撃を避けた天使は、無様にも足元の結晶に躓つまずいて前のめりに倒れ込んだ。

「今だ！　行くぞ蒼あお倉くら！」

「……あ、ああ！」

　赤あか峰みねが先行し、一気に天使へと距離を詰めた。

　桜お白しろと緑みどりの攻撃による傷からガスが漏れ出ていたが、それに触れる直前で立ち止まり、

「『翔しよう塵じん』ッ!!」

　再度吹き飛ばし、天使の下へ続く道を作った。

　そこを颯さつ爽そうと蒼あお倉くらが走り抜け──

「『氷雪の世界ニブルへイム』──!!」

　ロングソードが、状態を起こそうとしていた天使の頭に深々と突き刺さった。

「グ、ヌゥゥォォォォォオオ!!　オ、お、ぉ──」

　天使は剣を突き刺された部分から凍りついていく。発生した氷は胴体へと広がっていき、ガスが漏れ出る傷を塞いでいった。

　そこまでは良かったのだが、氷の触手は地面どころか全身に行き渡らず、身動きを完全に封じ込めるまで至らない。

「すまない赤あか峰みね！　体内はガスしかないらしくて、水分を凍らすイメージだとこれが限界だ！」

「十分だ！　今のうちに創造主を救出しに行くぞ！　桜お白しろと緑みどりも早くこっちへ──」

　と、振り返った時、外周の足場から他の冒険者たちが凄すさまじい形相で雪な崩だれ込こんできた。

「ま、まずい！　急げ蒼あお倉くら、俺たちだけでも行くぞ！」

　赤あか峰みねは慌てて駆け出すが、遅かった。

　変身ヒーロー風の四人が頭上を通り過ぎていき、

「「「「食らえぃ、『我が正義のキック』ゥゥッ!!」」」」

　と、間抜けな技名を叫びながら急降下キックを結晶に打ち込んだ。

　結晶は弾はじけ飛ぶように砕け散り、創造主と『Ｍｉｇ』が地面に転がる。

　三人が創造主を保護し、残る一人は『Ｍｉｇ』を拾い上げると、「スイッチを切るぞー！」と叫んだ。

「あ、忘れてた！　赤あか峰みね、お前ら！　足踏ん張っとけ！」

　熊くま谷がいが言うのと同時に、バキンッ、と空に罅ひびが入った。

　そして目に見えている世界全体に罅ひびが広がり、空間ごと割れるかのように目に見えている光景が崩壊していく。

　そしてすぐに、赤あか峰みねたちは真っ暗闇の中に放り出された。

「な、何が起こってんだ!?　──と、ととっ！」

　ぐいっと前方に引きつけられバランスを崩しかけるが、どうにか踏み留まる。

　だが、『Ｍｉｇ』が強烈な白光を放った途端、今度は背後に吹き飛ばされた。

「ぐっ！　──んがっ!?」

　何かにぶつかって転ぶことはなかったが、次々に前方から冒険者たちが飛んできて、押し潰されてしまった。

「な、何が起こってんだよ、さっぱり分かんねえぞ!?」

　光が消え、目を開くと、そこはダンジョンがあった『北きた八はち条じようＳハイム五○一号室』の室内だった。冒険者たちがぎゅうぎゅう詰めになっており、一様に苦しげな表情を浮かべている。

「すまん、説明するの忘れてたんだが」と近くで押し潰されている熊くま谷がいが言った。「『Ｍｉｇ』のスイッチを消すと、ご覧の通り潜入中の冒険者は全員、部屋に戻される。潜入していた冒険者が多すぎると、こういう風に大変なことになるから、立ち位置に注意な」

「……なんでそんな大事なこと言い忘れるかなぁ」

　文句を言っていると、「あー、みなさん！　ご苦労様でした！」と争奪戦の開幕を告げた者と同じ声が聞こえてきた。

「おかげさまでダンジョンの攻略が為なされました！　ギルドを代表して感謝申し上げます！　さて、争奪戦の結果ですが……おめでとうございます！　勝者はチーム『ヒーローズ』です！」

　廊下の方から歓声が聞こえ、拍手が湧き起こった。

　赤あか峰みねもつられて手を叩たたき、その音をしばらく聞いた後、ようやく争奪戦は終わって自分たちは負けたのだと気づいた。




　ベースキャンプに戻った赤あか峰みねたちは、昨日と同様に休憩スペースの一席に集まった。

　同じように報酬を取り逃がして落ち込んでいるものの、表情に充実感が浮かんでいるのだけは昨日と違った。

「結構いいところまでいったよね。新人にしてはさ」

　緑みどりが疲れを滲にじませた声音で言うと、桜お白しろは微笑を浮かべ、蒼あお倉くらは肩を竦すくめた。

「そうね。私たち頂上に一番乗りだったものね」

「それに、倒せずともボスとまともにやり合えた。赤あか峰みねのように諦めず頭を使っていたら、競り勝っていたかもしれないな。しかし、まさか赤あか峰みねが『翔しよう塵じん』を習得しているとは思わなかったぞ」

「いやぁ実は一度も試したことなくて、正直、発動出来たことに俺自身が驚いてんだよな。武器の開発と同時にスキルも考えてたんだけど、全然思いつかなくってさ、頭に焼きついて離れないあの技をイメトレ感覚で何度も思い返してたんだよ。まあ……肝心なところで間に合わなかったんだけどな」

　深い溜ため息いきを吐いたところで、「何だかデジャブを感じる光景だな」と聞こえてくる。いつの間にか姿を消していた熊くま谷がいが背後に立っていた。

「あ、教官……どこ行ってたんですか？」

「ん、ちょっとな。しかし何なんだ？　そのしけた面は」

「いやだってねえ……勝利は目前だったわけですよ。それをみすみす逃しちまったんですから、そりゃ落ち込みますって」

　四人揃そろって肩を落としてみせると、「気持ちは分かるがな」と熊くま谷がいは言った。

「確かに、あの結果は勝ち抜いたとは言えないよな。しかし、喜べ。ボスを封じ込めた功績はデカいとして、創造主救出ボーナスは『Ｍｉｇ』のスイッチを切ったパーティと山分けすることになった」

　ぼんやりと聞いていた赤あか峰みねたちだったが、『山分け』の言葉に我に返り、目を見開いた。

「それは、全員にですよね!?」と赤あか峰みねは訊たずねた。「この前みたく俺だけじゃなくて！」

「おう、ちゃんと等分されるぞ。取り分は少なくなるが、ないよりはマシだろ？」

「そりゃもちろん！　でもそれより……ほら、俺の言った通りだろ？　俺たちはいい仲間になれるって！　こうやって成果出せたのが証拠だ！」

　胸が熱くなって思わず立ち上がってしまい、三人に苦笑されてしまうが、否定する者はいなかった。一時は憎しみや戸惑い、そして罪悪感で関係が崩壊しかけた三人だったが、今では爽やかな笑顔を向け合っている。

「盛り上がってるところ悪いが、もう一つ知らせがある。実はギルドから要請があって、俺はとあるダンジョンの攻略に向かわなくちゃならなくなった」

「えっ、じゃあこれから俺らはどうするんですか？」

　熊くま谷がいは顎を搔かいて考える素振りを見せた後、「それなんだが」と続けた。

「俺は現在、要請があったパーティに助すけっ人とで参加する傭よう兵へいのような形で活動していて、固定メンバーでパーティを組んでいないんだ。単独での攻略は禁止されているから、これから最低でも三人は集めなくちゃならん。そこで、お前たちを誘おうと思うんだが、どうだ？」

「俺たちですか？　こんな素人しろうと集団じゃなくて、強い冒険者を誘った方がいいんじゃ」

「まあそうなんだが、どうやらギルドは今回の活躍を見てお前たちに目をつけたみたいでな。もっと厳しく育てて、早く仕上げろって言うんだよ。年齢制限がきついダンジョンの攻略が思うように進んでないから、お前たちに期待してんだろう」

「はあ、期待されるのは悪い気分じゃないですけど……」

「で、どうだ？　引き受けてくれないか。もし来てくれるなら、昇格試験を兼ねて行くことになるんだが」

「昇格……？　つまりＢランクになれるってことですか？」

「合格すればな」

　赤あか峰みねたちは揃そろって表情を変え、顔を見合わせた。

「ずいぶん急な話じゃないですか？」と桜お白しろが訊たずねる。「私たちは冒険者になってまだ一ヶ月ほどしか経たっていませんけど」

「お前たちの成長は、正直異常な早さだ。ギルドだけじゃなく、俺も高く評価しているんだぞ。メイン武器を定めるだけじゃなく、『翔しよう塵じん』も習得して大きく成長した赤あか峰みねも含めてな」

「ああ、そういえばすみませんでした……勝手にスキルぱくっちゃって」

「構わん。使えるならどんどん使っていけ。『翔しよう塵じん』は物理的に攻撃するとともに周囲のエネミーを吹き飛ばして、自身と味方の安全を確保する攻防一体の技だ。使いこなせるとなったら、お前たちのパーティは攻守ともに安定するはず。となれば、もう四人だけで活動しても平気だろう」

　熊くま谷がいは自信に満ちた表情で言うが、「でも、他にも教えてもらうことってあるんじゃないんですか？」と緑みどりは不安を浮かべて言った。

「タリスマンで出来ることいっぱいありそうだけど、具体的に教えてもらったのってマッピングとトレジャーアイテムの鑑定ぐらいのような……」

「必要になってくる機能で、一から教えないといけないもんはそれぐらいだぞ。後は直観的に理解できるデザインになってるはずだし、実際教えずとも使いこなしてるだろうが。気になるものがあったら説明書でも見ろ」

「しかし、教官」と蒼あお倉くらは険しい顔で言った。「俺たちは結局、ボスを撃破するに至らなかったわけですが」

「今回のボスはかなりやっかいな個体だったんだ、撃破は難しかった。それに、あくまでも冒険者の目的は創造主を救出することだ。今回みたいに動きを封じ込めるだけで上出来、だからそこは考えなくていい。んで、どうすんだ？　ぐだぐだ質問しやがって、試験受ける気ないのかよ」

　熊くま谷がいに問われ、赤あか峰みねたちは再度顔を見合わせた。

　そしてそれぞれの眼差まなざしに浮かぶ感情を確認し合い、赤あか峰みねが代表して言った。

「俺たち新人にしては出来るパーティですよ？　どうするもこうするもないですって」

　な？　と赤あか峰みねが訊たずねると三人は頷うなずき、「当たり前だ」「もちんよ」「当然！」と口々に言った。

「ということで、教官！　その話、乗った！」

　高らかに宣言する赤あか峰みねの胸には自信が満ちていた。

　今回の争奪戦でようやく仲間と同じ地表に立ち、役に立つことが出来た記憶が熱となって胸の奥に残っており、大いに前向きにさせていた。

　あんなことになろうとも知らず、この時の赤あか峰みねは、来きたる試験に胸を高鳴らせるだけだった。













　　　第三話　リーダーの資質







　争奪戦から二日後の火曜日、赤あか峰みねは学校を休んで新宿へ来ていた。

　これから攻略に向かうダンジョンは西新宿七丁目にあり、駅からそちらの方面に向かうと交通規制で大混雑が起きていた。マンションに面する道路に大おお袈げ裟さなベースキャンプが設置されているのが原因なのだが、その大きさが必要になるほどの人数が集まっている。全て冒険者のようだ。

「何かすごいことなってますね」

　すでに到着していた熊くま谷がいに声をかけると、「おう、来たか」と彼は体を向けてきた。

「集中的に攻略に臨んで、一気にクリアしちまうことになったからな。まさかこんな人数が集まるとは予想していなかったが……それより悪かったな、学校休ませて」

「構わないですよ。むしろ数学の小テストすっぽかせてありがたいぐらいです。で、これから攻略に臨むダンジョンって難しいんですか？　みんな張りつめてるように見えますけど」

「難しいというか、『特殊』なんだよな。詳しい説明は全員が揃そろったら始めるから、まずは着替えて準備して来い。お前が最後だぞ」

　熊くま谷がいの視線を追って背後を向くと、活動服に着替えた三人がこちらに向かって来るのが見えた。

「よお、お前ら早いな」

「俺はいつも通りの十五分前行動なんだが……確かに二人は珍しいかもしれないな」

「何だか緊張してすごく早い時間に起きちゃったから、思い切って私も早めに来てみたの」

「わたしも桜お白しろちゃんと同じ。てか、こんな日でもいつも通りの赤あか峰みねがおかしいんだよ。さすが、理屈ナシのイメージだけでスキル発動出来ちゃうだけあるな」

「おいおい馬鹿にしていいのかよ。その単純野郎にリーダー任せてんのはお前らだぞ？」

　三人とも朗らかな表情をしており、以前感じた心の壁は取り払われたように思われた。

（いい雰囲気じゃねえか。これぞ仲間って感じだな）

　この調子でいけば、Ｂランクも楽勝だろ──と、赤あか峰みねはほくそ笑む。緊張する必要などないように思えた。




　赤あか峰みねが着替えて戻ってくると、一同は目の前にそびえる八階建てのマンション──『シャルムＳ新宿西』に踏み入った。

　熊くま谷がいに案内されたのは、六○三号室。表札ケースに入れられているプラスチックのカードには、『新あら戸と』と印刷されている。

「ギルドの要請で攻略することになったダンジョンが、これだ」

　熊くま谷がいがドアを開くと、いきなり虹色が目に飛び込んできた。

　球体は玄関すぐの廊下まで溢あふれ出だしており、中に何部屋あるのかすら分からない。

「でっか！　何でこんなになるまで放っておいたんですか？」

「このダンジョンは非常に安定していて、異様に巨大化が遅かったんだ。しかし、ここ最近になって急に大きくなり始めたらしくてな。気づかないうちにこんなになっちまって、二十三歳四か月以下の者しか入れなくなったんだと。そんで、制限ぎりぎりの俺のとこにまで話が回って来たんだよ」

「てことは教官、二十三歳ってことですか？　アラサーにしか見えないけど──んごっ!?」

　頭に拳を見舞われ、赤あか峰みねは蹲うずくまった。

「俺はちょうど二十三だ。決しておっさんではない。ほら行くぞ」

　五人は室内に踏み込み、タリスマンを取り出してダンジョンにかざす。

　『クレスト・システム』によって球体の表面に罅ひびが入り、花弁のように捲めくれあがって中への白い入り口が現れた。

　赤あか峰みねたちはダンジョンへと通ずる廊下に踏み入り、進む。そして見えてきたのは、両開きのガラス扉だった。

　開いて中に潜入すると、赤あか峰みねはそこに広がる光景に思わず息を飲んだ。

「…………、また今まで潜ったダンジョンとは趣が違うな」

　地面が淡いベージュの砂で覆われている、砂漠のようなフィールドが広がっている。

　そして砂漠の中にぼろぼろで朽ちかけた高層の建造物が立ち並んでいるのだが、それらは現実世界でよく目にするビルに酷似していた。

「退廃的だけど……でも、とても綺き麗れいね」

　桜お白しろは溜ため息いきを吐くようにそう言った。視線を向ける青い空にはオーロラが揺らめいており、きらきらと光る謎の粒子が地上に降り注いでいる。

「何と言うか、天国みたい」

「ふーん、桜お白しろちゃんはそう感じるんだ」

「緑みどりちゃんは違うの？」

「だってビルとかぼろぼろだし、空気が清らか過ぎて痛いっていうか何というか」

　緑みどりのその言葉に、「分かるような気がする」と蒼あお倉くらが返した。

「この世界を見ていると、心が冷えていくようだ。何かの……いや、誰かの終わりを想像させる」

　蒼あお倉くらが深刻な表情をしているので、赤あか峰みねは話題を変えるように「どんな人が創造主なんですか？」と熊くま谷がいに訊たずねた。

「『森もり岡おか醬しよう油ゆ』っていうペンネームの漫画家だ。作家とかクリエイターは、このように分かりづらい世界観のダンジョンを作り出すから攻略しづらくてな、往々にして難易度が高めに設定される。もしＢランクに昇格して自由に攻略出来るようになったら、創造主の職種は気をつけるようにしろよ」

「難易度が高いってのは、エネミーが強いってことですか？」

「今まで見てきたエネミーは、フィクションに登場したモンスターをベースに形作られていただろ？　ああいうのは元ネタと同じ行動原理とか弱点を持つから倒し易やすいんだ。だが、作家のダンジョンのエネミーは世界と同様、摩ま訶か不ふ思し議ぎなものになりがちで、弱点を見つけづらい。まあ簡単に言って強いな」

「なるほど……じゃあみんな、気を引き締めてかかろうな」

　赤あか峰みねはリーダーらしくメンバーに声をかけるのだが、「待て、話には続きがある」と熊くま谷がいが言った。

「このダンジョンは特殊中の特殊で、通常エネミーは現れないんだ」

「はい？　じゃあ、滅め茶ちや苦く茶ちや簡単なダンジョンじゃないですか」

「ある意味な。ただ、創造主の居場所は皆目見当がつかなくて、一度攻略を断念した経緯がある。そこで、巨大化によって内部構造が変化した今、攻略が再開されたわけだ」

　すると蒼あお倉くらは、「俺たちがＢランクに上がる条件は、俺たちの手で創造主を見つけることですか？」と訊たずねた。

「そういうことだ」

「……なら、簡単にはいかないでしょうね。一度攻略を諦めたほどなんですから」

「とはいえ妨害なく、創造主の救出っていう冒険者の最大の目的に打ち込めるんだ、試験には打ってつけだろう？」

「あと一つ質問があります。先ほど『通常』エネミーは出現しないと言っていましたが、つまりボスはいるということですか？」

「いいところに気がついたな。ついて来い」

　ビルの陰から大通りに出ると、その道の先を指差し、「あれだ」と熊くま谷がいは言った。

「なっ!?　ちょ、ちょっとあれは規格外じゃないっすか？　規格ってもんがあるか分かりませんけど……」

　愕がく然ぜんとする赤あか峰みねの視線の先には、黒く巨大な影があった。

　それは争奪戦での天使よりも何倍も大きな人型の怪物であり、二足歩行でゆっくりと歩いている。顔全体を覆うほど大きな目を地面に向け、時折膝を曲げて手を砂の中に突っ込んでは掬すくい上あげていた。

「これもまた不思議なんだが、初めてこのダンジョンに踏み込んだ者の情報によると、あいつは最初から出現していたらしい。そして、自発的には冒険者を攻撃してこないそうだ」

「自発的に……ってことは、俺たちから攻撃したら？」

「反撃してくる。だから無闇に刺激を与えないように頼むぞ。さて、説明は済んだ。そろそろ攻略と行こうか」

　赤あか峰みねたちは頷うなずき、タリスマンをベルトのホルダーから取り出した。




　それから四人は教えられた通り、マッピングを開始した。

　ポータルから北西方向へ進んでいき、画面に道を表すラインを引きつつ、周囲を確認しながらアイコンを置いていく。

「しっかし、歩きづらいな……別の意味で大変だな、このダンジョン」

　赤あか峰みねは砂に足を取られ、ビルのアイコンを関係のないところに配置してしまった。

「何だ赤あか峰みね、下手クソだなー」

「むっ、何だよ緑みどり。覗のぞき見んなよ。お前はどうなんだ？　人のこと言えんのかよ」

　ほれ、と言われて緑みどりのタリスマンの画面を見てみると、所々歪ゆがんでいるものの赤あか峰みねよりは上手に描かれていた。

「わたしの勝ちだね」

「むむ……桜お白しろはどうなんだ？」

「私？　こんな感じよ」

　見せてもらった画面に表示されていたのは、距離感が完璧に測られたラインが引かれ、アイコンの配置し忘れもなく、見える範囲全ての構造も描き込まれたマップだった。

「うお、まさに完璧だな……蒼あお倉くらは？」

「…………」

　黙って見せられたマップは、桜お白しろほど広範囲ではないにしろ、通った道は完璧に描かれていた。

「お前らすげえ力の入れようだな……」

「当然だ。マッピングの完成度が高ければ、他の冒険者の活動の補助になる。延ひいてはギルドへの貢献になり、特別報奨を貰もらえることだってある」

「えっ、マジで？」

「……そろそろ冒険者になって一ヶ月経たつんだ。これぐらい知っておけ」

　修正しよう、と赤あか峰みねはマッピングに集中し、注意深く周囲を見回した。

　そうしていると、半壊しているビルに視線が吸い寄せられる。それから背後を振り返って通って来た道を見やり、眉をひそめた。

「なあ、この光景……っていうか、構造というか。すごく最近見た気がするんだけど、お前らはどうだ？」

　すると、三人は驚いたような表情を浮かべた。

「赤あか峰みねも？　わたしもさっきから気になってたんだよね」

「私もよ。緑みどりちゃんはどこで見たか分かる？」

「いや、このダンジョンは初めて来たはずだし……蒼あお倉くらは？」

「俺も既視感を覚えているが、どこかは分からない。しかし、建造物は現実世界のビルに似ているんだから、現実世界のどこかと酷似しているんじゃないか？」

　なるほど、と思った赤あか峰みねは更新ボタンを押し、ギルドが作った変化する以前の詳細マップを表示する。

「このマップから分かるものは特にないか……ん？」

　画面を見ながら歩き進めると、画面の上部にダンジョンの端を示すラインが現れた。

「教官、このダンジョンの端っこってどうなってるんですか？」

「崖だ。このダンジョンは浮遊島タイプなんだ。落ちたら一巻の終わりだから気をつけろよ」

「あれ……ギルドが作ったマップだとすぐ目の前にその崖があるように表示されてるんですけど、でもほら」

　顔を正面に向けると、崖はなく、砂漠が続いており、建造物が立ち並んでいる。

「どうなってるんですか？　これ」

「……どうやら、フィールドも巨大化したみたいだな。お前ら、武器を持て。ここからは未知の領域だ。何があるか分からんから、注意しろ」

　赤あか峰みね、蒼あお倉くら、緑みどりはタリスマンをベルトのホルダーに仕舞い、各自メインウェポンに定めた武器を創り出す。桜お白しろは杖つえを出現させたが、それはベルトの背中側の輪に引っかけ、タリスマンを仕舞わずにそのまま手に持った。

「よし、それでいい。赤あか峰みねと蒼あお倉くらは俺と一緒に近接戦闘、緑みどりが後方支援。桜お白しろはマッピングを続け、他の三人が危険に陥った時に攻撃に参加だ。しかし自分が加わっても戦況が覆くつがえらないと分かったら、すぐさま他のチームにヘルプコールな」

　赤あか峰みねたちは頷うなずき、「はい」と声を揃そろえた。

「じゃあ行くぞ。気を引き締めろよ」

　熊くま谷がいも大剣を創り出し、それを肩に担かつぐと先行して歩き始めた。

　新たに現れたフィールドもこれまで歩いてきた道と同じく砂に覆われ、半壊した建物が立ち並んでいる。ただし、建造物は全体的に背が低くなったように思えた。

（おかしいな……既視感がどんどん強まってる……もしかして、この道、この光景って……）

　疑問を膨らませていると、唐突に答えが現れた。

　立ち並ぶ建物の中に、崩壊せず綺き麗れいなままの建物があった。

　外装はレンガ調で、入り口は自動ドアになっており、八階建て。それはまさに──

「『シャルムＳ新宿西』……だよな？」

　赤あか峰みねが言うと、「やっぱ、このダンジョンがあるマンションだよね？」と緑みどりが応える。

「気持ち悪いわね」と桜お白しろも言う。「ダンジョンの中に、ダンジョンがあるマンションがあるなんて。これはどういう意味なのかしら？」

「分からないが、何か意味があるはずだ。教官、ここを調べた方がいいのでは？」

　蒼あお倉くらに顔を向けられた熊くま谷がいは頷うなずいて大剣を消し、代わりにナイフを創り出した。

「中は狭い。お前らも俺と同じナイフか、包丁でもいいから柄の短い武器を創っておけ」

　赤あか峰みねたちも一度武器を消し、熊くま谷がいのナイフを一人ずつ順に借りて、観察しながら同じ形をしたナイフを創り出した。

　各自それを手に持ち、中へと踏み込む。インフラは存在しないように思えたが、スイッチを押すことで自動ドアが開き、エントランスの奥にあるエレベーターも起動した。

　しかし何があるか分からないので乗らず、一同は階段を目指す。六階に上がってダンジョンがある部屋まで来てみると、六○三号室のドアが数十分前に見た通りの姿でそこにあった。

「入るぞ」

　熊くま谷がいは短く言って、そっとドアを開いた。

　先ほどはすぐに虹色の球体が見えたが、今回は部屋そのものの廊下が現れ、リビングに続くドアが奥に見えた。

　何が出るか分からない緊張感の中、一同は中に土足で踏み込む。

　まずはリビングに入ってみるのだが、外観と同じく崩壊している様子はなく、綺き麗れいなままだった。しかし、ソファもテレビもなく、誰も住んでいないかのように物がなかった。

「空っぽだな。そっちはどうだ？」

　奥のダイニングキッチンを見に行った緑みどりと桜お白しろに声をかけると、「こっちも何もなし」「調理器具もお皿もないわ」と返ってきた。

「結構部屋があるな。手分けして探るぞ。何かあったらすぐに呼べ」

　熊くま谷がいと蒼あお倉くらはリビングを出て、廊下にある扉を開いて中に入っていった。「じゃあ私たちはこっち見てくるわね」と、桜お白しろは緑みどりとともに洗面所へ行ってしまう。

「じゃあ俺はあっちか」

　リビングを出て左を向くと廊下が続いており、突き当たりで左に折れていた。

　どうやらその先にも部屋があるらしく、赤あか峰みねはそちらに向かうのだが、角を曲がったところで柔らかい何かを踏んづけてしまった。

　飛とび退のいて床を見やると、ピンク色の小さな靴下が片方だけ落ちていた。

「靴下？　何でこんなとこに？」

　顔を上げて正面を見ると扉がある。その扉には、ピンク色の文字で『優ゆう子この部屋』と書かれたプレートが掛けられていた。

「！　こっちの部屋、何かありそうだ！」

　全員に声をかけ、揃そろったところで扉を開いた。

　真っ先に目に飛び込んできたのは、ベッドだった。上には脱ぎ捨てられたような制服のシャツとスカートが置かれている。ベッドの横の勉強机の椅子は、今まで誰かが座っていたかのように少しだけ引かれていた。

「小学生……低学年ぐらいの子の部屋かな」

　桜お白しろがベッドの上の服を持ち上げて言うと、「そうだね」と緑みどりが頷うなずいた。

「学校から帰ってきて、着替えてから遊びに行ったって感じだね。それにしても、すごい生活感あるなぁ」

　緑みどりは勉強机に置かれたランドセルの中を覗のぞいて感想を漏らした。中には教科書もノートも筆箱も入っているようだ。

　蒼あお倉くらは机の引き出しを開き、熊くま谷がいは本棚を調べ始めたので、赤あか峰みねは入り口から右手奥のクローゼットを開いて覗のぞき込こんだ。

（ジャンパーに雨合羽、ちょっとおしゃれなジャケットにオーバーオール、それと……また制服？）

　一旦ナイフを消し、ビニールに包まれた紺色の一着を取り出して観察していると、「それ、中学校の制服じゃないかしら」と桜お白しろが言って傍そばに寄って来た。

「うん、間違いない。私が通ってた聖せい鐘しよう付属中のだわ」

「中学の制服が何であんだ？　だって、小学生の部屋なんだろ？　ここ」

　その時、「そういえば」と熊くま谷がいが言った。

「このダンジョンの創造主には娘がいたんだが、交通事故で亡なくしている。七年前にな」

「じゃあ、このお部屋はその娘さんのってことですよね……」

「そうだな。もし生きていたら、今年中学生になっていたはずだ。そして命日が、今月のどっかだったような……これはもしかしたら、ダンジョンに変化があったことと関連があるかもしれんな」

　調べてみるか、と彼は言ってタリスマンをいじり出した。ダンジョン創造主の情報を引き出そうとしているらしい。

　それを待っていると、掠かすれるような声が微かすかに耳元で聞こえた。

「ん？　桜お白しろ、今何か言った？」

「いいえ、私は何も。今の赤あか峰みね君じゃなかったの？」

「いや、違うけど」

　二人で困惑していると、また声が聞こえた。今度は先ほどより、はっきりと「返せ」と言っていた。

　はっとしてクローゼットを見やると、吊つり下さげられているジャケットやコートなどの隙間から、大きな目がこちらを窺うかがっていた。

「っ!?　う、お──！」

　それは突然飛びかかってきて、赤あか峰みねは押し倒されてしまう。

「ソれ、優ゆう子この……返せ……返せ……」

「な、なんだこいつ!?」

　すぐさま熊くま谷がいがそれを蹴り飛ばし、助け出される。

　立ち上がって襲ってきた者を見やり、赤あか峰みねは驚いた。

　黒い靄もやのような肉体は人型をしており、目は顔を覆うほど大きい。先ほど遠目で窺うかがったボスエネミーを縮小したような形をしていた。

「お、大きさからして通常エネミーって感じですよね!?　出現しないんじゃなかったんですか!?」

「どういうことだ？　今まで気配すらなかったというのに……お前ら、外へ出るぞ！」

　赤あか峰みねは制服を投げ出し、もがいているエネミーを放って熊くま谷がいたちとともに部屋を出た。

　駆け足でマンションの廊下に戻り、階段に飛び込んだ。一気に駆け下り、エントランスホールを抜けて外へと出る。

「このままポータルを目指す！　一旦、現実世界に戻って様子を窺うかがってから──」

　と、熊くま谷がいが言いかけた、その時だった。




　──カーン、カーン、カーン。




「こ、今度は何だ？」

　その荘そう厳ごんな音を聞き、「教会の鐘の音……かしら？」と桜お白しろが言った。

　それを聞いて、「結婚式の時に鳴らす音？」と緑みどりが言うのだが、蒼あお倉くらは顔をしかめて、「たぶん、違う」と否定する。

「この間を置いたリズム、この弱々しい音は……恐らく葬送の鐘だ」

「っ、何だか嫌な予感がするな……早く脱出しよう」

　そう言って、赤あか峰みねは仲間を引き連れて駆け出すのだが、なぜか熊くま谷がいの足取りが遅い。

「教官？　どうしたんですか？」

「わ、分からん……鐘が聞こえてきてから、あ、頭が──ぐぅぅ!?」

　突然、熊くま谷がいは頭を押さえて膝を突き、うめき声を上げた。

「教官!?」

　駆け寄ろうとしたところ、「赤あか峰みね！　やばいぞ！」と蒼あお倉くらが声を上げた。

　はっとして周囲を見回すと、先ほど襲ってきたものと同じ姿をしたエネミーが、地面から生えてくるように姿を現した。

　エネミーたちは初め、その大きな目をぎょろぎょろと動かし周囲を見回していたが、赤あか峰みねたちの姿を認めると、腕を刃物や岩壁のようにごつごつとした棍こん棒ぼうに変形させ、迫って来た。

「っ！　来るぞ!!」

　赤あか峰みねは刀を創り出し、その太い腕を振り回して殴りつけようとしてきた一体を上段から斬り伏せた。

　難なく倒せたものの、次々に迫ってくるので、すぐに手が追いつかなくなってしまう。

（やばいっ、数が多すぎる！　こうなったら──）

　『翔しよう塵じん』を放とうと構えた時、背後に気配を感じた。

「っ!?　うぉっ──」

　咄とつ嗟さに振り返り、型も何もなく刀を振り回した。

　偶然エネミーの首を捉えて切り落とすが、同時に刃物の形をしたエネミーの腕が、赤あか峰みねの二の腕を掠かすめた。

「いっ!?」

　衝撃と痛みでバランスを崩してしまい、倒れかける。そこへ棍こん棒ぼう型の個体が迫ってきた。

　やばい、やられる──その言葉が赤あか峰みねの脳裏を過る。
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　だが、

「赤あか峰みねぇ!!」

　叫び声が聞こえるとともに、突き飛ばされた。

　慌てて体を起こし、見やると、熊くま谷がいがエネミーに殴り飛ばされるところだった。

「教官っ!!」

　すぐさま立ち上がり、エネミーを斬り伏せ、教官の下へ駆けつける。

　体を抱き起すと、ぬるりとして熱い感触が手に広がった。

　意識のない熊くま谷がいの頭から、絶え間なく血が流れていた。

「う、そだろ、おい……！　教官、起きてくれよ、教官ッ!!」

　強く揺さぶると、「駄目、強く動かさないで！」と駆け寄ってきた桜お白しろに止められた。

「頭にダメージを受けたときは動かしちゃ駄目！　安静にさせないと！」

「だけど、こんなところじゃ手当て出来ないぞ!?」

　そこで、頭上を青いレーザーが通過し、迫ってきていたエネミーを貫いた。

「わたしがサポートするから、教官は赤あか峰みねが何とかして！」

　緑みどりはそう言いながら、次々とエネミーを撃破していく。

　赤あか峰みねは頷うなずき、熊くま谷がいの巨体を背負った。

「準備はいいな!?　行くぞ！　『氷雪の世界ニブルヘイム』ッ!!」

　蒼あお倉くらは叫ぶと同時にロングソードを振り下ろし、前方に広がるフィールドとともにエネミーを氷漬けにして動きを封じた。

　その隙に赤あか峰みねたちは駆け出し、一気に包囲網を抜けた。

　桜お白しろがマップを確認して指示を出し、ポータルを目指す。

　迫って来たエネミーは蒼あお倉くらが斬り伏せ、緑みどりが撃ち抜き、二人が対応できないものを桜お白しろが魔法で焼き払った。

　赤あか峰みねは必死に走るだけだった。背中から垂れてくる、赤く熱いもので活動服が染まっていくのを感じながら、ただひたすらに怯おびえるだけだった。

（くそっ……どうしてこうなった!?　何なんだよ、この状況は……!!）

　ポータルが見えると、追ってくるエネミーは対処出来る数ではなくなっていた。

　攻撃を止め、全速力で走る。と、ポータルの前に頭を押さえて蹲うずくまっている一人の姿が見えた。

「っ、よく戻って来た！　お前たちが最後だ、早く逃げ込め！」

　彼はそう叫ぶと、我慢の限界とばかりにポータルを潜って姿を消す。

「う、お、おおおっ!!」

　悲鳴を上げる足を必死に動かし、赤あか峰みねは三人とともにポータルへと飛び込んだ。

　そして現実世界に戻ってくるのだが、追跡者の気配を感じて振り返る。

　しかし、ダンジョンは閉じられており、虹色の球体としてそこにあった。

「怪け我が人にんか!?」

　声が聞こえた方を見やると、救護班が担架を持ってこちらに駆け寄ってくるところだった。

「俺は平気です！　背中の人を早く手当てしてくださいっ！」

　担架に熊くま谷がいを乗せ、「エネミーに頭を殴られて、それで……」と説明をしていると、「おい、変だ」と蒼あお倉くらの声が聞こえてきた。

　振り返ると、桜お白しろと緑みどりも深刻な顔して出てきたばかりのダンジョンを見つめている。

「今度はどうし──っ!?　な、んだ、これ……」

　赤あか峰みねも彼らの視線の先を見やり、息を飲んだ。

　来た時、ダンジョンは廊下の半ばまでの大きさだった。

　しかし今は、框かまちの手前まで侵食してきていた。




　救護班が熊くま谷がいをバンに乗せ、病院へ運ぶのを見送ると、赤あか峰みねたちはベースキャンプの傍そばで立ち尽くしてしまった。

「俺たち、これからどうすりゃいいんだ……？」

　赤あか峰みねがそう呟つぶやくのだが、応える者はいない。三人も困惑を浮かべており、動揺しているようだった。

　と、そこで桜お白しろが急に表情を変え、「赤あか峰みね君!?　怪け我がしてるじゃない！」と言った。

「え？　……ああ、これは教官の血で……」

　そう言って真っ赤になった体を見下ろすのだが、左腕が破けていることに気づいた。

「そういえば攻撃受けたんだった……」

「早く手当てしないとっ！」

　ベースキャンプの休憩スペースの椅子に座らされ、活動服の上着を脱いでみると、服と同様に体も真っ赤になっていた。左の二の腕にある切り傷から溢あふれ出でた血のようだ。

「大丈夫？　痛くない？」

「あ、ああ……見た目ほど大したことない、と思う」

　曖昧に言ったのは、その傷と血を見て動揺してしまい、いまいち自分の正しい状態を把握出来なかったらだ。

　横にいた蒼あお倉くらは険しい顔で、黙ったまま桜お白しろの手当てを窺うかがっている。緑みどりは青ざめた表情をしており、凍りついたように動かなかったのだが、しばらくしてから唐突に口を開いた。

「こんな怪け我がらしい怪け我がするのって……初めてだよね」

　その言葉に、桜お白しろの手が一瞬止まる。

「そうね……今まで散々危ない目に会ってきたのに、こうして医療係として三人の誰かを手当てするの、初めてだわ……どうしてなんだろう」

　桜お白しろは疑問のように言うのだが、本当は分かっているに違いないと赤あか峰みねは思った。

「教官が、いてくれたから……危ない時はいつも守ってくれてたからだろ……」

　包帯を巻いて手当てが終わると、四人はしばしの間、他の冒険者たちの様子を眺めた。

　多くの冒険者が怪け我がをして、ギルドの職員の手当てを受けている。これもまた初めての光景だった。

　事態の深刻さを感じ取ると、恐怖と緊張が湧き起こり、疲労も混じって言葉すら出てこなくなってしまう。それからしばらく、赤あか峰みねたちは嵐が過ぎ去るのを待つかのように黙り込んだ。

（いい加減、どうにかしなきゃ……リーダーの俺がしっかりしないと……！）

　そう思い、赤あか峰みねが顔を上げた時だった。「君たち、熊くま谷がいさんが指導してた子たちだね」と、スーツ姿の男が声をかけてきた。

「私はギルドからの遣いだ。重要な用件がある。ついて来て欲しい」

　赤あか峰みねたちは、顔を見合わせた。

　それぞれ迷いを表情に浮かべていたが、断る訳にはいかない。

「分かりました。行きます……」

　赤あか峰みねが代表して言い、四人は男の指示ですぐ近くに止めてあったバンに乗り込んだ。




　何の説明もなくギルドへと連れてこられると、五階の会議室に通され、「少し待っていてくれ」と言われて置いていかれてしまう。

　ギルドまでの道中から続く沈黙が部屋を満たし、重力が増したかのように空気が重い。

　それから数分経たち、部屋に入ってきたのは、入団式で演説をした消防庁次長とギルド長の二人だった。

「すまない、遅くなった。状況を把握するのに手間取ってな」

　部屋の中でばらばらのところにいた赤あか峰みねたちは、二人の前に集まった。

「どう、だったんですか？」

　赤あか峰みねが質問すると、「今日一日でかなり巨大化してしまったが、今は安定している。しかし、予断を許さぬ状況だ」と次長は言う。

「ダンジョンのことじゃなくて、教官のことです！」

「教官？　ああ、熊くま谷がいのことか。彼は病院に搬送され、治療を受けた。傷は軽いものだったようだが……頭への物理的ダメージだけではなく、ダンジョンの巨大化による年齢制限の急な引き上げの影響で脳に強い負担がかかったことが災いし、今も意識不明の重体だ」

「じ、重体……？」

　その言葉は妙に頭の中で響き、赤あか峰みねは背筋が凍りつくような感覚を覚えた。

　頭が上う手まく回らず、言葉が出てこない。それに気づいたのか、蒼あお倉くらが代わりに質問した。

「それで、俺たちを呼びつけた理由は？」

「うん、実はだな」と応えたのはギルド長だった。「君たちに今日潜ってもらったダンジョンを早急に攻略して貰もらいたいんだ」

「…………、どうして俺たちなんですか？」

「次長の話にもあった通り、さっきの巨大化で一気に年齢制限がキツくなちゃったみたいなんだよねぇ。現場の者に計測させたところ、現在、『シャルムＳ新宿西』の六○三号室のダンジョンは十八歳と七ヶ月以下しか入れないようだ。いやぁ参ったよ。ほとんどのパーティが入ることが出来ないんだもの。そう、ほとんどのパーティが……ね？」

　しかし、と言ってギルド長は嫌らしい笑みを浮かべ、舐なめるように顔を窺うかがってくる。

「最年長の蒼あお倉くら君は十八歳と六ヶ月でぎりぎりセーフ。他の三人は余裕でクリア。ね？　君たちは攻略に向かわせるのにちょうどいいパーティなんだよ」

　それを聞いて、「他には？」と緑みどりが口を挟んだ。

「他に頼めるパーティはないんですか？　ちょうどいいって言われても、わたしたち、まだＣランクなんですけど」

　そこで桜お白しろも頷うなずき、「それに、私たち……さっきは追い詰められて、かなり危険だったんです。明らかに力不足で……」と訴えた。

　すると、次長が苦虫を嚙かみ潰したような表情を浮かべて言った。

「世間では冒険者は一種の職業だと捉えられている。君たちのように、学生か、高校を卒業したばかりの年齢で冒険者になる者は稀まれなのだ。いないわけではないのだが別の任務に就いてもらっているため、現在この東京で制限をクリア出来るパーティは君たちしかいない。タイミングが最悪なことにな……」

　蒼あお倉くらも表情を険しくして、「他県への応援要請は？　確か、ギルド間で冒険者の貸し借りも出来るはずですよね？」と訊たずねた。

「すでに全国中に出している。横浜の惨劇が再来するかもしれない、とな。しかし、『シャルムＳ新宿西』ほど性急ではないにしろ、マンションから溢あふれ出でて町を壊滅させる危険を孕はらんだダンジョンは全国中にあり、逆にこちらから数少ない十代のチームを派遣している。そのため、君たちに頼むしかないのだ」

「……そうですか。ちなみにですが」

　そこで蒼あお倉くらは、躊躇ためらうような間を空けた。

「俺たちには……拒否権はあるんでしょうか？」

「……冒険者は自由だ。入団することも、辞めることも、活動日時も全て君たちに委ねられている。が、しかし──」

　次長もまた間を空け、厳かな声で返す。

「ギルドから要請があった場合、指定されたダンジョンを攻略しなければならない契約が発生しているのも確かなことだ。もし破った場合は、冒険者を辞めてもらわなければならない。そして、二度と冒険者になることは出来ない」

　その言葉は、赤あか峰みねにとって大した意味を持たない。

　だが、冒険者でなければ、冒険者でい続けなければ摑つかめない希望を抱く、蒼あお倉くら、桜お白しろ、緑みどりの三人にとっては、脅迫以外の何ものでもなかった。

「少し考える時間を与えよう。契約があったとしても、他人の命を危険に晒さらす権利は誰も持ち得ないのだからな。しかし、心しておけ。もし件くだんのダンジョンがマンションから溢あふれ出だすようなことがあれば、新宿中の人間が廃人と化し、大勢が命を落とすことを」

　次長とギルド長が部屋を出て行き、扉を閉める音が部屋の中に響いた。

　木こ霊だまする音は次第に消えていくが、誰も言葉を発しなかったため、長く耳の中に残った。

「……やるしかない」と最初に言葉を発したのは、やはり蒼あお倉くらだった。「俺には、冒険者を辞めるという選択肢はない。だから、攻略に臨む。お前たちはどうする？」

　顔を向けられた桜お白しろと緑みどりは、迷うことなく頷うなずいた。

「ええ……そうね。立ち向かわなきゃ、得られるものも得られないもの」

「わたしも冒険者は辞められない……だから、悩んだりしないよ」

「そうか……なら、さっそく攻略の準備に取り掛かるぞ。ダンジョンが溢あふれてしまったら、元も子もないからな」

　そこで不意に蒼あお倉くらが顔を向けてきて、「赤あか峰みね？　どうした？」と声をかけてきた。

「お前がこのパーティのリーダーなんだ。いつのものように仕切ってくれ」

「えっ……あ、ああ、そうだな。よし、やれるだけやってみよう。さっきは急なことで慌ててたからあんなことになっちまったけど、今回はしっかり準備を整えて、万全の体制で臨むぞ」

　三人は力強く頷うなずき、「ああ、やるぞ」「頑張ろうね」「報奨金、たんまりいただこう」と口々に言って、部屋の出口へ向かっていく。

　赤あか峰みねも彼らの後に続こうとするのだが、一歩踏み出した途端、足の力が抜けて倒れそうになった。

「あ、れ……？　なんだ？」

　足を見やると、細かく震えていた。

　その震えは体全体に伝染していき、傍そばの机に寄りかからなければ崩れ落ちてしまいそうだった。

「赤あか峰みね？　何してんだよ？」

　気づいた緑みどりが声をかけてくる。

　赤あか峰みねは、「な、何でもない」と応えて三人の下に向かおうとするのだが、足は意志を反映せず、ただの一歩すらも叶かなわない。

「わ、悪い！　少し休憩させてくれ！　体が変、ていうか何というか……」

　三人の怪け訝げんそうな眼差まなざしを受け、赤あか峰みねは心配無用とばかりに笑みを浮かべる。

　だが、体の震えは収まるばかりか増していくようで、大したことのないように見えた腕の傷は、今や酷ひどい痛みを発していた。

「赤あか峰みね、お前……」

　蒼あお倉くらは何かを言いかけ、はっと表情を変えた。

　視線は、机に突いていた震える手に向けられている。赤あか峰みねは慌てて背後に隠すが、遅かった。

「もしかして、怖いのか？」

「……き、気にするなよ！　今はその……さっきから、お袋を一人残して死んじまうイメージばっかり頭に浮かんできちまって、ちょっと落ちつかないっていう感じで……くそっ！　大丈夫！　少し休めば、収まるから！」

　蒼あお倉くらは表情を曇らせ、緑みどりと桜お白しろの二人と視線を交わし、一度深く息を吐く。

　そして、呟つぶやくように言った。

「お前は……そうだったな」

「そうだったなって……何だよ」

　訊たずねると、蒼あお倉くらは何かを決意したかのような真まっ直すぐな眼差まなざしを向けてきた。

「赤あか峰みね、お前は冒険者を辞めろ」

「は!?　な、なんだよ急に……」

「震えて歩くこともままならないような足手まといは、俺たちのパーティに必要ない」

「あ、足手まといって……ま、待てってば！　俺は大丈夫だ！　少し休めば治るって！」

　必死に訴えると、桜お白しろが傍そばに寄ってきて言った。

「少しってどれぐらい？」

「え？」

「私たちには時間がないの。臆病者が臆病者じゃなくなるのを待っていられないのよ」

「お、臆病者って、そんな……」

「安心して。誰も恨んだりしない。だから、もう来ないで。後は私たちがやっておくから」

　桜お白しろは赤あか峰みねの言葉を待たず、蒼あお倉くらとともに部屋を出て行ってしまう。

　緑みどりも二人について行こうとしていたが、扉に手をかけたところで迷うような素振りを見せ、戻ってきた。

「いい？　わたしたちのことは忘れちゃうんだぞ。出会ったことも、一緒に戦ったことも全部なかったことしろよ。わたしも思い出すことはないから、赤あか峰みねも忘れるんだぞ」

「緑みどり……お前まで、どうして……何なんだよ、急に突き放したりしてさぁ……！」

「赤あか峰みねが言ったことだぞ。わたしたちとお前は、抱えているものも、覚悟も違うって」

「っ！」

「お前は新しいバイト見つけて、お母さんと仲良く暮らすんだぞ。分かったな？」

　緑みどりは駆け足で去って行き、扉が閉められた。

　赤あか峰みねはただ一人、静まり返った部屋に取り残される。

「何でなんだよっ……俺たち、上う手まくいってたじゃねえか……！」

　三人の言葉が頭の中で木こ霊だまし、困惑が胸の中で渦巻いている。

　今すぐにでも彼らの下へ行き、真意を訊ききたかった。

　だが、それでも、彼らを追うことが出来ない。

　目の前には、恐怖という壁が立ちはだかっていた。




　一時間後、家に帰った赤あか峰みねは、布ふ団とんも敷かずに寝室の畳の上に倒れ込んだ。

　時刻はまだ昼前だったが、そのまま眠ってしまいたい衝動に駆られる。そもそも、精神的な疲労と腕の痛みのせいで動くこともままならず、そうする他ない状況だった。

（あいつら……あれからどうしたんだろう……）

　三人のことを考えると、彼らの辛辣な言葉が蘇よみがえってきた。

　信用を失ってしまったこと、そして共に攻略に行けなかった悔しさに身が焼かれるような思いになる。

　それでも、立ち上がることが出来ない。

（教官がいなくなった途端、これか……どんだけ頼り切ってたんだって話だ……教官、大丈夫かな……目、覚ますよな……？）

　思考は渦を巻いていた。自分はどうしたら良かったのか、自分がもっと強かったら教官も助かって、こうしてらしくもなく思い悩んだりしなくて済んだのか。そういうことがぐるぐると頭の中で回っている。

（俺は……冒険者になるべきじゃなかったのかな……）

　そんなことを考えているうちに疲労が意識を攫さらって行き、眠りに落ちていく。

　名前を呼ばれて体を強く揺さぶられ、目を開けると、頭上に母親の顔があった。

「あんた布ふ団とんも敷かないでどうしたのさ？」

「んん……どうしたのって、そりゃすげえ眠かったから……今何時？　仕事は？」

「夕方の六時半。デパートの方でナマモノ貰もらっちゃったから、無理やり帰ってきただけ。すぐにバーの方に行くけど、あんたも一緒に出る？　バイトの時間でしょ？」

「え？　………………ああ、そうだな」

　起き上がり、「夕飯の代わり」と差し出されたコンビニのおにぎりをペットボトルの茶で流し込む。それから朋とも代よとともに家を出て、駅へと向かった。

「じゃあね、バイト頑張ってよ。わたしも頑張るから」

「おう」

　武蔵境駅むさしさかいえきのロータリーで別れ、朋とも代よは沿線の道へと姿を消す。

　赤あか峰みねは立ち尽くし、どうしたものかと腕を組んだ。

（さて、ほんとにバイトがあるわけじゃないし、何して時間潰すかな。ランニングで体力作り……は、今日は無理だな。有あり島しまたちの家でゲームやらせてもらって、スキルの開発でもするか……？　それとも──）

　色々思いつくものの気力が湧かず、どれも手を出す気になれなかった。

　しかし、朋とも代よに冒険者をやっていることを隠し通すため、近所の人に姿を見られるわけにはいかず、家を空けなければならい。また、今日あった様々な出来事が腹の底をじわじわと焼くようで、忙しくしていたかった。

「そうだ……」

　赤あか峰みねはポケットからタリスマンを取り出し、連絡帳を開くと、念のために登録しておいた元バイト先に電話をかけた。

『お電話ありがとうございます。ホッピー魔神吉祥寺店でーす』

「もしもし、店長ですか？　俺です、赤あか峰みねです」

『おっ、コウちゃん？　久しぶりじゃん！　元気してる？』

「ええ、まあ。ほどほどに……」

『急にどったの？　確か冒険者になったって……あっ、はーい！　少々お待ち下さい！』

「すんません、今忙しいですか？」

『バイトの子に行かせたから大丈夫。で、今日はどうしたの？　もしかして席空いてるかって電話？　まだまだ入れるからお仲間とか呼んで来ちゃってよ！　サービスしちゃうよ？』

「いや実は、助すけっ人と必要ないかなぁって思いまして。時間余ったんで、これから働かせてくれるとこ探してるんです」

『何？　コウちゃん戻って来てくれんの？　超ありがたいぜー！　ちなみにいつから来れる？』

「今武蔵境駅むさしさかいえきなんで、数十分後には」

『なに、今日来れんの？　マジか！　助かるわー！　一人サボりやがって困ってたんだよ！　でもいいの？　冒険者って大変なんでしょ？　掛け持ちはキツいんじゃないの？』

「ん？　掛け持ち？　ああ、継続して働きたいわけじゃなくて、臨時バイトって意味なんですが──」

　言いかけたところで、頭に過る言葉があった。




　──お前は冒険者を辞めろ。




『おーい、どうしたのー？　コウちゃーん？』

　声が聞こえて我に返り、赤あか峰みねは口を開いた。

「……いえ、何でもないです。実は俺……」

　赤あか峰みねは逡しゆん巡じゆんした後、言った。

「……冒険者、辞めることにしたんですよ。だから、大丈夫です」

『ええっ、そうなの？　やっぱ大変だったんだ？』

「ええ、大変でしたよ、そりゃもう。何せ命がけでしたからね。それでも必死に食らいついてたんですけど、とうとうついて行けなくなっちまって……」

『何だかよく分からないけど、とにかく戻ってきてくれるってことね？　じゃ、店で待ってるよ！　よろしくぅ！』

　赤あか峰みねは電話を切り、深く息を吐き出した。

（俺、冒険者辞めんのか……いや、仕方ねえよな。パーティから追放されて戻るとこなんてないわけだし、契約無視して攻略に行かなかったわけだし……）

　もう命の危険を感じることはない。日常に戻ることが出来る。

　その事実に、安心感を覚えた。覚えてしまった。

（あいつらは自分の命を賭けてやってたのに、俺は違う……だから、こんなことになっちまったってことなんだろうな……そもそも最初から、あいつらについて行くことなんて出来なかったんだ……）

　赤あか峰みねは無理やり納得し、改札へと向かう。

　その胸には、判然としない燻くすぶるかのような感情があった。




　翌朝、水曜日。

　いつも通り七時に目覚めると、赤あか峰みねはしばらくぼうっとしていた。昨晩、布ふ団とんを敷いたのはいいものの、どうやらそこで力尽きたらしく、掛かけ布ぶ団とんの上で仰向けになっていた。

（怪け我がしてんのに、バイトは無茶だったか……）

　起き上がって洗面所に行き、顔と頭を洗うと、その後はトーストを焼いてニュースを見ながら齧かじった。

（命の危険がない日常って、こんなに安心感のあるもんなんだな……）

　なぜか静かな朝を新鮮に感じながら残りのパンを口に突っ込み、牛乳で流し込む。

　そして深々と息を吐いた。

（でも、何か落ち着かないな……昨日から何なんだよ、これ……？）

　食器を洗ってカゴに伏せ、通学鞄かばんを手に家を出た。

　気分転換のために青空をぼんやり眺めたり、何でもない外の風景を眺め、ゆっくりと歩いて学校へ向かう。

　そして教室に入って自分の席に座り、昨日の欠席で遅れが出た分を取り戻そうと教科書を開いてみた。

　そこで、「おっ、今日は来てるね」と声が聞こえた。

　顔を上げると、有あり島しまと加か藤とうがそこに立っていた。

「昨日はどうしたの？　欠席なんて珍しいじゃん」

「何かすげえやつれてね？　珍しく風邪でも引いたんか──って、お前ちょっと汗臭えな」

「悪かったな。昨日怪け我がしちまって、包帯巻いてるから風ふ呂ろ入れなかったんだよ」

「包帯!?　怪け我がって……もしかしてダンジョンでか？」

　まあな、と言って肩を竦すくめてみせる。

　すると、有あり島しまと加か藤とうの表情が険しくなった。

「怪け我が、か……」

「どうしたんだよ、有あり島しま」

「何か、ショックっていうか……今までこんなことなかっただろ？　だから、このまま平和に過ぎていくのかと思ってたんだけど……」

　赤あか峰みねは溜ため息いきを吐き、「そうだな」と呟つぶやいた。

「俺もそう思ってたんだが……やっぱり、ダンジョンってのは危険なんだよ。それを痛感して、ビビっちまって……実は俺、冒険者辞めることにしたんだわ」

　二人は同時に目を丸くし、「ええっ、それマジで言っちゃってんの？」と加か藤とうが訊たずねてきた。

「ああマジ中のマジ。バイト三昧の毎日を再開する前に、どこか遊びに行こうぜ。今月分の給料、そろそろ支払われるはずなんだよ。それ使ってぱーっと楽しもう」

　赤あか峰みねはわざとらしく明るく言ってみたのだが、気分は晴れない。

　有あり島しまと加か藤とうは困惑した表情を浮かべていたが、チャイムが鳴ると席に戻っていった。

　ホームルームが終わり、授業が進んでいく。

　集中しようと教科書とノートをのめり込むように見つめるのだが、気づけば仲間のことを考えていた。

（たった三人だけで、あのダンジョンを攻略出来んのか？　ほんとに応援は期待出来ないのかよ……今、どうしてんだろ。無茶してないだろうな……）

　意識はダンジョンの中に向けられていた。

　荒廃した世界で三人がエネミーに囲まれている妄想が膨らむ。

（またあんなことになったら、今度こそ終わりだ……）

　それを振り払おうと必死になっていると、「おい、お前ちょっとおかしくない？」と聞こえてきた。またも有あり島しまと加か藤とうが目の前に立っていた。

「えっ、おかしいって？　……あれ？　授業は？」

「はあ？　とっくに終わってんぞ」

　周囲を見回すと、クラスメイトたちの半分がいなくなっており、教室に残っている者は弁当を食べていた。

「もう昼!?　噓うそだろ……」

　呆然としていると、有あり島しまが肩に手を置いてきた。

「今日もどうせ購買のパンだろ？　なら外に食いに行こう。気分転換がてらに」




　購買でパンを買った赤あか峰みねは、有あり島しまと加か藤とうに連れられて校庭へ向かい、すぐ横のベンチに並んで座った。

　焼きそばパンを頰張るが、全く味がしない。というよりは意識が別のところに行っており、サッカーに興じている生徒の姿も脳は認識していなかった。

「なあ赤あか峰みね、何か悩み事があるんだろ？　追い詰められてるみたいな顔してるよ」

　隣に座る有あり島しまが心配そうに声をかけてきた。加か藤とうも有あり島しまの陰から顔を出し、「相談に乗るぜ」と言う。

　赤あか峰みねは少し躊躇ためらったが、自分がおかしいことは自覚していたので、思い切って打ち明けた。

「実は昨日、仲間に冒険者を辞めろって言われたんだ」

「は？　何だって？」と加か藤とうが顔をしかめた。「お前、この前仲間と打ち解けたって言ってなかったっけ？」

「ああ……でも、昨日のダンジョンで失し敗くってさ……教官が大怪け我がして、入院しちまったんだ。そうしたら、俺……体の震えが止まらなくなって……足手まといは邪魔だって言われちまった」

　有あり島しまは深刻な顔をして、「酷ひどいな、今まで一緒に戦ってきた仲間にそんなこと言うのか」と憤いきどおりを表した。

「そうか、それがトラウマになって悩んでたんだな」

「トラウマ？　……ああ、俺が悩んでんのはそのことじゃない。確かに思い出すと胸が苦しくなるけど……今はただ、心配なんだよ。あいつらのことが。あるダンジョンの攻略をギルドから命令されたんだけど、こうして俺がビビっちまったから、たった三人で臨むしかなくて……大丈夫なんだろうかって不安なんだ……」

　そこで赤あか峰みねは、またも大きく息を吐く。

　言葉にしてみて、昨日から続くもやもやとした気持ちの正体が摑つかめた。

「……つまり、パーティを追放された俺がこんな心配する資格があるんだろうか──てな具合で、悩んでるわけだな……」

　すると加か藤とうは飲んでいたお茶を噴き出しかけ、大きな笑い声を上げた。

「……おい、俺の話のどこが面白かったんだよ」

「悪い、悪い！　いやぁ単純バカのお前がそんな難しいことで悩んでんのかと思ったら、じわじわ来ちゃってよぉ！」

「お前なあ、俺は真剣に悩んでんだぞ？」

「分かってるけどよぉ、もうどうしようもねえんだから悩む必要ないっしょ？　もう冒険者辞めんだろ？　後は任せておけばいいじゃねえか。それに、たかが一ヶ月ぐらいのつき合いじゃん。そんなに気にしてやる必要ねえって」

「確かに短いつき合いだったけど……でも、あいつらが抱えてる事情を聞いて、何かしてやりたいって思ったのも事実だ。その気持ちがまだどっかに残ってて、それがどうしようもなく苦しいんだよなぁ……」

　うな垂れると、真剣に話を聞いていた有あり島しまが口を開いた。

「なるほどね。結構深刻な悩みだし、赤あか峰みねにとってはすごく苦しいことなんだろうな。でも、言わせてもらうよ。僕は冒険者を辞めるって決めてくれて、嬉うれしいと思う」

「嬉うれしい？　何でだよ、あんなに土産話せがんでたのに」

「怪け我がしてるって聞いて、赤あか峰みねが酷ひどく落ち込んでいるのを見て、思い出したんだよ。冒険者は命がけなんだってことを。まったく、一度死ぬ思いしてるっていうのに……それを忘れて、話が聞きたいからって応援するような真ま似ねをしたこと、今は反省してるよ」

「有あり島しま……」

「だからさ、絶対に辞めろよ、赤あか峰みね。もうダンジョンになんて行くな。どんだけ苦しくても仲間のことは忘れるんだ。いいな？」

　有あり島しまは、メガネ越しにその真剣な眼差まなざしを向けてくる。

　赤あか峰みねは、はっとした。

　その真まっ直すぐな眼差まなざしは、昨日の蒼あお倉くらたちの目と一緒だった。

「……なあ、どうして……どんなことを考えて、そう言ったんだ？」

「どうしてって、逆に考えてみなよ。僕が赤あか峰みねと同じように母子家庭で、お母さんを大事にしていて、楽させたいから冒険者になったけど、でも命を賭けるほどのどうしようもない状況じゃないっていうなら、お前だって止めるだろ？　他にもやり方があるんだったら、命を危険に晒さらすような真ま似ねはするなって、そう思ったんだよ」

　それを聞いていた加か藤とうも同意するように頷うなずいた。

「そうそ、ダチが死ぬかもしれねえってんなら、そりゃ傷つけることになっても止めるっしょ」

　二人の眼差まなざしが、昨日の三人のものと被る。

　頭の中でずれていた何かが嚙かみ合うような感覚が生まれ、赤あか峰みねは唾を飲み込んだ。

（あいつらの性格を考えたらありえる……そうか、そうだったのか……何だよ……あいつらっ！）

　赤あか峰みねは胸の奥から込み上げるものに突き動かされ、立ち上がった。

「……悪い、俺行かねえと」

　二人は、「え？　何だって？」「行くってどこによ？」と訊たずねてくる。

　赤あか峰みねは決意の籠った眼差まなざしを彼らに向け、言った。

「仲間のところにだ」

　食べかけの焼きそばパンを有あり島しまに押しつけ、駆け出した。

　二人は「どういうことだよ!?」と疑問を投げかけてきたが、構わずに駅へ向かった。

（あいつら、余計なことしやがって……！　早く、早く行かねえと！）

　赤あか峰みねは武蔵境むさしさかいで下り、自宅へ向かって駆けた。

　アパートに到着すると、ドアを破るような勢いで開き、活動服とタリスマンを詰めた鞄かばんを取りに寝室へ向かう。

　するとそこには、朋とも代よの姿があった。

「お、お袋？」

　呼びかけると、彼女ははっと振り返った。その手には赤あか峰みねの鞄かばんが握られており、開いたチャックから汚よごれた活動服が覗のぞいていた。

「……先に謝るわ。今朝、ポストにこれが入っていたの」

　朋とも代よはポケットから封筒を取り出し、差し出してきた。

　表紙には『東京消防庁』と印刷されており、受け取って折りたたまれた紙を取り出して見てみると、そこには『給与明細』の文字が書かれていた。

「嫌な予感がして、勝手に職場に持ってったの。そんで昼休み中に見てみたら……なに？　『創造主発見特別報奨』って？　ねえ、何なの？　……何だって言うのっ!?」

　朋とも代よは鞄かばんを投げ捨て、鬼の形相で迫ってきた。

「私、言ったわよねッ!?　冒険者になるなって!!」

　彼女は胸倉を摑つかんでくると、その顔を今にも泣き出しそうに歪ゆがめる。

「私が何とかするって言ってるでしょ!?　何勝手なことしてんのよ!!」

「お袋……」

「子供の癖に命なんて張るなっ!!　あんたの命はあんただけのものじゃないのよ!?　今まで誰が育ててやったと思ってんのっ!!」

「……お袋、聞いてくれ」

「私のためと思ったんだろうけど、余計なお世話よッ!!　私はまだまだやれるし、あんたのためなら何ぼだって仕事増ふやすこと出来るんだから──」

「お袋ッッ!!」

　朋とも代よは大声に驚き、言葉を失ったようだった。

　赤あか峰みねは胸倉を摑つかむ彼女の手を優しく摑つかみ、引き離すと、目を見て話し始めた。

「確かに、最初はお袋のためだった。疲れ果てた姿見て、どうにかしなきゃと思ったんだ」

　朋とも代よが目尻を吊つり上あげて何かを言おうとするので、それを遮るように続けた。

「でも、今はそれだけじゃないんだ！　俺、冒険者になって、ある三人と出会ったんだよ！　そいつらは、俺らみたいに訳アリで、けど俺らとは比較にならねえほど重いもん背負ってて……自分や家族の人生を取り戻すために、自分の命を賭けて戦ってたんだ……」

　赤あか峰みねは自分の心を落ち着けるため、一拍間を置いた。

　真剣さが伝わったのだろう。その間、朋とも代よは何も言わなかった。

「俺、思うんだよ。苦しみ抜いたあいつらは、もっと自分勝手になって良かったんじゃないかって。救われるために、少しぐらい他人を利用しようとしても、バチは当たらないんじゃないかって。

　……でもあいつら、自分の命を危険に晒さらしてでも怪け我が人にんを助けたんだよ。願いを叶かなえるために、そして生きるために逃げることも出来たのに。しかも、頭数減って生存率下がるって分かってんのに、俺を平和な日常に帰すために三人で結託して追い詰めてきやがるんだ。わざわざ『足あし手でまとい』なんて、似つかわしくないキッツイ言葉使って……まったく、いいやつ過ぎんだよ、あいつら……」

　赤あか峰みねが小さく笑うと、朋とも代よは「……コウ」と呟つぶやき、深い戸惑いを浮かべた。

「俺、こう見えてもチームのリーダーだったんだ。どうして俺なのかずっと不思議だったんだけど……ようやく、はっきりと分かった。俺はあいつらと抱えてるもんが違う。命も人生も賭けてない、覚悟の足りないやつだけど……だからこそ、冷静でいられる。抱えてるもんが重過ぎて周りを見る余裕がないあいつらのことを見ていてやれるんだ。俺だからこそ、みんなを纏まとめられるんだよ」

　赤あか峰みねは熊くま谷がいのことを思い出し、「そうなんですよね？」と心の中で問いかけた。

「でも、だからって、あんたには関係ないでしょう!?　誰かがやればいいじゃない！　誰かに任せてしまえばいいのよ……！」

「……それじゃあ駄目なんだ」

「どうして!?」

「俺が……俺自身が、助けに行きたいって思ってるからだ！　苦悩だらけの自分のことを二の次に置いて、俺の人生を思ってくれたあいつらを見捨てることは出来ない！」

　真まっ直すぐ目を見据え、胸にある様々な感情の全てを乗せ、その言葉を口にした。

　朋とも代よは苦しそうに口を開いては閉じ、胸をぎゅっと摑つかんだ。

「……どうしても行くっていうの？」

「ああ」

「……私が、こんだけ苦しんでんの見ても、行くって言うの？」

「……すまん」

　それを聞いた朋とも代よは、深々と溜ため息いきを吐き、一瞬泣き出しそうな表情をする。

　だが、

「……言い出したら聞かないのがあんただもんね。もう諦めた。行くなら行けばいいわ。でも、これだけは約束して」

　朋とも代よはいつもの強気な表情を取り戻し、拾い上げた鞄かばんを差し出すと、潑はつ剌らつとした声で言った。

「絶対に帰ってくること。以上！」

「お袋……分かったよ、約束する。じゃ、行ってくる！」

　赤あか峰みねは鞄かばんを受け取ると、「行ってらっしゃい！」という力強い朋とも代よの言葉に後押ししてもらい、家を飛び出した。




　タリスマンの『ライブラリ・ツール』から確認したところ、蒼あお倉くら、桜お白しろ、緑みどりの三人全員がダンジョンに潜入中となっていたため、赤あか峰みねは真まっ直すぐ『シャルムＳ新宿西』へと向かった。

　到着すると、すぐにベースキャンプがざわついていることに気づいた。救護班が深刻そうな顔で話し合っており、一部の者は担架をマンションの中へと運び込んでいる。

「一体何があったんですか!?」

　慌てて帆布の下に飛び込み声を上げると、救護班の一人が声をかけてきた。

「君、確か熊くま谷がいさんの教え子だよね？」

「そうです。あの、どうして担架を運んでるんですか？　俺の仲間がこのダンジョンに潜ってるはずなんですけど、まさか怪け我がでもしたんですか？」

「いや……彼らはまだダンジョンから出てきていない。それが問題なんだ。かれこれ一時間は経たってしまった……」

「一時間？　そんなに遅いってわけでも──いや、そうか。ここのダンジョン、時間の流れが極端に早いから……」

　タリスマンを取り出し、『ライブラリ・ツール』からダンジョン情報を引き出す。問題となっている六○三号室のダンジョンは、現実の二十四分の一も時間の流れが早いと書かれていた。

「つまりダンジョン内にいる人間は、丸一日が経たったって感じられるわけか……？」

「そうなんだ。野営道具や食料なんかも持ち込まずに入って行ったから、何かがあって帰ってこられないと考えられる」

「っ！　早く行かないと……！」

　着替えている時間が惜しく、赤あか峰みねは鞄かばんを放り出し、タリスマンだけを手に持ってマンションに飛び込んだ。

　六階に停とまっているエレベーターを待っていられず、階段を駆け上がる。三人分の担架の横で待機していた救護班の横をすり抜け、六○三号室のドアを開いた。

　虹色の球体に『クレスト・システム』を起動したタリスマンをかざしたところで、「君、どうするつもりだ!?」と救護班の一人が慌てた声で呼びかけてきた。

「仲間を助けに行くんです！」

「一人でか？　無茶だ！　せめて活動服を着なさい！」

「意味ないっすよ！　どうせ服ごと切り裂かれんだから！」

　赤あか峰みねは叫ぶように言うと、ダンジョンに飛び込んだ。

　白い回廊を駆け抜け、ポータルであるガラス扉を開いて異世界へと潜入する。

「っ……また、来たんだな……」

　空にオーロラがかかる、砂漠の世界が目の前に広がっている。透明過ぎる清らかな空気を吸うと、凍りつくような感覚を覚えた。

「あいつらは一体どこに、──っ!?」

　視界の隅に黒い影が見え、赤あか峰みねは慌てて近くの瓦が礫れきの陰に隠れた。

　そっと覗のぞくと、先日、突如として現れた通常エネミーが砂の上をゆっくりと歩いていた。ボスエネミーと同じく、砂に手を突っ込み、掬すくい上あげることを繰り返している。

「…………っ」

　切りつけられた痛みと熊くま谷がいの頭から垂れ落ちた血の暖かさが蘇よみがえり、身が竦すくんでしまう。

　しかし、今回は一昨日のように動けなくなることはなかった。

（こんな中で、あいつらは丸一日も過ごしちまったんだ……早くなんとかしてやらねえと！　そうだろ、俺!?）

　エネミーが路地に消えたのを見計らい、立ち上がる。そしてエネミーから離れるように反対方向へと走り出した。

（くそっ、あいつらはどこにいるんだ？　まだ、生きてるよな……？　ああもう、どこを探せばいいんだよっ！）

　赤あか峰みねは立ち止まり、目をつぶって深呼吸した。

（落ち着け、俺！　タリスマンがあるじゃねえか！）

　すぐさま手に持ったままのタリスマンを操作し、マップを表示する。拡大してみると、現在地から少し離れたところにある建物の中に三つの点が集まっているのに気づいた。

（よし、遠いってほどでもないな……あとは無事でいてくれれば……）

　駆け出し、走りながら蒼あお倉くらのタリスマンにコールしてみるのだが、応答する気配はない。

（何してんだ、早く出ろよ！　まさか通信に出られない状況なのか……？）

　恐ろしい予感に急せかされながら、今度は桜お白しろに連絡を試みる。

　すると、何回かのコールの後、『赤あか峰みね君!?』と声が聞こえた。

「桜お白しろか!?　良かった、無事なんだな！」

『どういうこと？　どうして赤あか峰みね君が……まさか、ダンジョンにいるの!?』

「俺のことはいい！　それよりそっちの状況は？」

『エネミーに囲まれて、建物の中で籠ろう城じようしているわ！　緑みどりちゃんが応戦してくれてるんだけど、蒼あお倉くら君が怪け我がしちゃって動けないから、どんどん追い詰められてて……！』

「俺ももうすぐ着く！　だからそれまで持ちこたえてくれ！　あと、緑みどりに『合図があったらお前の必殺技をぶっ放せ』って言っておいてくれ！」

　話しているうちに、半壊しているビルに群がるエネミーの一団が見えた。侵入しようとして、次々と光弾に打ち抜かれている。

　『分かったわ』という桜お白しろの声を聞いて通信を切ると、タリスマンをポケットに仕舞い、手を目の前にかざして刀を創り出した。

　そして一気にエネミーの大群に迫ろうと踏み込む。

　だが、その時、一体のエネミーがこちらに気づいた。

「────っ！」

　次々にエネミーがこちらに体を向け、その目玉を向けてくる。強烈な敵意の嵐にうろたえてしまい、足が止まりかけた。

　──が、

「こ、んのぉぉぉおおおッ!!」

　どうにか堪え、無理やり勢いを取り戻す。

　三人のことを知り、それによって生まれた『彼らを救いたい』という思いが、恐怖に打ち勝つ勇気となっていた。

「う、お、らああああああああッ!!」

　次々と迫ってくるエネミーを斬り伏せ、どんどん前へと突き進んでいく。

　そしてエネミーの群れの中心まで来ると、切っ先を地面に向け、思い切り頭上へと振り抜いた。

「『翔しよう塵じん』──ッ!!」

　刀の大振りによって発生した風は暴風に姿を変え、周囲にいたエネミーを全て巻き上げた。

「緑みどりィッ!!　今だ──!!」

　叫ぶと、宙を舞うエネミーの間にマーカーが現れ、

「装塡、『チェーン・ブリット』──発射ッ!!」

　声とともに青いレーザー弾が駆け巡る。

　連続で撃ち抜かれたエネミーは粉々になり、黒い霧のようになって宙に消えた。

「赤あか峰みね、お前どうして来たんだよ！　何で、お前……！」

　乾き切って震える声が、頭上から聞こえてくる。

　見上げると、半壊している建物の窓から緑みどりが顔を出していた。

「緑みどり！　無事か！」

「あ……ああ、無事だよ！　みんな生きてる！　もう駄目かと思ったけど、お前が来てくれたから……」

　緑みどりは一瞬涙を浮かべたが、「すぐに下りる！」と言って姿を消した。

　それからすぐに彼女は桜お白しろと蒼あお倉くらとともに出てくるのだが、桜お白しろが肩を貸す蒼あお倉くらの顔は血で真っ赤になっていた。

「蒼あお倉くら!?　大丈夫なのかよ、それ！」

「……安心しろ。見た目は派手だが、目の上を切られただけだ。問題はない」

　彼はそう言うのだが、支えがないと立っていられないのは見て取れた。

「早くダンジョンを出るぞ！　桜お白しろ、蒼あお倉くらを頼む！　緑みどりは追ってくるやつを追い払ってくれ！　俺は道を切り拓く！」

　赤あか峰みねは刀を握り直し、来た道へと駆け出した。桜お白しろと蒼あお倉くらが安全に歩めるよう、次々と湧いて出て来るエネミーに斬りかかり、『翔しよう塵じん』で吹き飛ばす。

「赤あか峰みね君、無茶しないで！　今日は活動服を着てないのよ!?　一撃で深い傷を負っちゃうわ！」

「だけど、今やれんのは緑みどりと俺だけだろ！　大丈夫、やってやるさ！　お前は、お前らは、もうちょっと人を頼れ！　結託して俺を日常に帰そうなんてしないで、『自分たちのために囮おとりになれ』ぐらい言ってみろよ!!」

　振り返ってそう言い放つと、三人は呆あつ気けに取られていた。

「無茶苦茶だ……無茶苦茶だが……」

　蒼あお倉くらはそう呟つぶやき、桜お白しろは唇を震わせて頷うなずいた。

「救われるわね……」

「ああ……すまないっ、赤あか峰みね……！　助かる……本当に……」

　そう言った蒼あお倉くらの背後で緑みどりも、「ありがと……ほんとに、ありがとな」と震えた声で言って、手を上げてみせた。

「さあ、行くぞ！　帰ってさっさと飯食おうぜ！　俺、昼飯食い損ねて腹減ってんだよ！」

　赤あか峰みねは無理やり笑みを浮かべ、突き進む。

　すぐにポータルが見えてくるが、逃がさんとばかりにエネミーが集まっていた。『翔しよう塵じん』と『チェーン・ブリット』の連携攻撃で一気に片づけることを思いつくが、緑みどりは追手の排除に手一杯の様子で、出来そうにない。

（教官、すんません！　また力を貸してもらいます！）

　赤あか峰みねは切っ先を地面に向け、エネミーの群れの手前で立ち止まると、

「『翔しよう塵じん、旋風つむじ』──ッ!!」

　右足を軸にくるりと回転し、刀を横薙なぎに振った。

　発生したかまいたちのような風は、駆け巡るとともにエネミーを微み塵じんに切り刻んでいく。

　それによって大部分が消し飛んだが、数体生き残ってしまった。

「くそ、完璧じゃなかったか……ここは何とかするから、お前ら先に逃げ込め！」

　赤あか峰みねはポータルに近づけまいと、『翔しよう塵じん』で残ったエネミーを吹き飛ばす。その隙に桜お白しろと蒼あお倉くらがポータルに飛び込み、緑みどりも攻撃を止めて駆けてきた。

「赤あか峰みねも早く！」

「ああ！」

　迫ってきた一体の目玉を突き刺し、蹴倒すと、緑みどりとともにポータルの開かれたガラス扉の中へ飛び込んだ。




「うおっ！」

「わわっ！」

　現実世界に戻って来た瞬間、赤あか峰みねと緑みどりは先に脱出した二人の背中にぶつかって押し出してしまう。だが、時間の流れの違いで、赤あか峰みねを引きとめようとした格好のままだった救護班の一人が咄とつ嗟さに二人を抱き止めた。

「頭を切っているのか？　担架に乗れ。運んでやる」

　蒼あお倉くらを救護班に任せ、赤あか峰みねと桜お白しろ、そして緑みどりは彼らの後についていき、ベースキャンプまで下りた。

　診察スペースに到着すると、三人はすぐに点滴を打つ処置を施された。更に蒼あお倉くらは簡易ベッドに寝かされ、体を隅々まで調べられることになる。

　赤あか峰みねたちは息を飲んで見守っていたが、彼を調べていた医師らしき者はすぐに笑顔を見せた。

「切り傷は大したことないし、歩けなかったのは脱水症状のせいだ。すぐに良くなるよ」

「そ、そうですか！　ほんと無事で良かったぜ……お前らなあ、たった三人でなに無茶してんだよ！」

　赤あか峰みねが言うと、三人はばつが悪そうな顔をしていた。

「だって、私たち以外にやれる人はいなかったんだもの」

「そうそ、わたしたちはやるしかないからやっただけだよ」

「それは分かるけど、様子見を繰り返して、少しずつ攻略していくんでもよかっただろうが。どうせ一回の潜入で攻略し切っちまおうって張り切って、あんな絶体絶命の状況に陥ったんだろう？」

　図星らしく、桜お白しろと緑みどりは目を逸そらす。蒼あお倉くらは真まっ直すぐ天井を見上げながら、「怖かったんだ……」と呟つぶやいた。

「もし攻略が間に合わなかったら、全てが終わる……電磁波の嵐に巻き込まれて自分自身が廃人になっても、攻略に失敗して冒険者を辞めさせられても、俺は雪ゆき菜なを失ってしまう……だから、怖くてなって無茶し過ぎた……」

「そうか……そうだろうな。悪い、責めるような言い方して……怖くなって逃げ帰った俺が言えたことじゃなかったな……」

「それは俺たちがそう仕向けたからだろう」

「いや、たぶんだけど……お前らに何も言われなくても、俺は一緒に行けなかったと思う。正直、もうダンジョンに行かなくていいと思ったら、もの凄すごく安心しちまったんだ」

　すると緑みどりが、「じゃあ、どうして来ちゃったんだよ……」と訊たずねてくる。

　赤あか峰みねは一度息を吐き、唾を飲み込んで、それから言った。

「お前らが俺を心配してくれたように、俺もお前らが心配だったんだよ。だから、戻って来た。そして今度こそ、お前らと一緒に行くつもりだ。そういうことだから、えーっと、何つーか……またよろしくな！」

　何だか気恥ずかしくなり、つい茶化すような雰囲気を作ってしまうのだが、三人は至極真面目な顔をしていた。

「な、何だよ三人して……」

　うろたえていると、「いや、何かほっとしたっていうか」と緑みどりが言い、「私も」と桜お白しろは笑い、「ああ、お前のその前向きな姿勢が心強く感じる」と蒼あお倉くらが言った。

「う、ん……桜お白しろはともかく、緑みどりと蒼あお倉くらにそう言われると、むずむずするな。まあとにかく、この前の争奪戦の時みたいに四人で力を合わせてダンジョンを攻略するぞ！」

　三人は頷うなずくが、表情は険しかった。

「あれ……もしかして俺、また空回ってる？」

　恐る恐る訊たずねると、「そうじゃないの」と桜お白しろが言った。

「私たち、体感時間で丸一日もダンジョンの探索をしていたわけだけど……マップも全部完成させて、ほとんどの建物の中も調べたのに、創造主がどこにいるかのヒントすらも見つけられなかったの……」

「ま、マジかよ。じゃあまず、これからどうするのかって方針を決めなきゃならないのか……いや待てよ、これってそれすらも出来ない状況じゃないか？」

　緑みどりも蒼あお倉くらも顔をしかめており、答えられないようだった。

（誰も手がかり一つ見つけられないとか、さすがある意味高難度ってだけあるな……うーん、何か一つでもヒントがあれば俺も考えられるんだけど……関係ありそうなのは、ダンジョンの中の六○三号室にあった中学校の制服ぐらいか……？）

　と、そこで赤あか峰みねは一つ思い出すことがあった。

「なあ、教官が言ってたよな。創造主の娘が亡なくなっていて、それとダンジョンの変化が関係あるかも、みたいなことをさ」

　緑みどりがはっと顔を上げ、「そういえば、命日を調べようとしてなかったっけ？」と言った。

「思うんだけどさ、ダンジョンってのは頭の中の情報を元に作られてるんだから、現実世界とリンクしてる部分もあるわけだよな？　建物が現実世界のビルに似てたり、風景眺めてたら既視感を覚えたりしただろ？　もしかしたら、現実世界にヒントがあるんじゃないか？」

　問いかけると、「なるほど」と蒼あお倉くらは感心したよう言った。

「かなり可能性があるように思えるが……お前たちはどう思う？」

　蒼あお倉くらに視線を向けられた桜お白しろと緑みどりも、すぐに頷うなずいてみせる。

「私もそう思うわ。すごいわ、絶望的に思えてたのに、希望が見えてきた気がする」

「でかした赤あか峰みね！　単純なのに大事なところで冴さえてるってのは、すっごくリーダーっぽいぞ！」

　沈み切っていた三人の表情は、今や生気に満みち溢あふれていた。

　一つ成し遂げられたという実感を得た赤あか峰みねは、高揚感をそのまま表現するように力強く言った。

「よし、決まりだな！　今度こそ、俺たちの手で攻略しよう！」
















　　　第四話　力を合わせて







　三人の救出劇から二日後の金曜日。

　新宿は壊滅の危険を孕はらんでいるというのに、いつも通り人で溢あふれ返っている。知らされていないため当然のことではあるが、事情を知る赤あか峰みねだけは緊張感を持って歩いていた。

　向かった先は、東南口駅前の広場。

　周囲を見回し、広場の中心にある一本の街路樹の根元に少女の写真と花束が供えられているのを見つける。数日が経たったからか、それらは少し汚れていた。

　赤あか峰みねは近づき、しゃがんで写真の汚れを拭うと、手を合わせた。

「これから俺たちは、君の親おや父じさんの救出に向かう。絶対助け出してやるから、心配せず、どうか安らかに眠ってくれ」




　その後、電車に乗って霞かすみヶが関せきへと移動し、ギルドへと急いだ。

　到着してエレベーターへ向かうと緑みどりの姿があり、彼女はこちらに気づくと手を上げてみせた。

「よお、お前も今来たところか？」

「うん。昨日のうちに回れなかった担当の区画見てきて、そのまま。赤あか峰みねは？」

「俺はちょっと気になって、創造主の娘さんの……優ゆう子こちゃんだっけ？　その子が亡なくなったところに行ってきた。創造主の家族か、離婚した奥さんだと思うんだけど、花が供えられてたよ」

「五年経たってるのに……家族は忘れられないんだろうね。蒼あお倉くらたちは上う手まくやったかな？　その家族ってのに会いに行ってんでしょ？」

「元奥さんの方もな。二人は大人びてるから、多分向こうも話しやすいだろうし、あの二人なら上う手まく立ち回ってくれるだろ」

「確かに、わたしみたいな子供とか、赤あか峰みねみたいな見た目馬鹿っぽいやつよりはマシだね」

「……お前、最近遠慮がなくなってきたな。あのなぁ、こう見えても俺は色々考えてんだぞ？　こうして創造主に関連ある地区を見て回ろうってアイディアも俺が出したんじゃねえか」

　言っているうちにエレベーターが到着した。

　二人は乗り込んで、六階へと向かう。その階にあるブリーフィングルームで攻略前の作戦会議をすることになっていた。

　蒼あお倉くらと桜お白しろの二人の到着を待つ間、とりあえず自分たちだけでも先に話を進めようと話し合っていたのだが、扉を開くとすでに二人の姿があり、ついでにギルド長の姿もあった。

「あれ、お前らもう着いてたのか？」

「ああ、意外にも簡単に話を聞き出すことが出来てな」

「それに、創造主のご家族の方たちは、ギルドからそんなに離れてないところに住んでいたの」

「そりゃ都合が良かったな。そんで、ギルド長は何でいるんですか？」

　訊たずねると、「何で、だと？」と彼は眉をひそめた。

「君たちが詳細マップの更新を急せかしてきたのではなかったかね？　もしや忘れていたなどと言わないだろうね？」

「あっ、そ、そうでしたね……ここにいるってことは完成したってことですか？」

「ああ、これを見たまえ」

　壁かべ際ぎわの天井からスクリーンが下りてくるとともに部屋が暗くなり、蒼あお倉くらたちが囲んでいたテーブルの上のプロジェクターから詳細マップが照射された。

「どうだ。砂の質感や建物の荒廃ぶりも見事に表現されているだろう？　徹夜で仕上げたんだ、感謝してくれたまえよ。とりあえずデータだけ先に持ってきたが、すぐにタリスマンでも確認出来るようにしておく」

　ギルド長は眠そうに欠伸あくびをすると、「それでは仕事があるので失礼するよ。頑張ってくれたまえ」と言って、部屋を出て行ってしまった。

「……行っちまったよ。ほんとにギルドの大人たちは冒険者任せなんだな」

「今回は仕方がない。一時間後、新宿とその周辺の地区に避難勧告を出すことになっているらしいから、準備と手続きが山積みになっているんだろう」

「なるほどな。そうならないように俺たちがどうにかしないとな」

「そうだな……それで、お前たちの方は何か収穫があったか？」

　赤あか峰みねは緑みどりと視線を交わし、それから蒼あお倉くらに頷うなずいてみせた。

「まず俺からな。予定通り、創造主と創造主の娘さんの活動地域を歩き回ってみたんだが……幾つか気づいたことがあった」

　赤あか峰みねはそう言って、プロジェクターの横に用意されていたレーザーポインタでマップを示した。

「フィールドの中央から北西の方にポータルがあるだろ？　これ、新宿駅の西口だと思う。近くの建物の配置とかそっくりなんだよ。そんで、マップの中央に木が一本生えてる部分は、東南口駅前広場だ。現実の広場の中心にも同じように一本、街路樹が生えてて、花が供えられてた。創造主の娘さんが、近くの横断歩道で暴走車に跳ね飛ばされて……その……転がった先っていうのがこの場所で間違いない」

　聞いていた桜お白しろは、「予想通りだったわね」と言った。

「ああ。既視感の理由は、ダンジョンが現実世界の新宿を元に作られていたからだったんだ。あとは新しく現れたエリアなんだけど、教官と探索した北西エリアがそのまんま西新宿だっていうのは見た通りだから飛ばすとして……残す三つの新エリアは緑みどりが説明してくれる」

　視線を向けると、「やっぱり赤あか峰みねと同じだったよ」と緑みどりは言った。

「北東エリアは優ゆう子こちゃんが通っていた小学校がある市いちヶが谷やで、南東のエリアは以前住んでた幼稚園のある世田谷区せたがやくで間違いないと思う。南西は苦労したけど、桜お白しろちゃんが通ってたっていう中学校の周辺を調べてみたら、町並みとマップが一致するところがあったよ」

「ダンジョンで見つけた制服の学校か？　でかした、緑みどり！」

「もっと褒めろ。そして今度ご飯奢おごれ。追加エリアを見たことない赤あか峰みねが行っても効率的じゃないのは、まあその通りだと思うけど、この三つのエリアをわたし一人に全部任せるなんて無茶苦茶過ぎだよ。回るのすっごい大変だったんだぞ」

「そ、それは……すみません、千円以内で頼みます……えー、まあとにかく、これでこのダンジョンは、創造主の娘の優ゆう子こちゃんに関連がある場所を元に構成されてるってのが判明したな。お前らの方は？」

　顔を向けると、「そうだな。何から話したものか……」と蒼あお倉くらは言った。

「まず、教官とダンジョンに潜った日なんだが、あの日が創造主の娘の命日だったことが分かった。それまでのダンジョンの変化は、この命日に起きる大変動の予兆だったようだ」

「命日、か……どうして五年後の今なんだ？」

「恐らく、創造主である『森もり岡おか醬しよう油ゆ』──本名、新あら戸と正まさ樹きが描いていた漫画と関係がある。正まさ樹きは社会人向けの漫画雑誌で、『ののちゃんの成長記録』という、架空の家庭の中で育つやんちゃ娘の成長を題材にした作品を描いていたんだが、この『ののちゃん』というキャラクターは娘が亡なくなって休載する寸前、中学に進学する展開を迎えていたんだ」

　桜お白しろは悲しそうに目を細め、「漫画は、優ゆう子こちゃんというか、自分の家庭がモデルだったみたい」と言った。

「正まさ樹きさんも奥さんも、優ゆう子こちゃんを本当に大切にしていたって、正まさ樹きさんのご両親が言っていたわ。優ゆう子こちゃんはテニスが好きで、将来はプロになるって言っていたらしくて、正まさ樹きさんご夫婦はその願いを叶かなえて上げるために聖せい鐘しよう付属中に入学させようと早々に決めていたみたい」

「聖せい鐘しようは強豪って言われてるよな。付属中もなのか？」

「ええ、全国レベルの学校よ。だからこそ優ゆう子こちゃんを入れてあげたかったみたい。テニススクールにも通わせて、学費のための貯蓄もして……七歳だから考えが変わるかもしれないのに、優ゆう子こちゃんのためならどんな苦労も受け入れるつもりで、将来の準備を始めていたって……」

「今年は中学生に上がっていたはずの年だったんだよな……それだけ優ゆう子こちゃんへの思いが強かったってことか……」

「そうね……漫画と同じように、正まさ樹きさんご夫婦は優ゆう子こちゃんを愛して、優ゆう子こちゃんはその愛情を受けて育っていく、本当に幸福な家庭だったみたい。ただ、奥さんは優ゆう子こちゃんを守ってあげられなかった正まさ樹きさんを許せなくて、今になって後悔するぐらい酷ひどい暴言を浴びせて離婚に至ってしまったそうよ……」

　続けて蒼あお倉くらが、「それ以来、正まさ樹きは心神喪失状態だったそうだ」と言う。

「妻の暴言よりは、娘が暴走車に跳ね飛ばされるところを目撃してしまったことが一番の要因だろうがな。なぜ助けられなかったのか、手を繫つないでいた自分がどうして生き残ってしまったのか……ずっとそういうことを口にしていたと両親が言っていた」

　蒼あお倉くらは思うことがあるのか、一瞬遠い目をしたが、すぐに続けて言った。

「とにかく、正まさ樹きの両親はその状態をどうにかしたくて『Ｍｉｇ』を用意し、半ば無理やり使用させたそうだ。そして、脳内がダンジョンとして現れたというわけだ」

「ダンジョンの荒廃具合は、その時の荒れ果てた心理状況をそのまま表してるってことなんだろうな……でも、どこに創造主の正まさ樹きさんがいるか、これだけの情報じゃ分からないな。他にヒントになりそうな情報はなかったのか？」

　すると、「そういえば」と桜お白しろは呟つぶやき、テーブルの上の鞄かばんからハンディカムカメラを取り出した。

「ヒントってわけじゃないんだけど、これ」

　彼女はカメラからメモリーカードを取り出し、プロジェクターに差し込んだ。

　そして再生すると、一人の少女が映し出される。




　──パパ見てー！　これ私が作ったんだよ！

　──えっと、新あら戸と優ゆう子こです！　クッキー初挑戦です！

　──パパ、ママ！　一位取ったよ！　撮った!?　ねえ撮った!?

　──何で意地悪するの!?　やーだ！　野菜は嫌なのッ!!

　──パパ、パパ、消すから早く撮って！　じゃあいくよ？　……ふぅっ！　あー、ロウソク一本の残ったぁ！

　──優ゆう子こ、五歳です！　パパ、ママ、生んでくれてありがと！




　ダイジェスト形式で纏まとめられた映像は、一つの幸せな家庭と、少女の健やかな成長の記録だった。

「将来、優ゆう子こちゃんと一緒に見るために、奥さんが編集していたものよ。どこかにいる正まさ樹きさんがこの声を聞いて反応を示してくれるかもしれないから、借りてきたの」

「そうか……信じられないな。こんなに元気なのに、死んじまったなんて……」

「ええ……そうね……」

　赤あか峰みねは映像を止めて部屋の電気を点つけると、深々と溜ため息いきを吐いてから言った。

「他にヒントは得られそうにないし、そろそろ攻略に向かおう。両親のためにも、元奥さんのためにも、そして……優ゆう子こちゃんのためにも、正まさ樹きさんを救い出すために」




　四人は活動服に着替え、タリスマンとカメラを持つと、『シャルムＳ新宿西』へと向かった。

　エレベーターで六階に上がり、六○三号室の前まで来ると、慎重にドアを開いた。

　すぐ目の前に、虹色の球体──ダンジョンがあった。二日前は框かまちの手前までの大きさだったが、今は少しだけ框かまちの上にかかっていた。

「……なあ、世間にこのことばらすなよって口止めされたから、お袋にも黙って来たけどさ……今すぐ街中に報しらせた方がいいんじゃないか？　もしものことがあった時のこと考えたらさあ……」

　しかし蒼あお倉くらは、「余計なことはしないほうがいい」と言って首を振る。

「混乱すれば情報が錯さく綜そうする。そうなったら、東京中がパニックになる可能性がある。ギルドに任せておいた方がいい」

「そうか……そうだな。まっ、俺たちが攻略しちまえばそれで済む話だしな」

　そう言って蒼あお倉くらに顔を向けると、額の傷跡に目が行った。

「傷、まだ痛々しいな……体の方は大丈夫か？」

「もう問題ない。お前の方こそ腕は大丈夫なのか？」

「まだ少しひりひりするけど、動かす分には問題ない。デカい絆ばん創そう膏こう貼って、包帯はもう取ってきた」

　赤あか峰みねは次に、桜お白しろと緑みどりの二人と視線を交わした。

「二人も問題ないな？」

「ええ。一昨日の冒険では蒼あお倉くら君のおかげで怪け我がもしなかったし、よく食べて寝てきたから、万全よ」

「わたしもばっちし！　今ならボスの一匹や二匹、簡単に倒せるかもよ？」

「はっは！　そりゃすげえな！　でも、無理は禁物だ。危ない時はさっさと逃げること。怪け我がした時や腹が減った時、少しでも攻略に支障がありそうな時はすぐにでも現実に戻るからな」

　三人は、「ああ」「分かったわ」「りょーかい」と言って頷うなずいた。

「じゃあ、行くぞ！」

　それぞれがタリスマンを取り出し、『クレスト・システム』で紋章を表示した画面を虹色の球体に向けた。

　途端、球体の表面に罅ひびが入り、花弁のように捲めくれ上がった。

　赤あか峰みねは先頭に立ち、花弁の中心から白い回廊へと踏み込む。

　そしてしばらく歩き、辿たどり着ついたガラス戸に手をかけ、開け放った。

「ここに来るのも三度目だな」

　その世界は変わらず砂に覆われ、朽ちかけた建物が立ち並び、空にはオーロラが浮かんでいる。冷ややかで静せい謐ひつな空気を吸い込むと怖おぞ気けに襲われ、赤あか峰みねは身震いしてしまいそうになった。

「緑みどり、どうだ？　エネミーの姿はあるか？」

　さっそく創り出したライフルのスコープを覗のぞいていた彼女に訊たずねると、「大丈夫、この一帯には見えないよ」と言う。

「よし。じゃあまずは外縁を周りながら、新しいマップが現れてないかと風景に変化がないかを確認しにいこう。桜お白しろはカメラを出しといて、敵がいないことを確認してからさっきの映像を再生してみてくれ」

　赤あか峰みねと蒼あお倉くらはそれぞれ刀と剣を作り出して先行し、桜お白しろと緑みどりが後をついてくる形で歩き始めた。

　エネミーの姿は時折見られるが、単独行動をしている個体がほとんとで、赤あか峰みねたちは身を隠してやり過ごす。「絶対にあの大きな目の視界に入るなよ。発見されると仲間を呼ばれる仕組みみたいなんだ」という緑みどりのアドバイスがあった。

「このダンジョンは、どんな願望を反映しているんだろうか……」

　外縁を半分ほど歩いた頃、蒼あお倉くらが唐突に言った。

「この世界にそんなもんはないんじゃないのか？　精神がまいってた時に作られたダンジョンなんだし」

「いや、ダンジョンは必ず脳内情報の一つである願望を軸に構成される。その願望を叶かなえるような直接的な形になるかどうかはダンジョンに依るが、創造主にとって都合の良よい形で作られるはずなんだ。だが……この荒れ果てた世界からは、何もイメージが湧かない」

　蒼あお倉くらが悩む通り、周囲を見回したところで得られるものは何もない。

　ただ、悲しみだけが伝わってくるだけだった。

「それもやっぱり優ゆう子こちゃんに関連するものなんじゃないの？」と緑みどりが言った。「優ゆう子こちゃんが関係してる場所だけで構成されてるんだから」

「俺もそう思うんだが……そうだとしたら、娘を創り出すんじゃないだろうか。幸福だった生活を再現していてもおかしくない」

　すると桜お白しろが、「それは……出来なかったんじゃないかしら」と恐る恐る言う。

「目の前で優ゆう子こちゃんが轢ひかれて、亡なくなる瞬間を目撃してしまったのよ？　たとえ幻想の世界でも、優ゆう子こちゃんが生きているって思い込むのは……とても無理だと思うわ。自分自身を追い詰めるぐらい守れなかったことを酷ひどく後悔して、優ゆう子こちゃんが死んでしまったことを現実として理解し過ぎていたぐらいだったから……」

「だが、こうして自分ではなく、娘と関連のある場所だけでダンジョンを構成している。緑みどりの言う通り、創造主の願望も娘に関係しているとは思うんだが……」

　その時、四人の間を風が通り過ぎた。

　横の路地を向くと、遠くにボスエネミーの巨体が見えた。今日もボスは地面に手を突っ込み、砂を掬すくい上あげ、移動しては同じことを繰り返している。

「……このダンジョンって、何ですでにボスが出現してるんだろうな？」

　赤あか峰みねはふと疑問に思って口にすると、「それは特殊なダンジョンだから──」と緑みどりが言いかけ、眉をひそめて首を傾かしげた。

「通常エネミーも出現しちゃったことだし、もう特殊なダンジョンって言えないのかな？」

　蒼あお倉くらははっとした表情になり、「そういえば」と言った。

「通常エネミーが出現しないダンジョンは、稀まれにだが存在する。しかし、そういったダンジョンも創造主を発見するとボスが出現して、それに合わせて通常エネミーも現れたという話だ。もしこのダンジョンがそれと同じタイプで、緑みどりの言う通りこのダンジョンに特殊性が何もないのだとしたら、すでに俺たちは創造主を見つけているということになるな……」

　赤あか峰みねは驚き、「でも、どこでだ？　俺ら、それらしいものも場所も何も見つけてないよな？」と言って、無駄だと分かっていても周囲を見回す。

　と、桜お白しろが真剣な表情で真まっ直すぐボスを見据えていることに気づいた。

「ねえ、ここに最初に潜った人たちは、初めからボスが出現していたって言ってたのよね？」

「ああ、教官はそんなようなこと言ってたな」

「ボスは創造主を守るために現れる。つまり、創造主に手が届くところまで接近するか、または見つけないと現れない……じゃあもし、創造主が最初から目の前にいたら？」

「そりゃすぐに現れるだろ。でも発見したなんて報告は──」

　言いかけたところで、桜お白しろの視線の意味に気づき、赤あか峰みねは目を見開いてボスエネミーを見やった。

「まさか、あれが？」

「ええ……あの黒い巨人が、正まさ樹きさんなんじゃないのかしら？」

　蒼あお倉くらも驚き、「つまりボスだと思っていたものが、ボスではなかったということなのか？」と珍しく動揺を見せて言った。

「いや、ボスであることには間違いないよ」と緑みどりは慌てたように応える。「教官が言ってたじゃん。ちょっかいだしたら攻撃してくるって。だから、あれはやっぱりエネミーだし、通常エネミーが出現したんだから、やっぱりボスなんだよ。ダンジョンに現れるボスは一体っていう規則性があるんだから」

「しかし創造主がボスに変じていたとして、どうしてあれは最初から姿を晒さらしているんだ？　創造主に接近するか見つけるとボスが現れる、というルールに矛盾している」

「いやいや、そういうルールで現れるのは、あくまでも創造主を守るためでしょ？　ボスが創造主なら、すでに創造主を守ろうとしている状況みたいなもんなわけで、最初から姿を現してても何も変じゃないよ」

　蒼あお倉くらと緑みどりが自分たちだけで話し始めたので、「ちょっとタンマ！」と赤あか峰みねは止めた。

「何だかよく分からなくなってきたし、ここで話してても分からないんだから、近くに行って様子を窺うかがってみよう」

　すぐに三人は了承し、一同はボスへと向かった。




　ボスは中央の新宿エリアを巡回しており、現在は西新宿エリアの近くにいた。

　赤あか峰みねたちはこっそり背後から近寄り、近くの建物の一階に身を隠すと、ガラスのない窓からこっそりと様子を窺うかがった。

「ち、近くで見ると迫力すげえな……」

　直立したボスは十階建ての建物と同じ大きさで、一歩歩くごとに凄すさまじい振動が襲ってくる。その振動の大きさに気持ち悪くなってきた赤あか峰みねだったが、不意にボスは歩くのを止め、地面に手を突っ込み、砂を掬すくい上あげた。

　遠目ではそれだけの動作に見えたのだが、近くで観察することで、その大きな目を砂の中に向けているのが分かった。

「あれ、何だか探し物してるみたいに見えないか？」

　赤あか峰みねが言うと、三人はボスを観察しながら考えるそぶりをみせた。

「コンタクト探してたりして」と緑みどりが肩を竦すくめて言い、

「『砂漠から一粒の砂金を探す』という言葉を思い出すな」と蒼あお倉くらは顎に手をやる。

「見つからないものを探すためのダンジョン、なのかしら？」と桜お白しろは困惑を浮かべた。

「優ゆう子こちゃんを探してる……とか？」

　赤あか峰みねは思いついたものを咄とつ嗟さに口にしてみたのだが、的を射ているような感覚があった。

「救われない話だけど、ありえそうじゃない？」と緑みどりが言う。「死ぬとこ見ちゃったから、優ゆう子こちゃんが生きている夢も見れないし、願望も抱けないけど……でも優ゆう子こちゃんと会いたい気持ちはあるはずだから、いなくなっちゃった世界で探しだそうとしてる……とか」

　蒼あお倉くらは頷うなずき、「可能性は大いにある」と言う。

「娘が死んだことを理解してしまっているから、この世界に娘を創り出すことも叶かなわず……こうして、見つかるはずがないことを意味する比喩表現をそのまま世界に投影してしまい、永遠に探し続けているわけか」

　桜お白しろは苦しげに胸を摑つかみ、「悲しすぎるわね……」と呟つぶやいた。

「優ゆう子こちゃんを亡なくして、こんな悲しい世界で永遠に彷徨さまよい続けるなんて、本当に救いがなさ過ぎるわ……」

「……そうだとしたらな。まだそうと決まったわけじゃないだろ」

「でも、赤あか峰みね君……他に考えられるものはないじゃない？」

「まあそうなんだよな……確かめられる方法があればいいんだけど」

「確かめる方法……そうだ、カメラの映像をあのボスに見せたらどうかしら？」

「！　なるほど、もしあのボスが本当に正まさ樹きさんだったら、反応があるかもしれないよな。さっそく試してみるか！」

　カメラを受け取って建物の中から出ようとしたところ、「おい、待て！」と蒼あお倉くらに止められた。

「刺激を与えた後、どうなるか分からないんだ。いつでも逃げられるように準備しておくべきだろう」

「そ、そうか。あんなデカいのとは戦いようがないからな……」

　じゃあどうするかと考え始めたところ、「あれが良さそう」と隣でスコープを覗のぞいていた緑みどりが言った。

「ほら、ボスの右斜め前──西新宿に少し踏み込んだぐらいに、ボスと同じぐらいの背丈のビルがあるでしょ？　あいつがそこに到達する前に屋上にカメラを設置しておいて、わたしたちは地上に避難しておけば、もし何かあった時、あいつの視界に入らずに逃げることが出来るんじゃない？」

「いい案じゃないか？　どうだ二人は？」

　蒼あお倉くらと桜お白しろも頷うなずくので、「決まりだな」と赤あか峰みねは言い、外に出た。

　四人は建物の陰に隠れつつ、真まっ直すぐ目標のビルへ向かう。幸いエネミーにも遭遇せず、すぐに辿たどり着つくことが出来た。

　しかし、到着してすぐ、緑みどりは目の前の建物を見上げて申し訳なさそうに言った。

「あーごめん……この建物示しといて悪いんだけど、階段で屋上まで上る時間考えてなかったわ。屋上に着いた頃にボスも着いちゃうんじゃないかな」

「うーん、危険だな……別の建物にするか？」

「待て、赤あか峰みね。俺に考えがある」

　蒼あお倉くらはそう言うと、「争奪戦の時の妖精を出せるか？」と桜お白しろに訊たずねた。

「ええ、出せるわよ。でも、どうするの？」

「ビルとビルの間に、氷で螺ら旋せん状のスロープを作る。それを利用すれば、ボスの視界に入ることもなく、素早く地上に下りてこられるだろう？」

「なるほど、そういうことね。分かったわ、任せて！」

　桜お白しろは杖つえを創り出し、「『おいで、妖精さん！』」と唱え、三匹の水の妖精を出現させると、建物の間を羽ばたかせた。

「緑みどり、あの時と同じように目印を頼む」

「オッケー！」

　緑みどりはすぐにマーカーを二列になる形で召喚し、螺ら旋せん状に設置した。

　それが完了すると、蒼あお倉くらはロングソードを振り下ろした。

「『氷雪の世界ニブルへイム』！」

　剣先が叩たたき込こまれたところから氷が発生し、そこを起点に螺ら旋せんを描いてビルの屋上まで伸びていった。

「よし、これでいいだろう。後は行くだけだ」

　そう言って蒼あお倉くらがカメラを貸せと手を差し出してくるので、赤あか峰みねは首を振った。

「俺が行く。怪け我がしたばっかのお前や女子二人より、ほとんど万全な俺が行った方がいいだろ」

　蒼あお倉くらはしばし考えた後、「それもそうだな」と言った。

「じゃ、ちょっくら設置してすぐ下りてくるわ」

　赤あか峰みねは手を上げ、すぐにビルの中へと踏み込んだ。

　室内の至るところに罅ひびが入っており、階段は一部が欠けていたりと、崩れやしないかと不安になるほど荒れ果てていた。砂が薄く積もっているところもあり、非常に上りづらく、どんどん体力を奪われていく。

（やべえ、結構時間食っちまったな……間に合うのか、これ？）

　息が上がりながらも、十階を上りきり、どうにか屋上に到着。

　扉を開いて、こっそり外を見やると、左斜め前の方向にボスの姿が見えた。

（まずい、今出たら姿見られちまうな……さて、どうしたもんか……）

　と、そこでボスは足を止め、いつものように砂を掬すくおうと屈かがみ込こんだ。

「っ！　今だ──！」

　赤あか峰みねはカメラの映像をサイドモニタで再生し、音量を最大にする。そして一気に屋上の縁まで駆け抜け、カメラを置くと、氷のスロープへと向かった。

　世界が静かなため、カメラの音はよく響いた。すぐにボスは気づき、砂を掬すくうことを止め、体を起こす。

　その巨大な目玉が屋上に向けられる瞬間、赤あか峰みねはスロープに飛び込んだ。そのまま滑り下りようとするのだが、思った以上にスピードが出てしまい、建物の壁にぶつかって跳ね返ることを繰り返し、残り二階ほどになったところで宙に放り出されてしまった。

「どぉわあああ!!　──ふぐっ!?」

　足から着地するが、勢い余って目の前に倒れ込んでしまう。「大丈夫、赤あか峰みね君!?」と桜お白しろの声が聞こえ、蒼あお倉くらと緑みどりに起こされるが、鼻に砂が詰まってすぐには答えられなかった。

「ぐぅぅ……あんまり大丈夫じゃない……砂だらけだし、壁にぶつかるし、氷がごつごつしてたせいでケツと背中が痛いし……いや、それよりどうなった？　ボスは!?」

　我に返って顔を上げると、すぐそこにボスの姿があった。

　四人は慌てて路地に逃げ込み、陰から様子を窺うかがう。ボスはゆっくりとカメラを設置した屋上へと近づき、その巨大な目を近づけ、カメラを見つめていた。

　すると、地鳴りのような低い音を体全体から発した。

「おい、聞いたか？　今、『優ゆう子こ』って言ったよな!?」

　赤あか峰みねが訊たずねると、三人は神妙な面持ちで頷うなずく。

　ボスは屋上の縁に手をかけ、ぐっと目玉を近づけると、再び言葉を発した。

「ゆ、ウ子……ここ、いたの……？　ずっと探、てた……もう、大丈……帰ロウ……家に……ママが、待って……優ゆう子こ、いなくなって、ずっと泣イテ……」

　そして、その太く大きな指でカメラに触れるのだが、圧力で簡単に潰れてしまう。

「げっ！　あれ借り物だよな!?　やべえ壊しちまったよ！　メモリーカードも入ってたのに……」

「大丈夫だ、データは別のパソコンにコピーしてある。カメラはギルドに弁償してもらえばいい。それより赤あか峰みね、退避するべきじゃないか？　明らかに様子がおかしいぞ」

　蒼あお倉くらに言われて注意深く見てみると、ボスの大きな手が小刻みに震えているのが分かった。

「ゆ、う子……？　どこ……？」

　ゆっくりと見回し、何もないことが分かると、ボスは突然目の前のビルを叩たたき壊こわした。

「ゆうううぅうぅぅぅぅぅぅううううこおおおおおッ!!　どこダぁぁぁぁぁぁぁああああああッ!!」

　ボスは鼓膜が破裂しかねない大きさで叫び声を上げ、掘り返すようにビルを崩していき、仕舞いには頭を建物に突っ込んでしまった。

「っ!?　な、何かやばそうだな……こうなったら、一旦引き返して──」

　言いかけた時、「赤あか峰みね！」と緑みどりの声が聞こえた。

　振り返ると、路地の暗がりからエネミーが湧き出るように現れるところだった。

「っ！　急いで別の路地に逃げ込むぞ！」

　赤あか峰みねが指示を出したのとほぼ同時に強烈な振動が襲い、砂が巻き上がる。

　いつの間にかボスが傍そばまで来ており、赤あか峰みねたちを見下ろしていた。

「ムスメがァァァアア、見つカラないんですゥゥゥゥゥゥウウアアアアッ!!　どナたか知りませんかぁぁぁァァアアアア!?」

　大きな目の下が横一文字に裂け、ボスは牙の生えた口らしきそこから衝撃波のような声を放つと、路地に両手を突っ込み、広げようとするかのように建物の壁を崩し始めた。

「駄目だ、やっぱこの路地を抜けるしかねえ！」

　空から降ってくる瓦が礫れきを躱かわし、赤あか峰みねは三人を引き連れて路地の奥へと駆け出した。

　『翔しよう塵じん』を放ち、出現したエネミーを吹き飛ばして無理やり突破しようと試みる──が、すぐに後続が迫ってきて前へ進むことが出来ない。

「や、やっぱ駄目だ、こんなの突破出来ねえぞ!?」

　赤あか峰みねがそう言ったところで、「私がやるわ！」と桜お白しろが前へ出た。

「『おいで、キツネさん』!!」

　杖つえの前に展開された魔法陣から現れたのは、轟ごう々ごうと燃え滾たぎる巨大な九きゆう尾びの狐きつねだった。

　実体のないそれは一気に路地を駆け抜け、そこにいたエネミーを焼き払ってしまう。

「今よ！」

　桜お白しろの合図で四人は走り出し、どうにか向こう側の大通りへと抜けることが出来た。

「このままポータルまで駆け抜けるぞ！　あいつが落ち着くまで、一旦ダンジョンを脱出──」

　赤あか峰みねは様子を見るために振り返り、絶句してしまう。

　ボスはビルの上に登っており、今にも飛び下りてこようとしていた。

「や、やべえ……逃げろ、早くッ!!」

　叫ぶが、遅かった。

　すぐ傍そばにボスが着地し、その衝撃で舞い上がった砂が津波のように襲ってきて、赤あか峰みねたちは飲み込まれてしまう。

「──っ、みんな大丈夫か!?」

　慌てて立ち上がると、すぐ近くに緑みどりの姿を見つけ、彼女に向かって剣状の腕を振り下ろそうとしているエネミーが傍そばにいることに気づいた。

「緑みどり、伏せてろ！」

　咄とつ嗟さに刀を投げつけると、運良くエネミーの頭に当たった。しかし刃が当たらなかったため、よろけさせるに留まり、赤あか峰みねは駆けつけて刀を拾い上げると改めて上段斬りを浴びせた。

「早く立て！　逃げるぞ！」

　引っ張るように緑みどりを立ち上がらせると、「待って！　二人がいないよ!?」と彼女は言った。

「なに!?　おい、蒼あお倉くら、桜お白しろ！　どこだ!!」

　周囲を見回した時、ボスがこちらに向かって腕を振り上げたのが見えた。

「緑みどり、走れ！」

　駆け出した直後、ボスの拳が一瞬前までいたところに振り下ろされた。

　またも砂の津波が襲ってきてかなりの距離を流されるが、すぐさま立ち上がり、緑みどりとともに走け続けた。

「あ、赤あか峰みね、二人はどうすんの!?」

「どうすんのって言われても、この数相手に探してる暇なんてないだろっ!?」

　今やダンジョンは、大量のエネミーの出現によって暗闇に包まれているかのようだった。次々に襲い掛かってくるものを撃退するのに必死で、現在どこにいるのかも分からない。

「緑みどり、少しの間頼むぞ！」

　赤あか峰みねは一度、『翔しよう塵じん』で一纏まとまりのエネミーを吹き飛ばし、素早くタリスマンをホルダーから取り出す。『ライブラリ・ツール』の通信タブを開き、表示されている通話履歴の一番上の番号にかけた。

　するとすぐに、『赤あか峰みね君、無事!?』と応答があった。

「ああ、こっちは大丈夫だ！　緑みどりも一緒だ！　桜お白しろは!?」

『こっちも無事よ！　私は蒼あお倉くら君といるわ！　そっちは今どこにいるの？』

「たぶんさっきのところから南東方向に進んでる、と思う！」

『私たちは一旦南西に逃げたんだけど、今は東に進路を変えたわ！　もうすぐ新宿アイランドの近くの交差点が見えるんだけど、そっちはどう!?』

「『ＬＯＶＥ』のオブジェがあるとこか！　それっぽいのがある交差点に今着いたところだぞ！」

　と、話している間に、西の通りから桜お白しろと蒼あお倉くらが姿を現した。

「赤あか峰みね君、緑みどりちゃん！　怪け我がはない!?」

「ああ、大丈夫だ！　桜お白しろたちも無事だな!?　よし、ポータルへ急ごう！」

　最短距離で行ける東の道へと向かおうとするが、そちらからもエネミーが押し寄せてきていた。ならば、と南へ体を向けるが、その方角もエネミーによって塞がれてしまっている。

　気づけば囲まれており、更に背後からボスも迫ってきている。絶体絶命の状況だった。

「くそっ、誘導されていたのか!?」と蒼あお倉くらが言った。「俺たちはここに誘い込まれたんだ！」

「落ち着け、蒼あお倉くら！　どうにかして切り抜けるぞ！」

「どうにかって、何か方法があるのか!?」

「そ、それは……！」

　赤あか峰みねは必死に答えを見つけようとするが、パニックを引き起こしかけており、頭は考えるどころではなかった。

　そこへ、一体のエネミーが包囲網から飛び出してきた。

　その一体の行動が引き金になり、全方向からエネミーが襲い掛かって来る。

　咄とつ嗟さに刀を構えるが、どこに向けていいかすらも分からない。

（駄目だ、やられる──！）

　そう思った時、地面に魔法陣が現れた。

　陣の外縁から透明なフィルターのようなものが現れ、赤あか峰みねたちの周囲にドームを形成し、エネミーの進行を妨さまたげた。

「す、すげえ、バリアってやつか！　桜お白しろがやったのか？」

　杖つえを構えていた桜お白しろは頷うなずくが、沈痛な面持ちだった。

「ごめんなさい、思いつきでやってみたんだけど、咄とつ嗟さだったからガラスなの！」

　見れば、透明なドームはエネミーに叩たたかれ、切りつけられたことで、罅ひびが入り始めていた。

「あ、れ……やばくない？」と緑みどりが呟つぶやいた。「逃げ道ないし、ガラスが割れたら、わたしたち……」

　皮肉なことに、ガラスを張ったせいでエネミーの接近を許してしまい、万が一の可能性すら消えてしまった。このままガラスが持ちこたえたとしても、あと数分で着くであろうボスの一撃でガラスごと潰されてしまうのは目に見えている。

「ここで、終わりなのか……？　死ぬのか、俺は……」

　そう呟つぶやいたのは蒼あお倉くらだった。

　いつも冷静な彼が、顔をくしゃくしゃにし、空に向けて吼ほえた。

「ふざけるな……ふざけるなァッ!!　俺が死んだら雪ゆき菜なはどうなる!?　駄目だ、死ねない……俺はまだ死ねないんだよォオッ!!」

　彼の叫びはどこにも届かず、ドームの中に木こ霊だまする。

　そして、力なく地面に座り込んでしまった桜お白しろも同じように叫んだ。

「私も、死ねない……死にたくない！　ずっとずっと死んでしまう恐怖に怯おびえて生きてきたのよ!?　なのに、こんなところで……こんなに怖い思いして死にたくない……！　まだ生きていたいよっ……!!」

　それを聞いた緑みどりも、「わたしだって嫌だ」と涙を流して呟つぶやいた。

「生きたい、生きたいよっ！　たくさんしたいことがあるんだよ！　普通の女の子みたいに学校へ通って、友達作って、恋人を作って、普通の生活を送ってみたいんだよっ！　ああ、嫌だ、死にたくない……死にたくないよぉっ!!　何も取り戻せずに死ぬなんて嫌だぁっ!!」

　三人は戦意を失い、目の前の理不尽な死に絶望し、涙を流していた。

　悲痛の三人の声を聞き、赤あか峰みねは苦しくなって胸を押さえる。

　彼らの声は耳を通って心に届いていた。

（駄目だ……駄目だ！　こんなところで終われるはずがない！　終わっていいわけがないッ!!　散々苦しんで、苦しんで、苦しみ抜いてきたこいつらがここで死んでいいはずがないッ!!　何が何でも救わなれなきゃならないだろうッ!?）

　教官が倒れてしまった時のように、凄すさまじい恐怖に襲われていた。

　だが、諦めてなるものかと、赤あか峰みねは必死に助かる方法を考えていた。

（考えろ……考えろ！　全員が助かる方法をッ!!）

　その時、パリンッ、と大きな音が鳴った。赤あか峰みねの正面方向のガラスに、ついに穴が空いてしまっていた。

　最も早はや一刻の猶予もない。小さな穴だったが、エネミーはそこをこじ開け、中へ侵入しようとしている。

（くそっ、何も思いつかねえ……！　ほんとに……ほんとに俺らはここまでなのか!?）

　焦あせりで頭は真っ白になってしまい、訳も分からずタリスマンを取り出すと、穴に向けてかざしていた。

「塞がれええええ──ッ!!」

　何かを創り出そうとするイメージはなく、その叫びは「そうなって欲しい」という陳腐な願いでしかない。それはただの、恐怖に我を失った者のやけくそでしかなかった。




　──そのはずだったが、突如として穴の中に白い光が発生し、何事もなかったかのように穴が塞がってしまった。




「え…………な、んだ？　何が起こってんだ？　桜お白しろの仕業なのか、これ!?」

　全体に走る罅ひびも白い発光によって塞がれていく。しかし、桜お白しろは放心した表情をそのままに首を振った。

[image: ]

「赤あか峰みね君じゃないの？　だって、塞がれって……」

「そうだけど、ドームは桜お白しろのイメージで創り出したものだろう？　俺が影響を与えられるはずないよな？　もしかして緑みどりか蒼あお倉くらが何かやったのか？」

「い、いや、わたしでもないよ」

「俺でもないが──待て！　赤あか峰みね、タリスマンの画面、それはどうなってるんだ？」

「どうって……あ、通話中のままだ」

「通話中？　………………、つまり桜お白しろのタリスマンと繫つながっているんだな？」

　蒼あお倉くらは数秒間考えるそぶりをみせた後、「赤あか峰みね、桜お白しろ、同時にこのドームを吹き飛ばすイメージを浮かべろ！　武器を創ったりスキルを発動させる時と同じように！」と言った。

「はあ!?　いきなり何だよ！　そんなことしてどんな意味があんだ!?」

「いいからやれ！　行動しなければ、ボスにやられて終わりだぞっ!!」

　その必死な形相を見て何か考えがあるのだろうと察し、赤あか峰みねは桜お白しろと視線を交わすと、タイミングを合わせて手に握ったタリスマンに念を込めた。

「「吹き飛べ──!!」」

　途端、ガラスのドームの全体に細かな罅ひびが入り、爆発するかのように外に向かって弾け飛ぶ。

　衝撃によってドームの近くにいたエネミーは粉々になり、吹き飛んだ細かな破片が遠くのエネミーを切り刻んだ。

「っ[image: !!?]　お、おい、ほんとに吹き飛んじまったぞ！」

「呆ほうけてないで走れ！　今の内だッ!!」

　蒼あお倉くらの声に我に返った赤あか峰みねは、三人とともに崩壊した包囲網を越え、南の道へと駆け出した。




　道の至るところにガラスの破片を受けてもがき苦しんでいるエネミーが転がっており、目玉が潰されてこちらの存在に気づいていないらしく、襲ってくる気配はない。赤あか峰みねたちは順調にポータルに近づいていた。

「蒼あお倉くら、説明してくれ！　どうしてドームの穴が塞がったり、吹き飛んだりしたんだ？　何か分かったことがあるんだろ!?」

　訊たずねると、蒼あお倉くらは息を荒げながら頷うなずいた。

「タリスマンだ！　お前と桜お白しろのタリスマンは通話状態だったろ！」

「あ、ああ、さっきも気にしてたよな!?」

「いいか！　タリスマンは『Ｍｉｇ』を元に設計された機械だ！　技術の大部分がそのまま流用されているんだよ！」

　それを聞いた緑みどりが、「そういうことか！」と驚きを見せた。

「ほら、『Ｍｉｇ』使用者の頭に埋め込んだマイクロチップは、近くにある『Ｍｉｇ』全てに脳内情報を送信しちゃう不具合、というか、そういう風に見せかけた機能があったでしょ!?」

「??　それがどうしたんだよ！」

「取り除き忘れたってことはないだろうから、たぶんダンジョン内用の通信システムとかで必要になって残したんだと思うんだけど……その不具合に見せかけた機能が、タリスマンに搭載されてるかもってこと！」

「つまり……どういうこと!?」

「だーかーらー！　自分の頭の中に描いたイメージを他のタリスマンに送信出来るってこと！　通話状態にすることで、合体技が使えるの！　たぶん！」

「おっ、それすごい分かりやすい！　そうか、さっきのすんごい衝撃波は、俺と桜お白しろの二人分のイメージが合体したからあれだけ威力があったってことだな!?」

　すると桜お白しろが、「なら蒼あお倉くら君と緑みどりちゃんとも通話状態にしましょう！」と言うので、赤あか峰みねはタリスマンに表示されている通話画面の下部にある『招待』ボタンを押し、蒼あお倉くらと緑みどりと指定した。

「よし、蒼あお倉くらと緑みどりとも通話状態になったぞ！　これでイメージを合体させることが出来んだな!?」

「ああ、そのはずだ！」と蒼あお倉くらが言った。「さっきのを見た限りではな！」

「ふ、不安の残る言い方だな……本当にあってんのかよ、その話！」

「試してみればいい！　ちょうど良く敵が現れたぞ！」

　蒼あお倉くらの視線を追って進行方向を見やると、エネミーが地面から湧き出ようとしているのが見えた。

「お、おい！　失敗したらどうするんだ!?　別の道に逃げたほうがいいんじゃないのかよ！」

「いずれ背後からも追手がやってくるんだ！　遠回りしている時間はない！」

　蒼あお倉くらは立ち止まり、深く息を吐き出すと、剣を正面に構えた。

「赤あか峰みね、お前は『翔しよう塵じん』！　桜お白しろは水の妖精を召喚！　そして緑みどりは光弾を発射する時のエネルギーを『翔しよう塵じん』に上乗せするイメージを思い浮かべろ！」

　赤あか峰みねだけでなく、桜お白しろと緑みどりも本当に出来るのだろうかと不安を表情に浮かべていた。

　が、考えている時間はない。すぐに覚悟を決め、揃そろって頷うなずいた。

「行くぞ！」

　その合図で赤あか峰みねたちは手に持っていたタリスマンをきつく握りしめ、そして指示されたイメージを頭に思い浮かべた。

　それに呼応するようにタリスマンが熱を発し、画面が白く発光し始める。

「凍りつけぇぇぇぇぇぇぇぇぇええええええええッ!!」

　蒼あお倉くらは叫ぶと、『氷雪の世界ニブルへルム』を発動させる時のように、剣を地面に叩たたきつけた。

　途端、地面から青白い輝きが放たれ、暴ぼう風ふうを纏まとって真まっ直すぐ突き抜けて行く。

　輝きは張り巡らされた路地を一瞬で駆け抜け、一帯を包み込んだ。

　それが晴れると、現れたのはまさに『氷ひよう雪せつの世界』。

　道も建物も、そこにいたエネミーの大群も、分厚い氷が閉じ込めてしまっていた。

「す、すげえ……！　本当に全員のイメージが混ざり合っちまったよ……！」

　興奮して声を上げる赤あか峰みねだったが、「喜んでる暇はないぞ！」と緑みどりに肘を引っ張られた。背後から追手が迫ってきており、それらの奥にボスの巨体も見えた。

「一人は連続で弾丸を発射できる銃を思い浮かべて！」と緑みどりが声を張り上げた。「もう一人は反動で吹っ飛ばないための質量をイメージ！　わたしが持てる重さでね！　桜お白しろちゃんは範囲攻撃魔法をお願い！」

　蒼あお倉くらが「銃の形状は任せろ！　この剣に決めるまで色々調べたからな！」と言うので、「じゃあ俺は質量で！」と赤あか峰みねは言った。

　それから再びタリスマンを握りしめ、頭にイメージを思い浮かべる。

　すると、緑みどりのライフルが膨らみ、複数の銃身を回転させて銃弾を連射する銃──ガトリングガンを小さく纏まとめたような形に変化した。

「ミニガンか！　ナイス、蒼あお倉くら！　重さもちょうどいいよ！」

　緑みどりは銃身のつけ根あたりの取っ手を左手で握り、腰の高さに構え、

「桜お白しろちゃん、お願いね!?」

「任せて！」

　そして右手で手前のグリップを摑つかみ、トリガーボタンを押した。

　途端、銃身が回転し、一瞬の間を置いた後、連続で赤い球体が射出される。それは初めての研修の際に桜お白しろが発現させた、燃え盛る火球を小さくしたようなものだった。

　火球の弾丸はエネミーや物体に着弾すると小爆発を引き起こした。エネミーは粉々に吹き飛び、崩落した建物の壁が残骸となって他のエネミーを押し潰していく。

　一瞬で一帯は焦土と化し、建物が無くなったことで空が広くなる。

　緑みどりは銃口を上げ、広くなった空に向けると、火球の嵐をボスに浴びせた。

「お、おい緑みどり！　何やってんだ！　あれは創造主だぞ!?」

「でも、あれを何とかしないと逃げ切れないでしょ!?」

「だからって傷つけるのはまずいんじゃ──」

　爆発による煙が晴れると、上半身がぐちゃぐちゃに吹き飛んだボスが姿を現した。

　だが、その黒々とした肉体は、ぶるっ、と震えると、形状記憶の性質があるかのように元に戻ってしまう。

　そしてその顔に巨大な目と口を開くと、

「ああぁアアァぁアアァああぁあああァァァアアッ[image: !!!!]」

　怒りの咆ほう哮こうでダンジョンを大きく揺さぶった。

「っ!?　や、やばいんじゃないのか、これ！」

　咆ほう哮こうで活性化したのか、氷漬けになっていたエネミーが自らの力で氷を砕き、脱出しようとしていた。更にその周囲の地面に黒い靄もやが現れ、更に数を増そうとしている。

「駄目だ、やっぱ逃げないと！　この数は相手にしてられねえって！」

　赤あか峰みねたちは一旦武器を手放し、氷から脱出しようとしているエネミーの横を通り抜け、全速力でその場から逃げ出す。すぐ先の交差点から北へと進路を移すのだが、次の交差点にもエネミーが溢あふれ返っており、近くの陸橋に逃げ込む他なかった。

「くそ、そっちだ！　そっちに逃げ込め！」

　他の道に下りようとするが、階段は塞がれており、近くのビルの二階フロアの入り口へと続く道しか残っていない。

　選択の余地などなく、赤あか峰みねは三人を引き連れて建物に向かった。

「おい、また誘導されてないか!?」と蒼あお倉くらが叫んだ。「建物の中に入ったら逃げるどころじゃなくなるぞ！」

「だからって、エネミーの海に飛び込むわけにもいかないだろう!?」

　室内に入ると、柱だけしか特徴のない部屋を横切り、階段に飛び込んだ。

　無我夢中に上り続けるが、一向にエネミーを引き離すことは出来ず、壁を跳ねるように迫ってきた一体がついに刃物のような腕で赤あか峰みねの頰を切り裂いた。

「っ！　──んのやろォー!!」

　再び刀を創り出し、袈け裟さ切りで真っ二つにするが、すぐに別の一体が剣状の腕を突き出してきた。

　──が、それと同時に、蒼あお倉くらのロングソードが突き出される。

　交差した剣はぶつかって火花を散らし──ロングソードの剣先が先にエネミーに到達。目玉を潰されたその個体は背後に倒れ、後続とともに階下へ転げ落ちていった。

「窓に向かって走れ！　争奪戦の時のように橋を作って隣のビルに移るぞ！」

　蒼あお倉くらの指示に従い、赤あか峰みねたちは一斉に窓へと駆け出した。

　そしてタイミングを見計らってそれぞれイメージを頭に思い浮かべるのだが、




　突然、目の前のビルが倒壊し、ボスが姿を現した。




「っ!?　こっちは駄目だ！　反対側へ──うおっ！」

　強烈な揺れが襲い、四人は地面に倒れ込んでしまう。

　はっとしてボスを見やると、腕を大きく広げ、ビルを包み込んでいた。

「まさか、このビルを倒そうってのか!?」

　赤あか峰みねが言うと、「どうしよう、逃げ場はないわよ！」と桜お白しろが悲鳴じみた声を上げた。

「こうなったら飛び下りるしかないだろ！　桜お白しろ、でかい鳥とか出せないのか!?」

「『竜』ならあるけど、でも私が生み出すものは実体がないのよ！」

「それなら、ミニガンを作った要領で実体を与えればいいんだ！　俺が竜の肉体をイメージするから、蒼あお倉くらは空に浮かび上がるイメージを、緑みどりはドラゴンを動かすイメージを頼む！　桜お白しろはいつもやるように、その『竜』ってのを召喚してくれ！」

　恐らくビルの下部が折れたのだろう。

　ボスによって建物が持ち上げられ、傾き始めた。

「猶予はない！　一発勝負だ！」

　赤あか峰みねのその言葉を合図に倒れていく方向とは逆へと走り出し、坂道となった床を駆け上がった。

　そして窓枠に足を掛けると、宙へと飛び出した。

「う、お、わあああああああああ────!?」

　すぐに体は、遥はるか下の地面へ向かって墜落を始める。

　内臓が浮き上がる不快感に気を失いかけながら、「桜お白しろぉぉぉぉぉおおお──!!」と赤あか峰みねは叫んだ。

「──っ、『助けて、ドラゴンさん』ッ!!」

　その叫びに呼応し、桜お白しろの杖つえの水晶が桃色の輝きを発した。

　杖つえの先に巨大な魔法陣が展開され、そこから黒々とした巨体が現れる。

　地面方向へと飛び出したそれは急旋回し、こちらに戻ってくると、その背中で赤あか峰みねたちを受け止めて一気に上空へと浮上した。

「うぅっ──！　……止まった？」

　顔を上げると、オーロラの輝きがすぐ頭上にあった。

　赤あか峰みねはその幻想的な美しさに一瞬気を取られるが、我に返って背後に顔を向けた。

「おい、みんないるか!?」

　竜の広い背中に三人の姿があり、彼らはぐったりしているものの、無事であることを力なく口にした。

「これって……体験会の時のドラゴン？」

　緑みどりは赤い血脈が浮き出た背中を撫なで、訊たずねてくる。

「ああ、竜って聞いて思いついたのがこれだったんだ」

「ほんとはもっと可愛かわいらしいデザインなんだけどね」と桜お白しろは苦笑する。「でもどうにか生き延びられたわ。ありがとう、赤あか峰みね君」

　ほっと息を吐く桜お白しろだったが、「安心するのはまだ早い」と蒼あお倉くらが言った。

「実は……空を飛ぶイメージ、というより理屈が浮かばなくて、この竜はガスで浮かせている。風船のようにだ」

「それがどうしたんだよ？　こうして安全圏まで逃げられたんだ。別に何だっていいって」

「気づかないか？　徐々に下降していることに」

　言われて、頭上のオーロラから少しずつ離れいくことに気づいた。

「すまん……俺たちの総重量を支える浮力はないようだ……」

「お、おいおい、このままじゃあボスに捕まっちまうぞ！　緑みどり、急いでポータルに向かわせてくれ！」

　だが、緑みどりは竜の肩口から地上を見下ろし、「あー……やめた方がいいんじゃないかな」と言った。

　赤あか峰みねも反対側の肩から下界を見下ろし、絶句してしまう。

　砂漠のフィールドはエネミーで覆い隠され、まっ黒だった。あまりにも数が多いために、フィールドの端の崖から滝のように零こぼれ落おちている。

「ま、マジかよ……俺たち、もう脱出することも出来ないのか？」

　呆ぼう然ぜんとしていると、「結局やるしかないようだな」と蒼あお倉くらの声が聞こえてきた。

「や、やるって何を？」

「創造主を止め、『Ｍｉｇ』のスイッチを切ることをだ」

「んなこと言っても、あのボスとどうやってやり合えって？　さっき見たじゃねえか、ミニガンの弾丸浴びせられても再生したのを！　あんなのをどうやって止めるんだよ！」

「分からん……が、最後はお前がやってみろ」

「は？　俺ぇ？」

「俺と緑みどりはそれぞれイメージの限界を超えたものを発現してみた。が、しかし、あれに敵かなう力を発現出来なかった。そして桜お白しろはこうして竜を発現させているから、他のイメージを浮かべることが難しい状態だ。だから、お前がやってみてくれ」

「だ、だけど、お前らに出来なかったことが俺に出来ると思うか？」

「教官の『翔しよう塵じん』を理屈抜きで、イメージだけで再現してみせただろうが。それは俺には……いや、俺たちには出来ない芸当だ。恐らく、『感覚』を摑つかむことに関しては、このメンバーの中で誰よりもお前が上う手まいはずだ」

「えっ、そうなのか？　全然実感湧かねえんだけど……」

「とにかく、俺はそう思った。だから、俺は……それに賭けようと思う」

「んな無責任な！」

　しかし、桜お白しろと緑みどりも蒼あお倉くらに賛成のようで、期待を込めた眼差まなざしを向けてきた。

　赤あか峰みねはうろたえ、自信のなさから逃げたくなる気持ちを覚える。

　だが、最後に浮かんだのは、「彼らを救いたい」という思いだった。

「……分かったよ、やってやる！　失敗しても恨むなよ！　じゃあ緑みどり、エネミーの手が届かないぐらいの高さまで下りてくれ！」

「分かった。みんな伏せといて」

　緑みどりがタリスマンを握りしめると、竜は少しだけ体を傾け、大きく旋回しながら地上へと降りていった。

　そしてフィールドの中央──創造主の正まさ樹きの娘が亡なくなった広場を挟む形でボスと対たい峙じし、地上十メートルの高さで止まった。

「よし……やるか」

　赤あか峰みねは刀の切っ先を、地面へと向ける。

　それはいつもと変わらない、『翔しよう塵じん』の構えだった。

「どうせ再生するんだ、全力でいくぞ！　スキルを発動する時に頭に描くエネルギーとか力の変換とか、そういうのを思い浮かべてくれ！　それを力に代えて、合体させて、放ってみる！」

　蒼あお倉くら、桜お白しろ、緑みどりの三人とも黙って頷うなずき、タリスマンを握りしめた。

　タリスマンが熱を放ち、画面が白く発光する。それとともに赤あか峰みねの刀も白く輝き出す。

　次第に輝きは増していき、轟ごう々ごうと音を鳴らして周囲に風が渦巻き始めた。

「緑みどりっ、タイミングを合わせて竜の首下げてくれ！」

「了解っ！」

「じゃあ行くぞ──せーのッ！」

　竜の首が下がり、背中が少しだけ跳ね上がる。

　そのタイミングで、赤あか峰みねは刀を振り抜き、ふと浮かんだ言葉を叫んだ。




「『翔しよう塵じん、合奏』ッ!!」
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　刀に纏まとう白い輝きが、斬線と同じ弧を描いて放たれた。

　風圧によるものか、それとも別の力が作用しているのか──建物とエネミーを分解するように塵ちりに帰し、飛んでいく。

　そして、

「む、娘ぉぉぉお返シてくれェェェッェェェェ────!!」

　慟どう哭こくするボスの腹へと到達。

　白い輝きはボスの腹へと吸い込まれるように消えると、一瞬の間を置き、内部から凄すさまじい輝きを放ちながら爆発を引き起こした。

「ぐっ、何が起こってんだ!?」

　眩まぶしさに目を閉じながらそう言った、次の瞬間──爆発の衝撃が襲い掛かってきて、四人とも吹き飛ばされてしまった。




「…………っ、うぅ……何、が……!?　どこだ、ここ……？」

　意識を取り戻した赤あか峰みねが見たものは、暗闇だった。

　体が何かに包まれて身動きが取りづらい。どうやら砂に埋まっているらしく、赤あか峰みねは慌てて体を起こした。

「ぷはっ！　ぺっぺっ、うぉえ……」

　地上に出ると口と鼻に入った砂を吐き出し、それから周囲を見回した。

　そして、啞あ然ぜんとすることになる。立ち並んでいた建造物は綺き麗れいに消え去っており、どこまでも砂漠が続いていた。

「ぜ、全部吹き飛んじまった……ってことか？　おーい、お前らぁ！　どこにいんだぁ!?」

　衝撃によって粉微み塵じんになってしまったのではないだろうか──と恐怖に駆られるのだが、声を張り上げてすぐに「ここだよ……」と横から緑みどりが頭を出した。続けて、蒼あお倉くらと桜お白しろも砂の中から姿を現す。

「良かった、無事みたいだな……まとめて消し飛んだかと思って冷や冷やしたぞ」

　砂から三人を引っ張り上げると、彼らもまた周囲を見回して目を丸くしていた。

「フィールドをまっさらにするとか、どんだけ威力あんだよ！」と緑みどりは言った。「『合奏』だっけ!?　やり過ぎだよ、赤あか峰みね！　てか何だよその名前！」

「え、変だった？　ほら、みんなで一緒に楽器演奏するみたいなイメージなんだけど、カッコ良くね？　なあ、桜お白しろ。カッコいいよな？」

「えっと……そうかもね」

「ほら、緑みどり！　桜お白しろもカッコいいってよ！」

「いや、『かもね』だから。しかも苦笑浮かべてんじゃん」

　言い合っていると、蒼あお倉くらが溜ため息いきを吐いた。

「お前ら……どうしてこんな時に吞のん気きなことを言ってられるんだ？」

「いや、悪い……色々ありすぎてテンションがおかしくなってるっていうか、何というか」

「分からなくもないが、俺たちにはやることがあるだろ」

　蒼あお倉くらが示す先を見やると、東南口駅前広場の街路樹が立っていた。

「あれ!?　さっきはなかったのに……」

「このダンジョンも再生しているみたいだな。ボスと……創造主と同じように」

　その時、足元にもぞもぞと動く何かを感じた。

　驚いて飛とび退のくと、砂の中から巨大な黒いナメクジのようなものが這はい出でてきた。

「これ、正まさ樹きさん……の破片か？　良かった、生きてるみたいだな」

　ボスの破片に攻撃の意志はないらしく、街路樹に向かって進んでいく。いつの間にか木の根元にいくつもの破片が集まっており、合体しようしていた。

「決着、つけに行くか」

　赤あか峰みねはそう言って仲間たちと視線を交わし、街路樹へ向かった。

　赤あか峰みねたちが到着する頃には、ボスは人の形にまで復活していた。が、先ほどまでとは違い、赤あか峰みねとほとんど同じ大きさでしかなかった。

「さて、どうするか……」と蒼あお倉くらは言った。「弱っているようだが、いくら攻撃しても復活する気がしてならないな」

「でも、このまま放っておくわけにもいかないわ。といっても、どうしたらいいか分からないけど……」

「わたしたちにこれ以上、何が出来るんだろう……」

　そうして三人が悩んでいる間、赤あか峰みねはボスである正まさ樹きを眺めていた。

　それ──というより彼は、「ゆ、う子……ゆう、子……」と呟つぶやき、力なく木の周辺を歩き回っている。その姿があまりにも哀れで、胸が苦しくなった。

「みんな、タリスマンはあるな？」

　声をかけると、三人は困惑を浮かべつつ頷うなずいた。

「握りしめたままだったから失なくしてないよ」と緑みどりは言って手に持ったままのタリスマンを見せてきた。「そんで、何する気なの？　今ならもう一回倒せそうだけど、やる意味ある？」

「違う、攻撃するんじゃない。みんなでイメージして、優ゆう子こちゃんを創り出すんだ。カメラの映像に反応してたことだし、やっぱり優ゆう子こちゃんが正まさ樹きさんに大きな影響を与えてくれるはずだ。結構残酷なことだけど……やってみよう」

　三人は少し驚いたような表情をしていたが、すぐに納得するように頷うなずいた。

　それを確認し、赤あか峰みねはタリスマンを握りしめ、映像で見た優ゆう子こを頭に思い浮かべた。

　途端、赤あか峰みねの目の前に白い光が生まれる。

　その光はやがて人の形となり、ふっと消えると、本物そっくりの優ゆう子こが現れた。

「仕草とか台詞せりふとか、桜お白しろと緑みどりに任せていいな？」

　二人は揃そろって頷うなずき、タリスマンをぎゅっと握りしめる。

　創り出した優ゆう子この目に生気が宿り、「パパ！」と声を上げた。

「っ!?　ゆう、子……？」

　ボスは振り向き、その大きな目を優ゆう子こに向けた。

　ゆっくりとこちらに向かってきて、次第に駆け足になる。

　突き出した両手に罅ひびが入り、それがぼろぼろと剝がれ始め──

「優ゆう子こおぉぉ──!!」

　娘を抱きしめるその瞬間、弾はじけるように外側の黒い部分が消え去り、中から正まさ樹き本人が姿を現す。

　それと同時に『Ｍｉｇ』も現れ、正まさ樹きの足元に落ちた。

「あれ、完璧な結果じゃないのか？　よ……よっし、ようやく！　よぉぉぉおやく全部が終わったんだな!?」

　赤あか峰みねは安あん堵どと喜びで舞い上がりそうになりながら三人に顔を向けた。

　しかし、「上う手まくいったけど……」と言う桜お白しろの眼差まなざしには憂いが帯びていた。蒼あお倉くらと緑みどりも驚きはあったようだが、歓喜の声を上げることはせず、黙って正まさ樹きを見つめていた。

「優ゆう子こ、優ゆう子こぉぉお！　すまない、すまない……私がついていながら、うぅ、死なせて……もう大丈夫だからな!?　今度こそ守ってやるから!!」

　正まさ樹きは赤ん坊のように泣き、娘を抱きしめていた。

　すると、優ゆう子こが応えるように抱きしめ返した。

　見れば、桜お白しろがタリスマンを握りしめている。彼女が優ゆう子こを動かしているようだった。

「桜お白しろ……気持ちは分かるけど、お互い後で辛つらくなるから、止めた方がいいんじゃないか？」

「分かってる……分かってるけど……」

　蒼あお倉くらも緑みどりも何も言わず、苦し気な表情をしており、その場から動こうとしない。彼らは何かに戸惑っているのか、怯おびえているかのようだった。

　自分しか動ける者はいないようだと気づき、赤あか峰みねは前に出て、正まさ樹きの肩を叩たたいた。

「あの、正まさ樹きさん。俺たちの話を聞いてもらえますか？」

　正まさ樹きは大おお袈げ裟さに驚き、優ゆう子こを抱きしめたまま振り向いた。

「き、君は？」

「冒険者──特殊空間救助隊の者です。俺たち、正まさ樹きさんを救いに来たんです」

「特殊……なんだって？　救助隊？」

　そこで正まさ樹きは周囲の異常さに気づき、慌てだした。

「ここはどこなんだ……？」

「簡単に言えば、正樹さんの頭の中ってことになります。この世界から正まさ樹きさんを助け出すために、俺たちは『Ｍｉｇ』のスイッチを切りに来たんです」

　理解が追いついていないのか、正まさ樹きはぽかんとしていた。

　今ここで説明する必要はないか、と思った赤あか峰みねは、ダンジョンを消し去るために『Ｍｉｇ』を拾い上げようとした。

　だが、

「っ！　触るな！」

　突然、正まさ樹きは『Ｍｉｇ』を拾い上げ、優ゆう子こを連れて距離を取った。

「正まさ樹きさん!?　何でそんなことを……もしかして、全部分かってるんですか？」

「……分からないが、分かるような気がする。私はこの世界で優ゆう子こを探していた。優ゆう子こを探すためにこの世界を創り出した。そして君たちは……現実世界の危機を回避するために戦っていたと……今、ふと頭に浮かんできたんだよ」

　どういうことだ？　と蒼あお倉くらに視線を向けると、「タリスマンを介して、俺たちの脳内情報を『Ｍｉｇ』に送っていたことが影響しているのかもしれない」と彼は言った。

「なら、受け入れてください！　このダンジョンを消し去らないと、現実世界の大勢の人が死んじまうか、廃人になっちまうかもしれないんです！　だから『Ｍｉｇ』を渡してください！」

「……っ！　他にも分かることがある！　この子は、この子とは……この世界でしか会えないんだろう!?」

　正まさ樹きは優ゆう子こを抱きしめ、悲痛な叫びを世界に響かせた。

「そんなのは駄目だ……この子は生きなきゃならない！　テニスの強豪校に進学して、プロのテニスプレーヤーになって、そして幸せな人生を送らなきゃならないんだよ……!!」

　それは痛々しくも途方もなく強烈な願いだった。

　しかし、蒼あお倉くら、桜お白しろ、緑みどりにも負けないぐらいの願いがある。だから、苦しいのはお前だけではないと怒りの声を上げても不思議ではない。

　だが、三人は悲痛な表情を浮かべ、立ち尽くすだけだった。

（そうか……こいつらも正まさ樹きさんも、一緒だ……ダンジョンでしか叶かなえられない願いを抱えてる……だから、止めらない……同じ苦しみを知ってるから……）

　赤あか峰みねは天を仰ぎ、大きく息を吐き出した。

（これはきっと、俺の役目なんだろうな……）

　そして踏み出し、正まさ樹きの前に跪ひざまずくと、真まっ直すぐ射貫くように彼の目を見据え、言った。

「家族を亡なくすってことが、どれだけ辛く苦しいことなのか……正まさ樹きさんのことを調べて、この世界を見つめ直したら、すごく伝わってきましたよ。胸が張り裂けそうな思いになるほど伝わってきました……でも、俺の仲間も、すっごく苦しんできたんです。自分の命を賭けて、大切な人のために、失った人生を取り戻すために、戦ってきたんです。だから、お願いします……『Ｍｉｇ』のスイッチを切ってください。俺の仲間を、どうか助けてやってください」

　正まさ樹きは睨にらみつけるように見返してくる。

　赤あか峰みねは思いが伝わってくれと願い、その眼差まなざしを受け止める。

　正まさ樹きは粘っていたが、不意にその視線を逸そらし、苦し気な声を漏らした。

「それも分かっていたような気がする……向こうの三人の叫びが、願いが、聞こえていたんだ……私と同じような苦しみから生まれた、悲しい願いが……」

「正まさ樹きさん……」

　彼は喘あえぐように息をして、歯を食いしばり、天を仰ぎ、苦鳴を漏らし──そしてゆっくりとしぼり出すように言った。

「分かった……『Ｍｉｇ』のスイッチを切ろう。だけど、最後に願いを聞いてほしい。この子に、『さようなら』と言わせてくれないか」

　そう言って彼は抱きしめていた優ゆう子こから体を離し、向かい合った。

「……気づいていたんですか？　その優ゆう子こちゃんが本物じゃないってこと……」

「ああ……だって、優ゆう子こは死んでしまったんだからな……私の目の前で……」

　その言葉を聞いた蒼あお倉くらは、家族の死を思い出したのだろう。目頭を押さえ、背中を向けてしまった。桜お白しろと緑みどりも苦し気な表情を浮かべ、どうするべきか迷うかのように、こちらに視線を向けてくる。

「桜お白しろ、緑みどり……頼む」

　そう言うと二人は頷うなずき、タリスマンを握りしめる。

　すると、二人の感情を現したかのように優ゆう子この目から涙が流れた。

「さようなら、パパ」

　短い言葉だった。

　正まさ樹きは一瞬苦し気な表情を浮かべたが、すぐに笑顔を浮かべ、

「また会おうな……パパ、たくさん土産話持ってくから、楽しみに待っていてくれ……」

　彼はもう一度優ゆう子こを抱きしめ、それから『Ｍｉｇ』のスイッチを切った。

　カチン、という音が世界に木こ霊だまし、ふわりと砂が浮かび上がる。

　その砂の一粒一粒が膨れ上がり、シャボン玉のような透明な球体に変化した。

「これは──正まさ樹きさんの記憶……？」

　透明な球体の中に、正まさ樹きと優ゆう子この幸せな生活が映し出されていた。

　赤ん坊だった娘を寝かしつけていたり、幼稚園の入り口から駆け寄ってくる彼女を抱き上げていたり、ローソクの火を必死に吹き消そうとする彼女の真っ赤な顔が映っていたり──恐らくそれらは、正まさ樹きと優ゆう子この全てだった。

　桜お白しろが「綺き麗れいね」と泣き出しそうに言うと、「そうだね」と緑みどりは胸を押さえて言う。蒼あお倉くらは涙を流し、黙って眺めていた。

　やがて球体は、『Ｍｉｇ』の中に吸い込まれるようにして消えていく。

　そして、『Ｍｉｇ』の中心から強烈な光が放たれた。

「────っ！」

　前後に引っ張られる感覚があった後、足元に硬い感触が現れる。

　発光が収まり、目を開くと、そこは『シャルムＳ新宿西』の六○三号室の居間の中だった。

　すぐ傍そばに仲間たちが立っており、正まさ樹きの姿もある。彼はダンジョンが消滅する寸前と同じく優ゆう子こを抱きしめるように腕を上げていたが、深く息を吐くと力なく下ろした。

「お前ら、よく帰ってきた！　本当によくやった……！」

　そんな声が聞こえて振り返ると、救護班がマンションの廊下から覗のぞき込こんできていた。

　救護班はすぐさま担架を運び入れ、正まさ樹きを乗せて部屋を出ようとするのだが、彼は少し待ってくれと言って、こちらに顔を向けてきた。

「例え偽にせ物ものでも、優ゆう子こを抱きしめられて良かったよ……ありがとう」

　言い終わると、彼は安らかな表情で目を閉じ、運ばれていった。

「ありがとう、か……」

　思わぬ言葉に、胸が熱くなる。自分や仲間のためのことしか考えていなかったために、彼のその言葉で何か大きなことを達成したのだという実感が湧いた。

　と、その時、背中が優しく叩たたかれた。

　振り返ると、三人は優し気な笑みを浮かべ、こちらを見つめてきていた。

「やり遂げたな」

　赤あか峰みねはそれだけ言って笑い、手を上げた。

　三人も破顔して手を上げる。

　そして叩たたき合うと、ぱちんっ、という小気味良よい音が鳴った。













　　　エピローグ







　ダンジョン攻略から三日後、月曜日。

　赤あか峰みねはいつもの通学路を歩き、普段通り学校へ来ていた。

　そして欠伸あくびをしながら教室に入ると、「おっ、ヒーローが来たぞ！」と、近くにいた男子が声を上げた。

　途端、教室にいた生徒がわらわらと集まってきて、赤あか峰みねは囲まれてしまった。

「えっ、お？　何だ、何だ!?」

「何が『何だ』だよ！　照れてんのか？」

「お前、俺らが知らないうちに東京を救ったんだって？」

「テレビ見たよ！　赤あか峰みね君、がちがちだったね！」

「サンキューな、赤あか峰みね！　お前がダンジョン攻略した四日前はさ、兄貴が仕事で新宿にいたんだよ！」

「『いやー、無事攻略が出来たのは全て皆さまの力添えがあったこそで……』とか言っちゃって！　意味分かんねえだろ、知らぬ間に大災害が回避されたっていう話なのにさぁ！　しかも政治家みたいな渋い表情になってたし！」

「あーもううるせえ！　散れ、散れ！」

　クラスメイトを搔かき分わけて自分の席につき、深く溜ため息いきを吐いていると、有あり島しまと加か藤とうが話しかけてきた。

「お疲れ。すごいな赤あか峰みね、一躍人気者じゃないか」

「インタビュー見たぜ！　マジ感動しちゃったよ！　全国にお前の顔が映ったんだからな！」

「いや参ったよ……昨日いきなりギルドに呼びつけられてさ、何の説明もなしにカメラの前に立たされたんだよ。疲れのせいでここ数日ぶっ倒れてたもんだから、頭回んなくて何言ってるか分かんなくなってさあ……」

　二人は苦笑を浮かべ、「ドンマイ」と声を揃そろえた。その反応を見れば、どれだけ間抜けなことを言ったのかが窺うかがえる。

「とにかく、無事帰ってきてほっとしたよ」

「聞いた話じゃ、漫画家が創造主のダンジョンだったんだろ？　作家のダンジョンって難易度高いらしいし、大変だったんじゃないのか？」

「まあな……何度死ぬかと思ったか分からねえな」

　そう言うと、二人は表情を曇らせた。どういう言葉をかけたらいいのか迷っているようだった。

「まっ、でもこの通りピンピンしてるぞ。色々偶然が重なって、あとは仲間がいたから……ほら。こんだけの傷で済んだ」

　左頰の傷を覆う絆ばん創そう膏こうを指して笑ってみせると、二人は戸惑いながらも、安心したような表情を浮かべた。

「元気になったみたいで安心したよ」と有あり島しまは言った。「そういえば、全国放送で顔映っちゃったから、冒険者やってんのお母さんにバレちゃったんじゃないの？　怒られなかった？」

「色々あって、放送前にバレちまってな。許しはもらってたんだけど……そん時は渋々って様子だったんだぜ？　なのに俺がテレビに映った途端、掌てのひら返しやがったんだよ。『新宿住まいの人から蟹かにもらったのよ！』とか『みんなあんたの話で持ち切りで、母親の私は鼻が高いし、仕事はやりやすくなったし、最高だわ！』とか言っちゃって妙に浮かれてんだよなあ」

「さすがお前の母ちゃん！　マジつえーわ！」と加か藤とうは笑った。「そんでよお、俺らちょっと考えてることあんだけど、今日空いてねえかな？」

「あん？　何だよ考えてることって」

「生還記念か全国放送記念で祝ってやろうかなって。久しぶりにカラオケとか言ってパーッと息抜きしね？」

「そういうことか。気持ちは嬉うれしいけど……悪い、今日は大事な用があんだ」

　二人がそれは何だと訊たずねてくるので、赤あか峰みねは込み上げてくる喜びをそのまま表情に現し、言った。

「俺たちの教官が、ようやく目覚めたんだ」




　学校が終わり、赤あか峰みねは新宿のとある病院へ向かった。

　昇降口で四日ぶりに仲間たちと顔を合わせたのだが、ダンジョンの攻略後は疲労による体調不良でほとんどを寝て過ごしていたこともあり、つい先ほどまで一緒にいたような感覚があった。

　どうやら三人も似た状況だったらしい。攻略の感動を思い出して喜び合うこともなく、軽い挨拶だけで再会を済ますと、すぐに病院の中へ踏み入った。

　そして向かうのは熊くま谷がいの病室。扉の前に立つと、「じゃ、開けるぞ」と赤あか峰みねは一声かけ、開いた。

「おう、来たか、お前ら！」

　熊くま谷がいはベッドの上で上体を起こしており、読んでいた新聞から顔を上げてそう言った。

　頭の包帯はまだ取れないようだが、顔色は良く、元気そのものだ。

「ようやく目ぇ覚ましたんですか、教官！　ちょっと寝すぎなんじゃないですか？」

「そうだそうだ、わたしたち凄すごい心配したんだからな！」

「でも目覚めて良かったです、本当に……」

「すみません、俺らが不ふ甲が斐いないばかりに……お元気そうで安心しました」

「はっは！　騒がしいやつらだな！　お前らも元気そうで俺も嬉うれしいぞ！」

　熊くま谷がいを囲んでスチールに座ると、「おう、赤あか峰みね。テレビ見たぞ。何だかよく分からないこと言ってて笑っちまったよ」と熊くま谷がいは言った。

「またその話ですか……しっかしギルドもずるいですよね。攻略前は誰にも言うなって言っておきながら、攻略が済んだら『うちの冒険者が東京を救った』なんて全国放送で連呼するんですよ？　自分たちの手柄みたいな言い方だし、ちょっと大おお袈げ裟さになってるし」

「広報のやつらがやりそうな手口だな。そうやって世間の信用を得ようとしてんのさ。それにしても、お前らほんとによくやったな。まさかボスが創造主だなんて思いもよらなかったぞ」

　赤あか峰みねたちは顔を見合わせ、誇らしげに微笑ほほえんだ。緑みどりは、「まっ、わたしたち頭いいしな」と生意気なことを言い、「みんなで一緒に考えて、見つけたんです」と桜お白しろは嬉うれしそうに言って、「現実世界から探ってみる、という方法が生きました」と蒼あお倉くらは堅苦しいことを口にした。

「そういえばタリスマンのことだが」と熊くま谷がいは腕を組んで言った。「新たな利用法に気づいたのはデカい収穫だった。タリスマンの間でイメージの送受信が行われているのは確認されていたんだが、その現象を利用して想像力を補完し合う手法は、今まで誰も思いつかなかったものだ。今後、この方法は冒険者間で共有されて、新しい技術として攻略に役立てられていく。この貢献は大きいとして、特別報奨が与えられると聞いたぞ」

「マジですか!?　やったな、お前ら！」

　赤あか峰みねは喜んで三人に顔を向けるのだが、「喜ぶのはまだ早いぞ」と熊くま谷がいは言った。

「あと一つ、お前たちに言わなくちゃいけないことがあってな」

「言わなくちゃいけないこと？　何ですか、神妙な顔になって」

「ちょっと待て。そろそろ時間なんだがなぁ」

　と、熊くま谷がいが横の床頭台の時計を見やった時、扉がノックされた。

「失礼します。すみません、遅れてしまったみたいで」

　そう言って入って来たのは、スーツ姿で眼鏡をかけた若い男だった。

　誰だ？　と訝いぶかっていると、「あ、争奪戦で仕切ってた人！」と緑みどりが言った。

「覚えていてくださって光栄です。私はギルドの運営側の……まあ雑用係ですね」

　その雑用係が一体何の用だ、と四人で戸惑いの眼差まなざしを向けていると、彼は熊くま谷がいの傍そばに寄り、「準備は出来ています」と言って、肩に下げていた鞄かばんからノートパソコンを取り出した。

「それじゃあ、言わなきゃならんことを言うとしようか」

　熊くま谷がいは一つ咳せき払ばらいをして、赤あか峰みねたちに顔を向け、

「おめでとう！　Ｂランクに昇格だ！」

　そう言った。

　赤あか峰みねたちはその言葉を聞いて、しばらく考えた後、「「「「「あっ！」」」」と声を揃そろえた。

「あっ、ってお前らまさか試験のこと忘れてたのか？」

「いやだって、そんなこと考えてる余裕なかったしなぁ……」

　三人とも同意するように頷うなずく。だが、次第に実感が湧いてきたのか、「そうか俺たち」「ええ、念願のＢランクよ」「これで自由に活動出来るってことだね！」と興奮を露あらわにした。

「では、熊くま谷がい教官の審査に通ったということで」と雑用係の男が言う。「私がギルドを代表し、あなたたちのＢランク昇格を承認いたします。少し待ってくださいね。さっさと情報を更新しちゃいますんで」

　彼がパソコンを操作してしばらくすると、タリスマンが着信音を鳴らした。

　送られてきたメールには昇格を祝す文言と、『ライブラリ・ツール』から自分のプロフィールを確認するように書かれていた。

　その通りにすると、自分のランクの項目に『Ｂ』の文字が表示されていた。

「私からもお祝い申し上げます。争奪戦の大健闘に続き、この度の完全攻略の活躍は驚きよう愕がくの一言に尽きます。我々に出来ることは少ないですが、助力することを惜しまないと誓いましょう。あなたたちの今後の更なるご活躍を期待しております」

　雑用係の男は、十代の少年少女に向けるには仰々しい言葉で礼を尽くしていた。

　だが、赤あか峰みねたちは画面の『Ｂ』の文字に魅入られ、話の半分も聞こえていなかった。




　リハビリの時間ということで、赤あか峰みねたちは熊くま谷がいの部屋を後にした。

　外に出ると、夏を感じさせる陽ひ射ざしが目に飛び込み、赤あか峰みねは目を細めた。空は晴天で、程よく雲が浮かんでおり、南に太陽が見える。現実の空を久しぶりに見た気がして、清すが々すがしい気分になった。

「何日も寝てたせいか、体が鈍っちまったな。なあ、どうだ？　せっかくＢランクに昇格したんだし、試しにどっかのダンジョンに潜ってみるってのは？」

　そう言って仲間たちに顔を向けると、彼らは真面目な表情でこちらを見つめていた。

「？　なんだよ、辛気臭い顔して」

　三人は少し迷っていたが、蒼あお倉くらが最初に口を開いた。

「お前、いいのか？」

「ん？　何が？」

　すると、桜お白しろが続けて言った。

「正まさ樹きさんのダンジョンの攻略だけでも、結構なお金をもらえることになっているでしょう？　それに報奨金ももらえるって話だし……」

「ああ、そうだな」

　それがどうしたのだろうと思っていると、緑みどりが答えを教えてくれた。

「これで大分借金返せるんじゃないの？　わざわざ冒険者を続けなくても、後は安全な仕事で返していけばいいんじゃないのかなって思って」

「ああ、そういうこと」

　確かに緑みどりの言う通りで、残りの借金の大部分を返済出来る見込みが立った。

　居酒屋のバイトでも始めれば、数年で借金生活は終わる。元々朋とも代よの稼ぎは少ないわけではないので、借金を返済し終われば生活は一気に豊かになるだろう。継続してバイトを続ければ、朋とも代よに一つ仕事を辞めさせて楽させることも可能だった。

「金のために……そしてお袋のために冒険者になったって、確かに俺はお前らにそう言った。でも──」

　赤あか峰みねは少しの間を置き、そして言った。

「今はお袋の他にも、助けたいやつらがいるからな」

　三人は何かを言いたげな表情をしていた。

　だが、言葉を飲み込み、代わりに微笑ほほえみを向けてきた。

「そんじゃ、行こうぜ！」

　赤あか峰みねはそう言って、歩き始める。

　かけがえのない仲間たちとともに──










　　　　　　あとがき




　前作のあとがきで『作者本人として文章を書くのが苦手』と書きましたが、ツイッターで練習がてら少し呟つぶやいていてみたところ、なんとスラスラと書けるようになりました！

　はい噓うそです。「今日あとがきを書こう！」と思ってから数日経過しています。そんな奈な坂さか秋しゆう吾ごです、どうもこんにちは。

　言葉が全く浮かんでこなかったり、自分が何を書いてるのかが分からなくなったり、アーケードゲームにはまったり……などの困難を乗り越えて書き上げたのが本作品。いかがだったでしょうか？　楽しんでいただけましたら幸いです。

　まだ読んでいない人に向けて少しだけ解説しますと、日本中のマンションがダンジョン化しており、冒険者となった高校生の主人公が仲間たちと絆きずなを深めてダンジョンを攻略していく──といった内容です。

　なぜマンションがダンジョン化？　そもそもダンジョン化ってなに？　と疑問に思う方が多いと思いますが、それはぜひ読んで確かめてください。冒険者は一種の職業として世間に認知されていて、所属するギルドは消防庁下に設置されている、といった設定があり、『現実世界でありながらゲームみたいな冒険が出来る』世界観になっております。

　ゲームの世界に行きたい、刺激的な冒険がしてみたい、といった逃避的願望をもとに作っておりますので、共感できる方は楽しめるはず。ゲームみたいな冒険ですから、当然敵が出現し、バトルもありますので、そういったものが好きな方もぜひぜひ本書を持ってレジへどうぞ。

　次に謝辞を。この度も担当編集のお二人にはお世話になりました。そしてイラストレーターの柴しば乃の櫂かい人と様、スケジュールのこともそうですが、改稿途中のほんんんんとに酷い原稿を渡さなければならず、ご迷惑おかけしました。読まずに担当編集と打ち合わせだけで描いていただいたならそれでいいんですが、しっかり読んでいただいたなら大変困惑されたはず。書いた本人が読み返して頭が痛くなり、二度と見たくないと思うほど酷かったわけですからね（もちろん本になる前に読めるものに修正しているので、これを立ち読みしている方は安心してください）。とにかくそういった意味でも柴乃様には負担がかかったかと思います。ご迷惑おかけしました。そして素敵なイラストを描いてくださり、ありがとうございました。

　最後に改めて、本書を買って読んでいただいた方へ。ここまでお付き合いいただき誠にありがとうございました。少しでも心に残るものがあればいいなと祈るばかりです。





（このあとがきを書いただけでやり切った感のある）奈な坂さか秋しゆう吾ご
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奈な坂さか秋しゅう吾ご

歯痛、猛烈な腹痛、食中毒と、東京に行く度に不調をきたす。これは運動不足が原因だけど、足がもの凄く痛くなることも。平和な旅がしたい今日この頃。
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イラスト／柴しば乃の櫂かい人と

大阪府出身東京在住のイラストレーター。

東京でダンジョンといえば上京したての時の新宿駅を真っ先に思い浮かべました。

未だに迷います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「奈坂秋吾先生」係

「柴乃櫂人先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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